





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ナ四 ‒ 九一一 ‒ 一）
三
三
　
ま
た
『
怪
談
雨
之
燈
』
は
作
者
の
他
に
「
新
狸
子
」
の
校
正
が
入
る
。
こ
の
新
狸
子
に
つ
い
て
は
一
切
情
報
が
な
く
、
ど
の
よ
う
な
人
物
か
は
判
然
と
し
な
い
。
著
述
に
関
わ
っ
た
二
人
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
調
査
を
続
け
る
。
　
次
に
画
工
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
述
の
各
諸
本
に
は
、
画
工
に
つ
い
て
の
記
載
等
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
は
不
明
な
も
の
の
『
改
訂
日
本
小
説
書
目
年
表
』
に
「
李
羅
玉
香
子
／
石
田
玉
山
画
」（
作
者
は
正
し
く
は
「
素0
羅
玉
香
子
」）
と
あ
る
。
た
し
か
に
挿
絵
の
図
柄
は
玉
山
風
で
あ
り
、
石
田
と
し
た
の
は
「
文
政
九
年
刊
」
と
い
う
時
期
か
ら
推
測
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
石
田
玉
山
は
岡
田
玉
山
に
師
事
し
た
玉
峯
（
蓼
華
）
で
あ
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
怪
談
雨
之
燈
』
は
寛
政
九
年
刊
の
た
め
、
こ
の
時
期
で
あ
れ
ば
岡
田
玉
山
で
あ
っ
て
も
問
題
は
な
い
。
　
寛
政
一
〇
年
一
一
月
刊
の
作
品
に
建
部
綾
足
著
『
漫
遊
記
』
が
あ
る
。
本
書
に
は
【
図
３
】
の
よ
う
に
左
部
に
「
法
橋
玉
山
図
」
と
記
さ
れ
る
挿
絵
が
あ
り
（
以
下
、『
漫
遊
記
』
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
に
拠
る
）、
岡
田
玉
山
画
と
確
定
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、『
漫
遊
記
』
の
図
柄
と
『
怪
談
雨
之
燈
』
の
図
柄
と
で
共
通
す
る
箇
所
が
看
取
で
き
る
。
例
え
ば
、【
図
３
】
の
一
部
で
あ
る
【
図
３
ａ
】
の
老
人
の
顔
は
、『
怪
談
雨
之
燈
』
巻
四
に
お
け
る
挿
絵
の
老
人
の
描
き
方
【
図
４
】
と
似
る
。
頰
の
角
張
っ
た
形
、
口
角
、
額
の
し
わ
、
顎
髭
な
ど
の
描
き
方
が
共
通
し
て
い
よ
う
。
他
に
も
、『
漫
遊
記
』
巻
五
の
挿
絵
【
図
５
】
と
『
怪
談
雨
之
燈
』
巻
五
の
挿
絵
【
図
６
】
で
は
、
と
も
に
怪
異
の
玉
峯
画
『
絵
本
報
仇
安
達
原
』
（
ナ
四－
一
八
五－
四
〜
六
）
玉
山
画
『
漫
遊
記
』
【図３ａ】『漫遊記』
【図４】『雨之燈』巻四
【図５】『漫遊記』巻五
【図６】『雨之燈』巻五
【図７】『漫遊記』巻五【図８】『漫遊記』巻五
【図９】『安達原』冊六【図10】『安達原』冊四
【図11】『雨之燈』巻四
【図12】『雨之燈』巻四
三
四
三
五
女
性
が
描
か
れ
、
両
者
の
構
図
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
左
手
の
袖
で
あ
ご
を
隠
し
、
ま
た
足
を
描
か
な
い
こ
と
で
怪
異
の
女
性
を
表
現
し
て
い
る
。
加
え
て
、
鬢
の
描
き
方
や
、
見
切
れ
て
は
い
る
が
女
性
に
驚
く
人
物
の
手
も
類
似
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
ま
た
、
玉
山
と
玉
峯
と
で
人
物
の
鼻
や
耳
の
描
き
方
に
違
い
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。『
漫
遊
記
』
の
男
性
【
図
７
】
と
女
性
【
図
８
】
は
、
鼻
筋
を
す
っ
き
り
と
し
た
一
本
の
線
で
描
い
て
い
る
。
だ
が
、
玉
峯
（
蓼
華
）
が
描
い
た
文
亭
箕
山
作
『
絵
本
報
仇
安
達
原
』（
文
化
四
年
刊
。
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
に
拠
る
）
の
男
性
【
図
９
】
と
女
性
【
図
10
】
の
図
で
は
、
鼻
翼
部
が
描
か
れ
て
い
る
。
耳
の
描
き
方
に
関
し
て
も
、『
絵
本
報
仇
安
達
原
』
の
耳
の
中
が
細
か
く
描
写
さ
れ
る
一
方
、『
漫
遊
記
』
は
簡
素
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
時
期
に
よ
る
違
い
の
可
能
性
も
あ
る
が
、『
怪
談
雨
之
燈
』
の
男
性
【
図
11
】
と
女
性
【
図
12
】
の
鼻
や
耳
の
描
き
方
を
確
認
す
る
と
、
寛
政
一
〇
年
に
描
か
れ
た
『
漫
遊
記
』
と
似
通
う
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
と
、『
怪
談
雨
之
燈
』
の
画
工
は
岡
田
玉
山
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
　
『
怪
談
雨
之
燈
』
の
板
元
は
、『
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
で
柏
原
屋
重
兵
衛
が
出
願
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
柏
原
屋
が
板
元
と
思
わ
れ
た
。
だ
が
、
先
に
示
し
た
刊
記
に
よ
る
と
主
板
元
は
塩
屋
権
平
の
よ
う
で
あ
る
。
塩
屋
権
平
は
『
怪
談
夜
半
鐘
』
の
板
元
で
も
あ
り
、
こ
の
『
怪
談
夜
半
鐘
』
と
『
怪
談
雨
之
燈
』
が
同
作
者
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、『
怪
談
雨
之
燈
』
と
『
怪
談
夜
半
鐘
』
と
は
、
板
元
と
作
者
と
を
同
じ
く
す
る
、
い
わ
ば
姉
妹
本
の
よ
う
な
関
係
と
い
え
る
。
　
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
着
目
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
塩
屋
権
平
は
寛
政
期
の
怪
談
本
の
出
版
に
少
な
か
ら
ず
関
わ
っ
て
い
る
。
寛
政
八
年
刊
の
波
天
奈
志
小
浮
禰
作
『
怪
談
旅
之
曙
』
も
塩
屋
権
平
の
出
版
で
あ
る
。
　
『
怪
談
旅
之
曙
』
は
水
谷
不
倒
「
選
択
古
書
解
8
注題
」
に
、「
筆
に
迫
力
が
あ
っ
て
、
表
現
に
巧
み
で
あ
る
」
と
賞
さ
れ
、
前
掲
近
藤
論
考
で
も
「
怪
異
描
写
が
充
実
し
て
い
る
」、「
鬼
の
化
け
た
女
房
と
枕
を
並
べ
ね
ば
な
ら
な
い
夫
の
怯
え
た
心
理
描
写
な
ど
、
圧
巻
で
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
、
大
坂
の
『
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
に
は
『
怪
談
旅
之
曙
』
の
名
が
な
く
、
江
戸
の
『
割
印
帳
』
寛
政
八
辰
年
五
月
八
日
不
時
の
項
に
見
え
る
。
　
　
同
四
月
　
　
　
怪
談
旅
之
曙　
全
四
冊　
小
浮
弥
撰
 
板
元　
大
坂
塩
屋
権
平
／
売
出　
橋
本
権
次
郎
　
　
　
同
五
十
九
丁
板
元
が
大
坂
の
塩
屋
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
戸
の
『
割
印
帳
』
に
の
み
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
先
述
の
『
怪
談
夜
半
鐘
』
は
『
怪
談
旅
之
曙
』
と
同
じ
く
、
板
元
が
塩
屋
権
平
、
売
出
が
橋
本
権
次
郎
で
、『
享
保
以
後
大
阪
【図14】『怪談旅之曙』刊記
（大洲市立図書館矢野文庫蔵）
【図13】『怪談旅之曙』刊記（論者架蔵）
三
六
出
版
書
籍
目
録
』
に
も
出
願
の
記
載
が
あ
る
。
気
に
な
る
の
は
、
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
の
『
出
勤
帳
十
三
番
』
寛
政
七
年
二
月
十
四
日
の
項
9
注に
、
　
　
一
塩
屋
権
平
よ
り
、
怪
談
旅
寝
之
時
雨
と
申
書
願
出
候
所
、
文
中
不
埒
ニ
付
願
出
来
不
申
候
と
あ
り
、
塩
屋
権
平
か
ら
出
願
さ
れ
た
『
怪
談
旅
寝
之
時
雨
』
な
る
書
籍
が
「
文
中
不
埒
」
と
い
う
理
由
で
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
書
名
に
「
怪
談
旅
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
の
『
怪
談
旅
寝
之
時
雨
』
は
『
怪
談
旅
之
曙
』
の
原
型
な
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
も
、『
怪
談
旅
之
曙
』
の
諸
本
を
見
て
い
る
と
刊
記
が
二
種
類
あ
り
、
一
つ
が
論
者
架
蔵
本
の
刊
記
【
図
13
】
の
よ
う
に
「
樽
屋
権
治
郎
」
と
す
る
も
の
、
も
う
一
つ
が
大
洲
市
立
図
書
館
矢
野
文
庫
本
（
五
一－
九
七
）
の
刊
記
【
図
14
】
の
よ
う
に
、「
橋
本
権
治
郎
」
と
す
る
も
の
に
分
か
れ
て
い
る
。
摺
り
や
字
形
な
ど
か
ら
「
樽
屋
」
の
刊
記
が
先
で
「
橋
本
」
の
刊
記
は
入
木
と
思
わ
れ
る
が
、
本
文
を
比
較
す
る
と
興
味
深
い
例
が
見
え
る
。
　
『
旅
之
曙
』
巻
四
、
浮
気
性
の
娘
が
親
に
勘
当
さ
れ
、
親
族
を
頼
っ
て
山
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
大
蛇
と
鬼
に
出
く
わ
す
。
木
の
上
に
逃
げ
る
娘
を
蛇
が
追
い
か
け
て
く
る
。
論
者
架
蔵
本
に
お
い
て
、
当
該
場
面
の
続
き
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
【図15】【図16】
三
七
　
　
ほ
ど
な
く
梢こずへな
り
ぬ
れ
ば
、「
こ
ゝ
を
か
ぎ
り
の
い
の
ち
な
り
。
飛
お
り
ん
。」
と
う
つ
ふ
け
ば
、
件くだんの
鬼おに
が
下
に
は
口
あ
き
待
て
い
る
。
か
な
し
や
、
し
り
へ
つ
き
か
ゝ
り
、
赤
き
舌した
ニ
て
玉
ぎ
よ
く
門もん
を
げ
そ
り
〳
〵
と
ね
ぶ
り
か
け
、
鬼
は
長
き
杖つへ
に
松
の
梢こずへつ
き
ゆ
す
る
。
一
方
、「
橋
本
」
と
す
る
刊
記
の
本
で
は
、
こ
の
「
玉
門
」
の
箇
所
が
、
　
　
ほ
ど
な
く
梢こずへな
り
ぬ
れ
ば
、「
こ
ゝ
を
か
ぎ
り
の
い
の
ち
な
り
。
飛
お
り
ん
。」
と
う
つ
ふ
け
ば
、
件くだんの
鬼おに
が
下
に
は
口
あ
き
待
て
い
る
。
か
な
し
や
、
し
り
へ
つ
き
か
ゝ
り
、
赤
き
舌した
デ
腰□し
の
当あた
リ
を
げ
そ
り
〳
〵
と
ね
ぶ
り
か
け
、
鬼
は
長
き
杖つへ
に
松
の
梢こずへつ
き
ゆ
す
る
。
と
な
る
。
当
該
箇
所
の
版
面
【
図
15
】（
論
者
架
蔵
本
）
と
【
図
16
】（
大
洲
市
立
図
書
館
矢
野
文
庫
蔵
本
）
を
見
て
も
、
修
正
が
確
認
で
き
る
。
　
つ
ま
り
、
大
蛇
が
女
性
に
襲
い
か
か
り
、
陰
部
に
あ
た
る
「
玉
門
」
を
ね
ぶ
る
と
い
う
表
現
が
「
文
中
不
埒
」
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
大
坂
で
は
許
可
が
下
り
ず
、「
腰
の
当
リ
」
と
表
現
を
改
め
た
上
で
、
江
戸
に
販
売
の
中
心
を
移
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
た
だ
し
、
刊
記
が
「
橋
本
」
と
な
っ
て
い
て
も
「
玉
門
」
の
ま
ま
の
諸
本
も
あ
り
（
大
洲
市
立
図
書
館
矢
野
文
庫
本
：
五
一－
九
八
）、
引
き
続
き
書
誌
の
詳
し
い
検
証
を
要
す
る
。『
怪
談
旅
之
曙
』
が
雑
な
造
本
を
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
怪
談
旅
之
曙
』
に
は
文
中
の
表
現
や
刊
記
の
異
な
る
諸
本
が
あ
り
、「
文
中
不
埒
」
と
認
識
さ
れ
そ
う
な
表
現
が
改
め
ら
れ
た
形
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
営
為
を
行
っ
た
の
が
大
坂
の
書
肆
塩
屋
権
平
で
あ
り
、
こ
の
塩
屋
権
平
が
断
続
的
に
『
怪
談
雨
之
燈
』
や
『
怪
談
夜
半
鐘
』
を
出
版
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、『
怪
談
雨
之
燈
』
の
刊
記
が
判
明
し
た
こ
と
で
、『
怪
談
旅
之
曙
』
や
『
怪
談
雨
之
燈
』、
ま
た
『
怪
談
夜
半
鐘
』
な
ど
、
塩
屋
権
平
が
中
心
と
な
り
、
江
戸
の
橋
本
権
次
郎
ら
と
と
も
に
寛
政
八
、
九
年
頃
に
怪
談
本
の
出
版
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
付
記
す
る
と
、『
怪
談
雨
之
燈
』
を
出
願
し
た
柏
原
屋
重
兵
衛
も
『
怪
談
旅
之
曙
』
の
刊
記
【
図
13
】
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
協
力
関
係
に
あ
っ
た
と
思
し
い
。
今
後
、
寛
政
期
の
怪
談
の
出
版
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
際
に
、
書
肆
の
動
き
も
念
頭
に
置
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
三
八
四
、『
怪
談
雨
之
燈
』
巻
一
の
類
話
と
相
違
　
『
怪
談
雨
之
燈
』
は
五
巻
五
冊
で
、
各
巻
に
一
話
を
配
す
体
裁
で
あ
る
。
詳
し
く
は
翻
刻
を
参
照
頂
き
た
い
が
、
巻
一
の
内
容
は
既
存
に
見
ら
れ
る
怪
談
と
共
通
し
た
要
素
を
持
つ
。
以
下
、
例
と
し
て
梗
概
を
示
す
。
　
　
作
州
侯
に
仕
え
る
高
木
駒
之
助
は
家
中
に
比
類
な
き
強
者
。
屋
敷
を
賜
る
こ
と
に
な
り
、
要
望
を
聞
か
れ
た
駒
之
助
は
、
郊
外
の
山
屋
敷
を
所
望
す
る
。
屋
敷
は
怪
異
が
起
き
る
こ
と
で
有
名
で
、
周
囲
が
止
め
る
の
も
聞
か
ず
、
駒
之
助
は
母
と
暮
ら
す
。
あ
る
日
、
屋
敷
初
め
の
祝
い
の
準
備
中
、
料
理
人
が
切
っ
た
魚
の
頭
か
ら
蔓
が
生
え
て
花
を
開
き
、
数
百
の
瓢
簞
と
な
っ
た
か
と
思
う
と
、
次
々
と
落
ち
て
元
の
切
り
身
と
な
っ
た
。
ま
た
、
明
け
方
に
得
体
の
知
れ
な
い
女
性
が
現
れ
、
駒
之
助
の
母
が
驚
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
る
夜
、
駒
之
助
の
屋
敷
に
元
の
屋
敷
の
主
と
名
乗
る
大
坊
主
が
来
訪
、
刀
一
腰
を
駒
之
助
に
渡
す
。
駒
之
助
が
受
け
取
る
ふ
り
を
し
て
抜
き
打
ち
に
斬
り
つ
け
る
と
、
大
き
な
音
を
立
て
て
逃
げ
た
。
駒
之
助
は
主
君
か
ら
褒
め
ら
れ
る
。
駒
之
助
の
屋
敷
で
は
下
女
の
小
春
が
勤
め
て
お
り
、
駒
之
助
の
母
も
気
に
入
っ
て
い
た
。
駒
之
助
が
う
た
た
寝
を
し
て
い
る
と
、
書
に
歌
が
挟
ま
れ
て
い
る
。
駒
之
助
は
怪
し
み
、
小
春
に
城
へ
送
る
手
紙
の
代
筆
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
歌
の
手
蹟
と
同
筆
で
あ
っ
た
。
駒
之
助
は
小
春
に
母
に
許
し
を
受
け
る
ま
で
は
待
つ
よ
う
に
諭
す
。
あ
る
夜
、
駒
之
助
が
厠
に
行
く
と
、
下
か
ら
腕
が
出
て
き
て
陰
囊
を
握
る
。
す
か
さ
ず
刀
で
斬
る
。
次
の
日
に
小
春
を
起
こ
し
に
行
く
と
、
右
の
腕
が
な
く
、
般
若
の
顔
と
な
っ
て
逃
げ
去
っ
た
。
そ
の
内
に
帰
っ
て
き
た
小
春
が
文
字
は
書
け
な
い
と
言
う
。
こ
れ
ま
で
の
小
春
は
妖
怪
の
変
化
で
あ
っ
た
。
夏
の
日
に
駒
之
助
が
風
呂
に
入
っ
て
い
る
と
一
団
の
黒
雲
が
き
て
、
雲
の
中
か
ら
現
れ
た
大
き
な
手
が
風
呂
ご
と
摑
ん
で
飛
び
立
つ
。
駒
之
助
は
大
木
で
手
を
打
っ
て
北
山
の
麓
に
落
ち
る
。
小
春
を
探
す
と
南
の
森
の
梢
で
死
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、
駒
之
助
は
力
自
慢
を
や
め
、
孔
子
の
道
を
学
ぶ
よ
う
に
な
る
と
、
妖
怪
も
出
な
く
な
っ
た
。
　
こ
こ
に
登
場
す
る
高
木
駒
之
助
は
、
近
世
前
期
の
武
士
で
作
州
森
家
に
仕
え
た
、
高
木
流
の
元
祖
と
し
て
著
名
な
高
木
馬
之
10
注助
を
も
じ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
和
田
烏
江
が
著
し
た
随
筆
『
異
説
ま
ち
〳
11
注〵
』
に
、
　
　
一
森
美
作
守
殿
家
来
高
木
右
馬
介
、
松
本
三
平
、
河
端
八
左
衛
門
、
三
人
の
大
力
な
り
。
又
船
頭
の
大
力
あ
り
け
る
が
、
右
馬
介
殿
大
力
に
て
、
我
等
が
腕
を
ね
ぢ
て
も
ら
い
度
と
自
慢
し
け
る
を
、
右
馬
介
聞
て
、
船
頭
の
二
の
腕
を
心
安
く
三
五
度
ね
ぢ
廻
し
た
る
と
ぞ
。
三
九
と
馬
之
助
が
大
力
自
慢
の
船
頭
を
子
ど
も
扱
い
す
る
様
が
記
さ
れ
、
彼
が
「
大
力
」
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
る
。
随
筆
『
武
野
燭
談
』
に
も
「
美
作
の
士
に
、
高
木
右
馬
助
と
い
ふ
大
力
の
12
注者
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
馬
之
助
と
い
え
ば
「
大
力
」
で
あ
る
と
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
。
そ
の
駒
之
助
の
武
勇
譚
と
し
て
、
空
き
屋
敷
で
起
こ
る
怪
異
を
描
き
出
し
て
い
る
。
　
こ
の
手
の
空
き
屋
敷
を
舞
台
に
し
た
怪
異
譚
は
、『
怪
談
雨
之
燈
』
以
前
の
怪
談
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
未み
達たつ
作
の
浮
世
草
子
『
新しん
御お
伽とぎ
婢ぼう
子こ
』（
天
和
三
年
〈
一
六
一
七
〉
刊
）「
古
屋
剛
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
梗
概
を
以
下
に
示
13
注す
。
　
　
九
州
の
赤
松
某
は
勇
猛
の
士
。
城
の
側
に
荒
れ
果
て
た
屋
敷
が
あ
り
、
百
姓
に
聞
く
と
「
化
生
」
が
出
る
と
い
う
。
赤
松
は
主
人
に
退
治
を
命
じ
ら
れ
、
屋
敷
に
移
る
。
下
侍
四
五
人
と
夜
が
更
け
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
赤
松
以
外
眠
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
時
、「
其
長
天
井
に
ひ
と
し
き
坊
主
」
が
現
れ
、
ま
た
明
日
の
夜
に
や
っ
て
く
る
と
告
げ
る
。
翌
日
、
法
師
が
来
訪
し
、
自
分
が
「
此
所
の
主
」
で
あ
る
こ
と
、
赤
松
の
「
大
剛
」
な
る
こ
と
を
褒
め
、「
刀
一
腰
」
を
引
出
物
と
し
て
渡
そ
う
と
す
る
。
赤
松
は
刀
を
受
け
取
る
や
い
な
や
法
師
を
斬
り
つ
け
る
。
法
師
は
庭
に
逃
げ
だ
し
、
血
の
跡
を
追
う
と
牛
ほ
ど
の
古
狸
が
お
り
、
斬
り
殺
し
た
。
狸
か
ら
受
け
取
っ
た
刀
を
御
前
に
披
露
す
る
と
、
家
老
の
秘
蔵
の
刀
で
あ
っ
た
。
　
空
き
屋
敷
に
「
化
生
」
が
出
る
と
い
う
噂
が
あ
り
、
現
れ
た
「
坊
主
」
が
勇
猛
の
士
に
刀
一
腰
を
与
え
、
武
士
が
そ
の
刀
で
「
化
生
」
を
斬
る
な
ど
、『
怪
談
雨
之
燈
』
の
展
開
を
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
　
ま
た
根ね
岸ぎし
鎮やす
衛もり
著
の
随
筆
『
耳みみ
囊ぶく
ろ
』
巻
一
〇
「
熊
本
城
内
」
に
も
類
話
が
載
る
。
近
時
、
菊
池
庸
介
「
日
本
近
世
文
学
の
中
に
お
け
る
「
城
郭
の
怪
異
」
│
版
本
や
近
世
実
録
な
ど
の
写
本
か
ら
う
か
が
え
る
も
の
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」
が
簡
潔
に
ま
と
め
た
概
略
を
引
用
す
る
。
　
　
細
川
越
中
守
の
本
国
で
召
し
抱
え
ら
れ
た
侍
は
、
周
囲
が
止
め
る
の
を
聞
か
ず
に
怪
異
の
出
る
屋
敷
に
住
む
。
一
人
の
男
が
や
っ
て
き
て
、
こ
の
侍
が
越
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
難
儀
を
訴
え
る
が
、
侍
は
、
拝
領
し
た
屋
敷
で
あ
る
か
ら
と
出
て
行
く
こ
と
を
断
り
、
こ
こ
に
男
が
住
む
の
は
認
め
る
も
の
の
、
人
び
と
を
驚
か
し
た
り
化
か
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
考
え
が
あ
る
と
答
え
、
男
を
承
知
さ
せ
る
。
半
年
ほ
ど
経
ち
、
男
が
麻
上
下
姿
で
現
れ
侍
の
屋
敷
の
隅
に
、
十
間
四
方
の
土
地
を
賜
り
た
い
と
述
べ
、
侍
は
承
知
し
、
普
請
も
許
す
。
そ
の
夜
、
木
遣
り
の
声
な
ど
聞
こ
え
普
請
を
す
る
様
子
が
し
て
、
家
内
は
恐
れ
る
が
、
侍
は
狐
狸
の
せ
い
と
意
に
介
さ
な
い
。
あ
る
夜
、
男
が
普
請
の
礼
を
述
べ
に
来
て
、
侍
を
屋
敷
に
招
待
す
る
。
屋
敷
に
は
立
派
な
取
り
次
ぎ
の
侍
が
三
人
出
て
き
て
座
敷
に
案
内
、
侍
は
饗
応
を
受
け
さ
ら
に
勝
手
に
案
内
さ
れ
る
。
後
に
侍
は
、
是
よ
り
後
四
〇
の
こ
と
は
化
か
さ
れ
た
と
語
る
。
広
々
と
し
た
立
派
な
御
殿
に
通
さ
れ
、
そ
こ
で
料
理
を
食
べ
、
手
土
産
も
も
ら
っ
て
帰
る
。
四
五
日
過
ぎ
て
、
男
が
供
回
り
を
連
れ
て
お
礼
に
や
っ
て
く
る
。
男
は
お
礼
の
品
と
し
て
、
郷
義
弘
の
刀
を
差
し
出
す
が
、
侍
は
そ
の
刀
で
男
を
真
っ
二
つ
に
斬
る
。
供
回
り
は
狸
の
姿
を
現
し
て
逃
げ
去
る
。
役
人
の
検
分
が
あ
り
、
男
は
時
間
を
経
て
狸
の
姿
を
現
す
。
侍
が
食
べ
た
料
理
は
、
男
が
城
の
台
所
に
申
し
つ
け
た
も
の
で
、
そ
こ
は
城
の
二
の
丸
で
あ
っ
た
。
刀
は
主
君
の
宝
蔵
に
入
っ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
こ
で
も
、
侍
が
怪
異
の
出
る
屋
敷
に
住
み
、
そ
の
怪
異
の
男
が
「
刀
」
を
差
し
出
し
、
そ
の
刀
で
以
て
斬
り
つ
け
る
。
怪
異
の
起
こ
る
屋
敷
に
住
む
こ
と
を
周
囲
が
止
め
る
点
や
、
渡
さ
れ
た
刀
で
怪
異
を
斬
り
つ
け
る
点
で
、『
怪
談
雨
之
燈
』
と
共
通
し
て
い
よ
う
。
　
ま
た
、
祐
佐
作
『
太
平
百
物
語
』（
享
保
一
七
年
〈
一
七
三
二
〉
刊
）
巻
五
「
能
登
の
国
化
物
や
し
き
の
事
」
に
15
注は
、
　
　
能
登
の
国
に
「
化
物
屋
敷
」
が
あ
り
、
幾
田
八
十
八
と
い
う
「
お
こ
の
者
」
が
屋
敷
を
所
望
し
て
住
む
。
あ
る
夜
、
厠
に
行
く
と
、
下
か
ら
長
い
毛
の
手
が
現
れ
八
十
八
の
尻
を
な
で
た
。
八
十
八
が
そ
の
手
を
引
き
抜
き
、
戦
っ
て
刺
し
殺
す
と
年
経
た
猿
で
あ
っ
た
。
と
い
う
話
が
載
る
。「
厠
」
の
下
か
ら
手
が
出
て
き
て
体
に
触
れ
る
と
い
う
怪
異
も
、『
怪
談
雨
之
燈
』
と
類
似
す
る
。
　
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、『
怪
談
雨
之
燈
』
の
巻
一
の
話
は
既
存
の
怪
談
を
複
数
取
り
合
わ
せ
た
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
興
味
深
い
の
は
、
既
存
の
怪
談
で
は
い
ず
れ
も
狸
や
猿
と
い
っ
た
動
物
が
怪
異
の
正
体
で
あ
る
の
に
対
し
、『
怪
談
雨
之
燈
』
で
は
怪
異
の
正
体
を
は
っ
き
り
と
記
さ
な
い
。
屋
敷
に
妖
怪
が
出
現
す
る
と
い
う
噂
を
聞
い
た
駒
之
助
が
、「
某
そ
れ
が
しが
居い
る
か
ら
は
、
狐きつね
狸たぬ
きは
勿もち
論ろん
、
た
と
へ
天てん
狗ぐ
に
も
せ
よ
、
第やしきの
中
に
て
怪あや
し
き
事
は
さ
せ
不
申
。」
と
発
言
し
て
は
い
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
怪
異
が
狐
な
の
か
狸
な
の
か
、
天
狗
な
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
駒
之
助
が
怪
異
を
追
い
払
っ
た
後
に
、
「
力ちか
自らじ
慢まん
を
止や
め
し
文ぶん
芸げい
に
志
こ
ゝ
ろ
ざし
、
先せん
王わう
孔こう
子し
の
道みち
に
帰き
せ
し
か
ば
、
是これ
よ
り
ま
た
妖ようく
わ
い怪も
出いで
ざ
り
し
と
ぞ
。」
と
締
め
く
く
ら
れ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
年
経
た
動
物
が
怪
異
の
正
体
と
い
う
類
話
と
は
異
な
り
、「
先せん
王わう
孔こう
子し
の
道みち
」
と
い
う
儒
学
の
道
を
志
す
こ
と
で
、
怪
異
は
起
こ
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
既
存
の
怪
談
と
『
怪
談
雨
之
燈
』
の
内
容
と
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
　
『
怪
談
雨
之
燈
』
巻
二
で
は
、
書
生
の
官
蔵
が
狸
を
退
治
し
た
後
、
女
色
を
慎
ん
で
学
問
に
励
み
「
名めい
儒じゆ
」
と
な
っ
た
。
ま
た
巻
三
で
は
、
儒
者
の
石
部
小
三
郎
が
丹
波
小
女
郎
と
と
も
に
狸
の
怪
異
を
退
治
し
、
後
に
「
大
儒
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
と
い
う
展
開
が
描
か
れ
る
。
近
藤
瑞
木
「
儒
者
の
妖
怪
退
治
│
近
世
四
一
怪
異
譚
と
儒
家
思
想
16
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」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
桃
渓
山
人
著
『
怪
談
弁
妄
録
』（
寛
政
一
二
年
刊
）
に
「
徳
の
備
わ
っ
た
儒
者
は
怪
異
に
害
さ
れ
な
い
と
い
う
思
想
」
が
見
出
せ
る
わ
け
だ
が
、『
怪
談
雨
之
燈
』
に
お
い
て
も
、
儒
者
あ
る
い
は
儒
学
の
道
に
入
る
人
々
が
怪
異
を
退
け
る
姿
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
儒
者
に
対
す
る
寓
意
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
五
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題
　
以
上
、
寛
政
期
の
読
本
『
怪
談
雨
之
燈
』
に
つ
い
て
の
紹
介
、
お
よ
び
周
辺
の
状
況
に
つ
い
て
私
見
を
示
し
た
。『
怪
談
雨
之
燈
』
は
従
来
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
文
政
九
年
刊
で
は
な
く
寛
政
九
年
刊
で
あ
る
こ
と
、
作
者
の
玉
香
は
備
前
出
身
で
、
担
当
し
た
画
工
は
岡
田
玉
山
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
主
板
元
は
寛
政
八
、
九
年
頃
に
怪
談
本
の
出
版
を
手
が
け
て
い
た
塩
屋
権
平
で
あ
る
こ
と
が
、『
怪
談
雨
之
燈
』
や
『
怪
談
旅
之
曙
』『
怪
談
夜
半
鐘
』
の
序
や
刊
記
、
大
坂
と
江
戸
の
出
版
物
に
係
る
記
録
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。
だ
が
、
推
測
に
留
ま
る
こ
と
も
多
く
、
巻
一
「
高たか
木ぎ
駒こま
之の
助すけ
為ばけ
怪もの
物につ
所かま
攫るゝ
話わ
」
の
類
話
に
つ
い
て
は
既
存
の
怪
談
の
影
響
を
示
し
た
も
の
の
、
全
て
の
章
段
に
つ
い
て
の
検
証
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
、『
怪
談
雨
之
燈
』
に
看
取
で
き
る
儒
者
へ
の
寓
意
に
関
し
て
も
、
検
討
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
　
近
藤
瑞
木
「
改
題
本
考
│
読
本
怪
異
小
説
流
行
の
一
側
面
17
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」
に
よ
る
と
、
改
題
本
も
含
め
、
寛
延
期
（
一
七
四
八
〜
一
七
五
一
）
か
ら
文
化
期
（
一
八
〇
四
〜
一
八
一
八
）
に
か
け
て
の
怪
異
小
説
の
出
版
件
数
は
、
寛
政
期
が
「
突
出
」
し
て
い
る
。
そ
れ
は
近
藤
論
考
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
戯
作
外
題
鑑
』
寛
政
四
年
の
条
に
「
此
比
よ
り
、
世
間
の
風
俗
街
談
等
を
綴
る
事
お
憚
り
し
故
、
是
等
の
作
に
移
ら
る
べ
18
注し
」
と
書
か
れ
る
よ
う
な
寛
政
の
改
革
に
係
る
理
由
や
、「
安
永
頃
よ
り
江
戸
で
流
行
し
て
い
た
咄
の
会
と
の
関
連
や
、
怪
異
小
説
を
精
力
的
に
出
版
し
て
い
た
江
戸
の
上
総
屋
利
兵
衛
、
京
都
の
菱
屋
儀
兵
衛
な
ど
の
書
肆
の
活
動
」
な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
怪
異
小
説
流
行
の
末
期
に
あ
た
る
寛
政
期
に
江
戸
か
ら
離
れ
た
大
坂
で
出
版
さ
れ
た
新
作
の
怪
談
三
作
（『
怪
談
旅
之
曙
』『
怪
談
雨
之
燈
』『
怪
談
夜
半
鐘
』）、
そ
し
て
そ
れ
を
出
版
し
た
塩
屋
権
平
の
存
在
も
、
寛
政
期
の
怪
談
を
考
察
し
て
い
く
際
の
一
つ
の
視
点
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
　
な
お
、
見
解
や
翻
刻
に
関
し
て
誤
解
や
誤
読
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ご
批
正
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
注
（
1
） 
山
崎
麓
編
纂
・
書
誌
研
究
会
改
訂
『
改
訂
日
本
小
説
書
目
年
表
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
七
七
・
一
〇
）。
四
二
（
2
） 『
読
本
の
研
究
│
江
戸
と
上
方
と
│
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
四
・
四
）。
（
3
） 
復
刻
版
『
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』（
龍
渓
書
舎
、
一
九
九
八
・
五
）
に
拠
る
。
（
4
） 『
水
谷
不
倒
著
作
集
』
六
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
・
一
）
に
拠
る
。
（
5
） 
朝
倉
治
彦
・
大
和
博
幸
編
『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目　
新
訂
版
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
三
・
一
二
）
に
拠
る
。
（
6
） 『
西
鶴
と
浮
世
草
子
の
研
究
』
二
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
・
一
一
）。
（
7
） 『
国
書
人
名
辞
典
』
二
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
・
五
）「
久
米
訂
斎
」
の
項
を
参
考
に
し
た
。
（
8
） 『
水
谷
不
倒
著
作
集
』
七
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
・
一
〇
）
に
拠
る
。
（
9
） 
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
編
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
二
（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
一
九
七
六
・
三
）
に
拠
る
。
（
10
） 
綿
谷
雪
『
増
補
武
芸
小
伝
』（
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
一
・
二
）
に
お
け
る
記
述
を
参
照
。
（
11
） 『
新
装
版
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
第
一
七
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
・
一
〇
）
に
拠
る
。
本
書
の
解
説
に
よ
る
と
、
 
旧
刊
本
の
凡
例
に
は
関
宿
藩
の
家
老
木
村
正
右
衛
門
か
ら
、
水
戸
の
小
宮
山
昌
秀
（
楓
軒
）
に
充
て
た
書
翰
を
掲
げ
て
、
其
の
内
容
と
人
物
を
説
明
し
て
居
ら
れ
る
が
、
誠
に
当
を
得
た
処
置
と
思
う
の
で
、
今
又
凡
例
よ
り
此
を
引
用
す
る
。
 
此
異
説
区
々
と
申
書
二
冊
、
御
笑
種
に
入
貴
覧
申
候
。
御
一
覧
も
相
済
候
は
ゞ
御
返
却
可
被
下
候
。
是
は
四
五
十
年
以
前
、
藩
中
和
田
庄
太
夫
と
申
者
随
筆
に
御
座
候
。
文
学
は
河
口
三
八
門
人
、
書
は
細
井
次
郎
太
夫
門
弟
に
御
座
候
。
随
分
其
比
の
諸
名
家
之
者
、
度
々
出
会
仕
候
由
御
座
候
。
何
か
一
向
埒
も
無
之
事
共
出
傍
題
に
相
認
候
随
筆
に
御
座
候
。
御
閑
暇
之
節
御
笑
種
に
相
成
可
申
哉
と
奉
存
候
。
尤
私
亡
父
写
置
候
而
、
乱
書
誤
写
多
、
御
覧
も
御
面
倒
に
可
有
御
座
候
哉
与
奉
存
候
。
尚
万
緒
期
重
便
候
。
頓
首
。
 　
　
文
化
十
癸
酉
二
月
十
四
日
 
と
あ
る
こ
と
を
信
ず
れ
ば
、
寛
政
期
以
前
に
こ
の
手
の
話
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
（
12
） 
国
史
研
究
会
編
『
国
史
叢
書
』（
国
史
研
究
会
、
一
九
一
七
・
一
）
に
拠
る
。
（
13
） 
湯
沢
賢
之
助
編
『
新
御
伽
婢
子
』（
古
典
文
庫
、
一
九
八
三
・
六
）
に
拠
る
。
（
14
） 『
説
話
・
伝
承
学
』
二
八
（
二
〇
二
〇
・
三
）。
四
三
（
15
） 
国
書
刊
行
会
編
『
徳
川
文
藝
類
聚
』
四
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
〇
・
九
）
に
拠
る
。
な
お
本
作
に
つ
い
て
も
、
注（
14
）の
菊
池
論
考
が
「
豪
胆
な
主
人
公
が
怪
異
を
暴
き
退
治
す
る
」
話
の
一
つ
と
し
て
触
れ
て
い
る
。
（
16
） 『
日
本
文
学
』
五
五－
四
（
二
〇
〇
六
・
四
）。
（
17
） 『
読
本
研
究
』
一
〇－
下
（
一
九
九
六
・
一
一
）。
（
18
） 
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
ナ
四－
四
九
一－
一
〜
四
）
に
拠
る
。
　
﹇
附
記
﹈
　
　
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
ご
教
示
頂
い
た
服
部
仁
氏
、
服
部
直
子
氏
、
大
塚
英
二
氏
、
中
村
綾
氏
、
洲
脇
武
志
氏
に
、
ま
た
図
版
の
掲
載
を
許
可
し
て
頂
い
た
諸
機
関
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
愛
知
県
立
大
学
学
長
特
別
研
究
費
「
寛
政
期
怪
談
の
成
立
と
受
容
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」、JSPS
科
研
費
、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（20K
 00326
）
の
助
成
を
受
け
た
成
果
の
一
部
で
す
。
　
【
凡
例
】
・
底
本
は
論
者
架
蔵
の
Ａ
本
に
拠
り
、
刊
記
の
み
Ｂ
本
を
用
い
た
。
・
論
者
架
蔵
の
Ａ
本
・
Ｂ
本
と
も
に
、
巻
三
の
三
丁
と
四
丁
が
逆
に
綴
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
翻
字
で
は
正
し
い
順
に
改
め
た
。
・
旧
字
体
や
異
体
字
は
新
字
体
に
改
め
た
が
、
書
名
の
「
燈
」
の
み
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
　
　
　
例
）
恠
↓
怪　
燈
↓
灯　
從
↓
従　
傳
↓
伝　
咏
↓
詠　
哥
↓
歌
　
　
　
　
　
證
↓
証　
聲
↓
声　
廣
↓
広　
↓
貌
・「
ゟ
」
は
「
よ
り
」
に
開
い
た
。
・
読
み
易
さ
を
考
慮
し
、
句
読
点
や
濁
点
、
カ
ギ
括
弧
を
付
し
た
。
・
送
り
仮
名
と
重
複
し
て
い
る
ふ
り
が
な
は
省
略
し
た
。
・
空
白
の
箇
所
は 
─　
─ 
で
示
し
た
。
・
文
脈
に
疑
問
が
あ
る
箇
所
に
は
横
に
（　
）
を
付
し
た
。
引
用
や
翻
刻
し
た
本
文
に
は
、
現
代
の
人
権
意
識
に
て
ら
し
て
不
適
当
な
表
現
が
あ
る
が
、
原
本
の
歴
史
的
、
資
料
的
性
格
に
鑑
み
て
、
本
稿
で
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
諒
解
さ
れ
た
い
。
【序】巻一（１オ・１ウ）
四
四
　
【
翻
刻
】
雨
之
燈
序
余
嘗
怪
宣
父
不
語
怪
力
乱
神
而
春
秋
二
百
四
十
二
年
間
何
其
怪
力
乱
神
之
多
也
丘
明
亦
親
在
其
時
伝
其
経
而
附
益
之
不
少
是
知
古
所
謂
語
云
者
誨
人
之
謂
己
怪
何
不
尽
夫
物
不
自
怪
従
人
怪
之
向
謂
之
怪
則
其
怪
之
者
亦
可
怪
矣
繇
是
以
譚
孰
為
怪
孰
為
非
怪
如
極
其
主
者
莫
怪
於
人
即
二
百
四
十
二
年
間
亦
天
地
之
一
大
怪
寓
焉
如
此
編
所
記
比
彼
蔑
焉
但
其
語
多
渉
閨
閤
猥
褻
之
事
亦
無
他
段
投
時
好
以
求
糈
是
己
六
親
者
其
勿
怪
哉
丙
辰
夏
　
　
黄
薇 
玉
香
識
怪
談
雨
之
燈
目
録
　
第
一　
高たか
木ぎ
駒こま
之
助
為に
㍼怪ばけ
物もの
㍽所るゝ
㍾攫
つ
か
ま
話わ
　
第
二　
諸しよ
生せい
官くわん
蔵そう
刃きる
㍼古こ
狸りを
㍽話わ
　
第
三　
丹
波
小
女ぢよ
郎らう
殺
㍼古
狸
㍽話
　
第
四　
麩ふ
屋
才
蔵ざう
為に
㍼稲いな
荷り
神しん
㍽所らる
ゝ㍼擁やう
護ごせ
㍽話わ
　
第
五　
磯いそ
嶋じま
忠
三
郎
為
㍼幽ゆう
霊れい
（
㍽）
懇
た
の
ま
れ
報
ほ
う
ず
る
㍾仇
あ
だ
を
話わ
目
録
畢
四
五
怪くわい
談だん
雨あめ
之のと
燈ほしび
初
編
第
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
羅　
玉
香
子
著
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
林　
新
狸
子
校
　
　
高たか
木ぎ
駒こま
之の
助すけ
為ばけ
怪もの
物につ
所かま
攫るゝ
話わ
　
む
か
し
、
作さく
州しう
侯こう
の
臣しん
に
高
木
駒
之
助
と
い
ふ
者もの
あ
り
。
生むま
れ
得ゑ
て
勇ゆう
猛もう
に
し
て
、
力ちか
数らす
十じう
人にん
を
兼かね
、
又
武ぶ
技げい
に
堪たん
能のう
に
し
て
、
十
八
歳さい
の
時
は
既すで
に
自みずから
高
木
の
一
流りう
を
つ
か
ひ
出いだ
し
、
家か
中ちう
の
若わか
者もの
に
師し
と
仰あほ
が
れ
、
並なら
ぶ
か
た
な
き
名めい
人じん
の
聞きこへ
あ
り
し
か
ば
、
作さく
州しう
侯こう
感かん
心しん
ま
し
〳
〵
、
加か
禄ぞう
を
給
は
り
、
弥
い
よ
〳
〵
出しゆつ
精せひ
す
べ
き
よ
し
申
附つけ
ら
れ
け
る
。
　
爰こゝ
に
、
城
じ
や
う
北ほく
に
当あた
つ
て
一
ツ
の
山やま
第やし
きあ
り
。
し
ば
〳
〵
妖よう
怪くわい
有ある
を
も
つ
て
久ひさ
し
く
明あき
や
し
き
と
な
り
、
昼ひる
と
て
も
此この
内うち
へ
入
る
者
な
し
。
駒
之
助
此この
度たび
立りつ
身しん
し
て
、
屋や
敷しき
を
ね
が
ふ
べ
き
よ
し
、
用よう
人にん
中ぢう
よ
り
申
渡わた
さ
れ
し
か
ば
、
駒
之
助
つ
ら
〳
〵
思おも
ふ
に
、「
山さん
下げ
の
間あいだ
と
て
物もの
静しづ
か
か
な
ら
ず
、
自し
然ぜん
と
芸げい
道どう
の
妨
さ
ま
た
げに
も
な
れ
ば
、
何
と
ぞ
彼かの
山やま
第やし
きを
拝はい
領れう
せ
ん
。」
と
願ねが
ひ
け
れ
ば
、
母はゝ
君ぎみ
は
兼かね
て
妖よう
怪くわ
い
の
沙さ
汰た
を
恐おそ
れ
給
へ
ば
、「
何
と
ぞ
山さん
下げ
の
住すま
居い
に
せ
よ
。」
と
再さい
三さん
申
さ
れ
け
れ
ど
も
、
駒
之
助
承せう
引ゐん
せ
ず
、「
か
の
妖
怪
、
幾いく
と
せ
る（か）大たい
切せつ
な
る
武ぶ
士し
の
屋や
敷しき
を
召しめ
と
り
、
世よ
の
妨
を
な
す
こ
そ
奇きく
怪わい
な
れ
。
又
妖
怪
を
恐
れ
て
は
武ぶ
士し
の
風かざ
上かみ
に
も
お
ら
れ
ぬ
。
な
れ
ば
、
気き
味み
悪わる
く
思
ひ
給
ひ
そ
。
某
そ
れ
が
し
が
居い
る
か
ら
は
、
狐
き
つ
ね
狸たぬ
き
は
勿もち
論ろん
、
た
と
へ
天てん
狗ぐ
に
も
せ
よ
、
第やしき
の
中
に
て
怪あや
し
き
事
は
さ
せ
不
申
。」
と
て
、
既すで
に
願ねが
ひ
も
聞きゝ
届とゞ
けあ
り
け
れ
ば
、
職
し
よ
く
人にん
な
ど
も
恐おそ
れ
ぬ
ら
ん
と
、
駒
之
助
日にち
々〳〵
修しゆ
復ふく
の
手てつ
伝だい
に
行ゆき
て
、
自みづから
木ぼく
石せき
を
運はこ
び
庭には
の
伐きり
込こみ
な
ど
し
て
、
毎いつ
も
七
ツ
に
は
仕し
舞ま
は
せ
け
る
間あいだ、
職
し
よ
く
人
も
大おゝい
に
甘くつ
ろぎ
、
修しゆ
復ふく
も
は
か
ど
り
て
、
其その
間あいだ
何
の
怪
し
き
事
も
な
か
り
け
る
。
　
既すで
に
作さく
事じ
も
成
じ
や
う
就じゆ
し
け
れ
ば
、
吉きち
日
を
択ゑら
び
、
頭かしらに
届とゞ
け
て
、
彼かの
山やま
第やし
きへ
移うつ
り
け
れ
ば
、
門もん
人じん
な
ら
びに
親しん
類るい
悦よろ
こび
と
し
て
酒
肴さか
なを
贈おく
り
け
れ
ば
、
駒こま
之
助
も
、「
此
度
は
屋
敷
初
め
の
祝いは
ひ
な
れ
ば
。」
と
て
、
山さん
海かい
の
珍ちん
味み
を
調とゝのへ
、
親しん
類るい
門
人
に
案あん
内ない
し
て
、
明あ
日す
は
早さう
朝てう
よ
り
来らい
駕が
な
り
と
、
掃さう
除ぢ
を
仕し
立たて
、
勝かつ
手て
に
は
献こん
立だて
の
工く
面めん
料りや
理うり
の
最さい
中ちう
な
る
に
、
料
理
人
魚うを
の
頭かしらを
き
つ
て
庭には
へ
は
ね
捨すて
け
る
が
、
忽
た
ち
ま
ち
魚
の
頭
よ
り
一
の
蔓つる
生はへ
出いで
、「
こ
れ
は
不
思し
議ぎ
。」
と
見
る
内
に
、
次し
第だい
〳
〵
に
生は
へ
の
び
、
終つゐ
に
梁
う
つ
ば
りに
も
つ
れ
付
、
花
を
開ひらいて
画ゑがくが
ご
と
し
。
見
る
内
に
数す
百
の
瓢
ひ
や
う
た
んと
成
て
、
梁
よ
り
下した
へ
垂た
れ
し
か
ば
、
皆みな
々〳〵
仰げう
天てん
し
、
急いそ
ぎ
駒
之
助
に
斯かく
と
告つげ
け
れ
ば
、
座ざ
敷しき
よ
り
飛とん
で
出
、
飛とび
掛かゝ
ら
ん
と
す
れ
ば
、
数
百
の
ひ
や
う
た
ん
皆
地ち
に
落おち
て
庭には
へ
広ひろ
が
り
、
潰つぶ
れ
た
る
を
能よく
々
見
れ
ば
、
宵よひ
よ
り
拵
こ
し
ら
へお
き
た
る
切
味
な
り
。
　
駒
之
助
大
に
怒いか
り
け
れ
ど
も
詮せん
方かた
な
く
、「
お
の
れ
、
今
一
度
顕あら
は
れ
て
み
よ
。
鬼おに
神がみ
に
も
あ
れ
、
目め
に
物
見み
せ
ん
。」
と
独ひと
り
言ごと
し
て
、
扨さて
俄には
か
に
魚
を
買か
ひ
、
又
切
味
を
仕し
立たて
て
、
皆みな
々〳〵
臥ふし
け
る
が
、
翌よく
朝ちや
う
ほ
の
く
ら
き
に
、
け
ふ
は
早
朝
よ
り
の
客きやくな
れ
ば
、
母はゝ
君ぎみ
ま
づ
起おき
給
ひ
、
勝かつ
手て
の
方かた
へ
出
給
へ
ば
、
お
そ
ろ
し
や
、
其
長たけ
五
丈ぢや
う
も
あ
ら
ん
と
思おも
ふ
女
の
、
か
み
を
さ
ば
き
て
内うち
庭には
に
座ざ
し
、
母
君
に
向むかひて
に
こ
〳
〵
笑わら
ふ
を
見
て
、「
ア
ッ
。」
と
一ひと
声こへ
叫さけ
び
て
、
暈こん
四
六
倒たう
し
給
ふ
に
、
皆
々
驚おどろ
き
お
き
あ
が
れ
ば
、
駒
之
助
走はし
り
り
出
、
妖よう
怪くわ
い
に
飛
か
ゝ
れ
ば
、
窓まど
の
隙すき
よ
り
烟けぶりの
如ごとくく
に
成
て
外そと
へ
出いづ
る
を
、
戸と
を
蹴け
外はづ
し
て
追おつ
か
く
れ
ば
、
一
ト
村
の
雲くも
と
成
て
北きた
山
を
さ
し
て
散ちり
失うせ
た
り
。
　
内
へ
入
て
、
夜や
前ぜん
の
料
理
を
改
あ
ら
た
むる
に
、
少
も
残のこ
ら
ず
皆みな
明あ
き
が
ら
に
成
た
り
。
駒
之
助
じ
だ
ん
だ
ふ
め
ど
も
せ
ん
か
た
な
く
、
母
君
は
こ
れ
よ
り
恐おそ
れ
給
ひ
、「
一いつ
刻こく
も
早はや
く
わ
が
さ
と
へ
遣つか
は
し
く
れ
よ
。
御
身
も
ま
た
か
ゝ
る
所
に
必かな
らず
居い
給
ふ
な
。」
と
宣のたまふ
に
ぞ
、
早さつ
速そく
今
朝
の
客きやくへ
使つかいを
遣
は
し
、
延ゑん
引いん
の
段だん
断こと
は
り
し
。
夫それ
よ
り
僕けらい
と
婢げじよ
を
添そへ
て
、
母はゝ
の
さ
と
へ
預あづ
け
、
今いま
は
駒
之
助
一
人
残のこ
り
、
水みづ
を
汲
、
飯めし
を
炊かしき
き
て
、「
何なに
と
ぞ
再ふたゝ
び
妖
怪
に
出で
合あわ
さ
ん
。」
と
拳こぶ
し
を
握にぎり
り
、
牙きば
を
か
ん
で
日
を
送おく
り
け
る
が
、
或ある
夜
、
初しよ
更かう
の
頃ころ
に
門もん
を
叩
く
者
あ
り
。「
何なに
者もの
な
る
ぞ
。」
と
咎とが
む
れ
ば
、「
イ
ヤ
、
苦くる
し
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
此この
第やし
きの
旧もと
の
主あるじな
り
。」
と
い
ふ
。
駒
之
助
そ
れ
と
喩さと
り
、
得とく
々
其その
様やう
子す
を
見み
て
仕し
課おゝ
せ
ん
と
お
も
ひ
け
れ
ば
、「
コ
レ
ハ
御ご
苦く
労らう
千せん
万ばん
。」
と
挨あい
拶さつ
し
て
、
戸と
を
開ひら
き
内うち
へ
通とほ
し
け
る
に
、
其
長たけ
八
尺しや
く
ゆ
た
か
の
大
の
坊ぼう
主ず
、
眼まなこ
の
光ひか
り
旁あたりを
射い
て
、
左
ひ
だ
り
にに
女おんなの
生なま
首くび
を
提さ
げ
、
右
に
一
つ
の
箱はこ
を
挿
さ
し
は
さん
で
爐ろ
の
辺へ
り
に
座すは
り
、
駒
之
助
が
日ひ
頃ごろ
力ちか
自らじ
慢まん
に
て
拵こしら（
へ
）
お
き
た
る
か
け
目
三
貫くわ
ん
め匁
の
火ひ
箸ばし
を
ば
杉すぎ
楊やう
枝じ
を
遣つか
ふ
ご
と
く
に
持
て
、
背せなかを
搔かき
な
が
ら
、「
扨さて
、
其その
方はう
は
能よく
も
此この
屋や
敷しき
へ
来きた
り
た
り
。
悦よろこ
び
か
た
〴
〵
、
夜や
陰いん
な
が
ら
参まい
り
た
り
。」
と
い
ふ
。
駒
之
助
心こゝ
ろを
引ひき
見み
ん
と
膝ひざ
立たて
直なを
し
、「
昨
き
の
ふ
今けふ
に
移わた
宅まし
し
て
祝いは
ひ
に
悦
ぶ
内
へ
、
い
ま
〳
〵
し
き
生なま
首くび
を
持ぢ
参さん
あ
る
は
、
武ぶ
士し
を
武
士
と
も
思
は
ぬ
夭しに
殺そこ
奴ない
。
ソ
コ
動うごくな
。」
と
き
め
付つく
れ
ば
、
坊ぼう
主ず
打うち
黙うな
づき
、「
こ
れ
は
誤
あ
や
ま
り
た
り
。
今こ
宵よい
夜やし
食よく
に
せ
ん
と
下しも
野つけ
の
国くに
奈な
須す
野の
ゝ
辺あたりに
て
抜ぬい
た
る
首くび
な
る
が
、
外そと
に
お
き
て
は
犬いぬ
に
獲とら
れ
ん
と
、
無ぶ
礼れい
を
忘わす
れ
て
携
た
づ
さ
へた
り
。
御
免
あ
れ
。」
と
袖そで
へ
入いれ
、
彼
箱
よ
り
刀
か
た
な
一
腰こし
と
り
出いだ
し
、
左
少
な
が
ら
悦よろこ
び
の
印しるし
と
差さし
出いだ
せ
ば
、
駒
之
助
又
怒いか
つ
て
、「
武ぶ
士し
に
刀かたなを
授さづくる
に
鞘さや
を
先さき
へ
出いだ
す
法はう
や
あ
る
。
弥
い
よ
〳
〵
無
礼
な
り
。」
と
い
へ
ば
、
坊
主
、「
い
か
さ
ま
是これ
も
尤
も
つ
と
も。」
と
取とり
直なを
し
て
差さし
出いだ
す
を
、
請うけ
取とる
ふ
り
に
て
抜ぬき
打うち
に
斬きり
付つく
れ
ば
、
家いへ
も
崩くづ
る
ゝ
が
如
き
声こへ
し
て
、
天てん
井じや
うを
漸
破やぶ
り
逃にげ
失うせ
た
り
。
　
駒
之
助
少すこ
し
は
腹はら
を
い
せ
、
火
を
と
ぼ
し
て
吟ぎん
味み
す
る
に
、
築つき
や
ま山
の
大たい
ぼ
く木
へ
登のぼ
り
た
り
と
見
へ
て
血のり
を
ひ
き
た
り
。
翌よく
朝ちや
う
み
れ
ば
、
北きた
山やま
の
方はう
へ
血ち
の
雨あめ
ふ
り
た
る
ご
と
く
、
一
里り
ば
か
り
の
間
あ
い
だ
草くさ
木き
の
葉は
を
染そめ
た
り
。
扨さて
、
彼かの
持ぢ
参さん
し
た
る
刀かたなを
み
る
に
、
駒
之
助
が
差さし
替がへ
な
り
。
作さく
州しう
侯こう
此この
事こと
を
聞
給
ひ
、
大
に
褒ほう
美び
ま
し
〳
〵
、
家か
中ちう
の
人
々
も
、「
さ
す
が
一
流りう
の
元ぐわ
ん
そ祖
ほ
ど
あ
り
て
、
能よく
も
し
た
る
者もの
哉かな
。」
と
誉ほめ
ぬ
人
は
な
か
り
け
り
。
　
斯かく
て
、
妖よう
怪くわい
既すで
に
治おさま
り
た
り
と
聞きこ
へ
け
れ
ば
、
母
君
も
里さと
よ
り
帰かへ
り
給
ひ
、
上かみ
下しも
安あん
心しん
し
て
暮くら
し
け
る
。
此この
歳とし
、
ひ
と
り
の
婢おんな
を
抱かゝ
へ
け
る
に
、
容みめ
顔かたち
人
に
勝すぐ
れ
て
又
貞てい
実じつ
い
ふ
ば
か
り
な
く
勤つと
め
け
れ
ば
、
母
君
の
気き
に
入いり
、
「
幾いく
と
せ
も
我わが
内うち
に
勤つと
め
よ
。
往ゆく
々〳〵
は
此この
方はう
よ
り
仕し
立たて
て
、
家か
中ちう
の
軽かろ
き
者
へ
な
り
と
も
嫁とつ
が
せ
ん
。」
と
骨こつ
肉にく
の
ご
と
く
愛あい
せ
ら
れ
け
る
が
、
或ある
時とき
、
駒
之
助
城しろ
よ
り
下さが
り
て
暑あつ
さ
に
つ
か
れ
、
座ざ
敷しき
に
仮うた
寝ゝね
し
て
居い
け
る
を
、
風かぜ
ば
し
め
【挿絵】巻一（９ウ・10オ）
四
七
す
な
と
ふ
と
ん
を
覆おほ
ひ
、
側かたへな
る
硯すゞりに
て
一いつ
首しゆ
の
う
た
を
か
き
、
読よみ
か
け
し
書しよ
の
間あいだへ
入いれ
置おき
け
る
を
、
駒
之
助
は
夢ゆめ
に
も
知し
ら
ず
、
既すで
に
寤さめ
て
又
書しよ
を
引ひき
寄よせ
み
れ
ば
、
切きり
紙かみ
に
、
　
　
な
ま
な
か
に
お
も
は
ぬ
人
を
お
も
ひ
け
り
　
　
　
は
な
の
さ
く
こ
ろ
夢ゆめ
に
見
し
よ
り
駒
之
助
驚おど
ろき
て
、「
た
し
か
先さき
程ほど
ま
で
な
か
り
し
に
、
此この
歌うた
の
仮うた
寝ゝね
せ
し
間ま
に
入いれ
お
き
し
は
、
主ぬし
は
誰たれ
と
も
し
ら
ね
ど
も
、
我われ
を
恋こ
ふ
る
の
情じやうは
詞ことばの
外ほか
に
あ
ら
は
れ
た
り
。
山やま
第やし
き
の
こ
と
な
れ
ば
、
外ほか
よ
り
入いり
来く
る
者もの
は
あ
ら
じ
。
婢げじよ
の
小こ
春はる
が
入いれ
お
き
し
か
。
さ
も
あ
れ
手しゆ
跡せき
と
い
ひ
歌うた
と
い
ひ
、
彼かれ
が
し
は
ざ
に
は
よ
も
あ
ら
じ
。」
と
お
も
へ
ば
、
な
を
〳
〵
疑うた
がは
し
く
小
春
を
呼よん
で
、
た
ば
こ
の
火ひ
を
入いれ
さ
せ
、「
扨さて
々〳〵
け
ふ
は
疲つか
れ
た
り
。
城
じ
や
う
内ない
へ
書てがみ
を
遣やら
ん
と
思
へ
ど
も
、
暑あつさに
堪たへ
か
ね
書かく
こ
と
も
大たい
儀ぎ
な
り
。
其その
方はう
代だい
筆ひつ
せ
よ
。」
と
、
紙かみ
と
硯すゞりを
差さし
つ
く
れ
ば
、「
畏
か
し
こ
まり
候
。」
と
筆ふで
を
と
り
、
認
し
た
ゝ
める
を
よ
く
〳
〵
み
る
に
、
以い
前ぜん
の
歌うた
と
同どう
筆ひつ
な
れ
ば
、
駒
之
助
大
に
感かん
じ
、
も
は
や
う
ち
明あけ
て
い
は
ん
と
せ
し
が
、「『
藝げい
道どう
に
志
こ
ゝ
ろ
ざす
も
の
は
必かならず
悪あく
魔ま
に
見み
入いれ
ら
る
ゝ
』
と
聞き
く
。
世よ
の
な
か
に
女によ
色しよ
く
に
過
た
る
悪
魔
は
な
し
。
殊こと
に
ば
け
も
の
屋や
敷しき
な
れ
ば
、
万まん
一いち
是これ
に
乗じやう
じ
て
再ふたゝ
び
禍
わ
ざ
は
い
を
な
さ
ん
こ
と
も
は
か
り
が
た
し
。」
と
、
小
春
を
ち
（
か
）
く
呼よ
び
よ
せ
、「
最さい
前ぜん
は
浅あさ
か
ら
ざ
る
志
こ
ゝ
ろ
ざ
し
忝
か
た
じ
け
なし
。
下げ
賎せん
に
似に
合あは
ぬ
和わ
歌か
の
道みち
に
心
を
よ
せ
る
こ
と
奇き
特とく
也
。
今いま
士
さ
む
ら
いの
妻つま
を
み
る
に
、
三さみ
弦せん
鼓こ
弓きう
に
日
を
送おく
り
、
万まん
一いち
君きみ
の
御おん
馬むま
先さき
に
立たつ
べ
き
武ぶ
士し
の
道みち
に
く
ら
く
、
況ま
し
て
我わが
四
八
国くに
風ぶり
の
三み
十そ
一ひ
文も
字じ
も
目め
く
ら
の
か
き
を
覗のぞ
く
に
も
お
と
り
、
畢ひつ
竟きやう
容かた
ち貌
が
士
の
妻
の
み
、
実じつ
は
其その
方はう
に
お
と
り
ぬ
る
風ふう
俗ぞく
、
お
も
し
ろ
か
ら
ぬ
と
覚かく
悟ご
し
て
、
我われ
も
妻つま
を
ば
迎むか
へ
ざ
る
な
り
。
さ
れ
ば
と
て
我われ
も
岩いは
木き
な
ら
ね
ば
、
何なに
と
て
其
方
が
志
こ
ゝ
ろ
ざ
し
を
む
げ
に
な
す
所しよ
存ぞん
に
は
あ
ら
ず
。
母はゝ
へ
願ねが
ひ
し
上
に
て
は
許ゆる
し
を
う
け
て
、
我わが
や
ど
の
床とこ
の
花はな
と
も
詠ながめ
ん
こ
と
あ
ら
ん
も
し
れ
ず
。
か
な
ら
ず
し
も
難つれ
面なき
も
の
と
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
。」
と
、
日
本
無ぶ
双さう
の
大だい
力りき
も
心
の
優ゆう
に
や
さ
し
き
こ
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
小
春
は
双
瞼れん
紅もみ
ぢ葉
し
て
、「
在ざい
所しよ
女おな
ごの
い
や
ら
し
と
お
し
か
り
を
う
け
て
、
死し
ぬ
ば
か
り
と
お
も
ひ
切きつ
て
さ
し
上
し
腰こし
折おれ
、
う
た
の
い
た
づ
ら
を
か
く
ま
で
厚あつ
き
御
こ
と
葉ば
、
死しぬ
と
も
忘わす
れ
申
さ
ず
。」
と
い
ふ
。
　
駒
之
助
、
あ
ま
り
珍めづ
ら
し
き
女
な
れ
ば
、
い
よ
〳
〵
不
審しん
に
思おも
ひ
、
ふ
か
く
用
心
し
け
る
が
、
小
春
は
次し
第だい
に
面おも
疲やつ
れ
、
人
な
き
お
り
は
さ
し
う
つ
ぶ
き
、
物
あ
ん
じ
げ
な
る
あ
り
さ
ま
な
り
け
れ
ば
、
駒
之
助
も
不
便びん
に
お
も
ひ
、「
今
し
ば
ら
く
見み
あ
わ
し
て
、
い
よ
〳
〵
心
に
よ
こ
し
ま
な
き
こ
と
を
み
ば
、
我われ
と
て
も
な
ど
い
な
む
べ
き
。」
と
と
り
わ
け
念
頃
に
召めし
仕つか
ひ
け
る
が
、
或ある
夜よ
、
夜
半
の
頃
か
は
や
へ
行
し
に
、
下
よ
り
手て
を
延のば
し
て
駒
之
助
が
陰いん
囊のう
を
と
る
。
素もと
よ
り
早さ
速そく
の
手て
利きゝ
な
れ
ば
、
さ
し
添そへ
逆さか
手
に
抜ぬく
よ
り
は
や
く
、
腕うで
首くび
よ
り
か
き
切きつ
て
立たち
出いで
み
る
に
、
夜
叉しや
の
か
ひ
な
の
ご
と
き
お
そ
ろ
し
き
爪つめ
の
び
て
、
毛け
は
白
が
ね
の
針はり
の
如
し
。「
此
事こと
、
若もし
母
君
の
耳みゝ
へ
入
な
ば
、
又
も
や
恐おそ
れ
給
は
ん
。」
と
ひ
そ
か
に
庭に
中は
の
土
中
に
埋うづ
め
お
き
て
、
翌よく
朝ちやう
何
心
な
く
起おき
て
、
毎いつ
も
の
と
ほ
り
に
小
春
を
起おこ
し
け
れ
ば
、「
夜や
前ぜん
よ
り
頭ず
痛つう
い
た
し
候
へ
ば
、
し
ば
ら
く
御
免ゆる
し
下
さ
れ
候
へ
。」
と
い
ふ
に
よ
り
て
、
駒
之
助
気き
遣つか
は
し
く
お
も
ひ
、
部へ
屋
へ
入
脈みや
くを
み
ん
と
す
れ
ば
、
忽
た
ち
ま
ちが
わ
と
お
き
あ
が
る
は
、
般はん
若にや
の
面めん
の
如
く
な
る
恐おそろし
き
姿すがたと
成
て
、
右
の
腕うで
は
斬きら
れ
な
が
ら
左
の
手
に
て
攫つか
み
か
ゝ
る
を
、
引ひつ
伏ふせ
ん
と
す
れ
ば
お
ど
り
あ
が
り
、
胸むね
の
辺あたり
を
は
た
と
蹴け
る
を
、
左
に
ひ
ら
ゐ
て
丁
ど
う
て
ば
、
窓まど
を
お
し
破やぶ
り
て
逃にげ
失うせ
け
る
。
　
母
君
物
お
と
に
驚おどろき
、
駒
之
助
を
よ
び
て
尋たづねら
る
ゝ
に
、
止やむ
こ
と
を
得
ず
し
て
一
々
に
申
せ
し
か
ば
、
い
よ
〳
〵
恐
れ
を
な
し
給
ひ
、「
さ
り
な
が
ら
、
小
春
は
遠ゑん
国こ
浪らう
人
の
娘むすめと
き
け
ば
、
か
ゝ
る
妖よう
怪くわ
いに
て
は
有ある
ま
じ
。」
と
宣のたまふ
う
ち
、
小
春
い
き
せ
き
門もん
外ぐわ
い
よ
り
立たち
帰かへ
り
、「
御ご
返へん
事じ
は
追おつ
付つけ
こ
れ
よ
り
申
上
ん
、
と
の
御おん
事こと
に
て
候
。」
と
い
ふ
。「
何なに
と
し
て
何いづ
方かた
へ
行ゆき
し
ぞ
。」
と
尋たづぬる
に
、
小
春
あ
き
れ
た
る
顔がん
色しよ
くに
て
、「
コ
ハ
何
を
か
云いゝ
給
ふ
。
暁あけ
方がた
に
寝ね
所ま
へ
召めさ
れ
、
御ごじ
状やう
を
も
つ
て
御
さ
と
へ
参まい
る
べ
き
よ
し
、
厳きび
し
く
仰おゝせら
れ
候
故ゆへ
、
こ
は
〳
〵
参
候
。」
と
い
ふ
。
其
状
の
上うは
書がき
は
誰だれ
の
手て
な
る
や
と
問と
ふ
に
、「
生むま
れ
て
よ
り
文もん
字じ
は
存ぞんじ
じ
不
申
。」
と
赤せき
面めん
し
て
申
け
れ
ば
、
弥
い
よ
〳
〵
奇き
異ゐ
の
思おも
ひ
を
な
し
、「
扨さて
は
是これ
ま
で
妖よう
怪くわ
い
の
し
は
ざ
に
て
、
歌うた
な
ど
詠よみ
し
よ
。」
と
身み
の
毛け
も
よ
だ
つ
ば
か
り
に
ぞ
あ
り
け
る
。
　
此この
日ひ
は
夏なつ
の
こ
と
な
れ
ば
、
裏うら
の
藪やぶ
影かげ
に
風ふ
呂ろ
し
て
、
駒
之
助
夜や
前ぜん
よ
り
の
草くた
臥びれ
を
休やす
め
ん
と
何なに
心こゝ
ろ
な
く
入
け
る
が
、
晴せい
天てん
忽
た
ち
ま
ち
雲くも
覆おゝ
ひ
、
一
陣ぢん
の
風
ふ
く
や
い
な
や
、
車しや
軸ぢく
を
飛とば
す
雨あめ
と
共とも
に
一
摶だん
の
黒くろ
雲くも
飛とび
来きた
り
、
雲くも
の
中なか
よ
り
四
九
龍りや
うの
ご
と
き
手て
を
延のば
し
て
、
風ふ
呂ろ
を
つ
か
ん
で
虚こ
空くう
に
あ
が
る
を
、「
心
こ
ゝ
ろ
得へ
た
り
。」
と
大たい
木ぼく
の
梢こずへを
と
つ
て
引ひき
止とめ
ん
と
す
れ
ば
、
さ
し
も
の
大
木
根ね
ご
し
に
ぬ
け
て
、
既すで
に
大おゝ
空そら
に
あ
が
り
け
る
。
駒
之
助
今いま
は
せ
ん
方かた
な
く
、
抜ぬい
た
る
大
木
取とり
な
ほ
し
て
、
鉄てつ
壁ぺき
も
砕
け
よ
と
重かさ
ね
う
ち
に
打うち
け
れ
ば
、
風ふ
呂ろ
を
放はな
し
て
引ひき
去さつ
た
り
。
駒
之
助
は
は
る
か
北きた
山やま
の
麓ふもとへ
落おち
け
る
が
、
早はや
業わざ
の
男おとこな
れ
ば
木き
の
枝ゑだ
に
と
り
付つき
、
無ぶ
難なん
に
吾わが
内うち
へ
帰かへ
り
し
か
ば
、
母
君
大
に
悦よろこび
給
ひ
ぬ
。
　
然しか
る
に
ま
た
、
小
春
が
行ゆき
方がた
し
れ
ず
、
所しよ
々〳〵
を
尋たづ
ね
さ
が
し
け
る
に
、
遥
は
る
か
南みな
み
の
森もり
の
梢こずへ
に
手て
足あし
を
引ひき
裂さき
か
れ
て
か
ゝ
り
居い
た
り
。
駒
之
助
弥
い
よ
〳
〵
不ふ
便びん
に
お
も
ひ
、
厚あつ
く
葬ほうぶり
祭まつ
り
け
る
。
其その
後ゝち
、
力ちか
自らじ
慢まん
を
止や
め
し
文ぶん
芸げい
に
志
こ
ゝ
ろ
ざし
、
先せん
王わう
孔こう
子し
の
道みち
に
帰き
せ
し
か
ば
、
是これ
よ
り
ま
た
妖よう
怪くわ
い
も
出いで
ざ
り
し
と
ぞ
。
こ
れ
を
以もつ
て
高たか
木ぎ
の
一
流りう
も
ま
た
、
一いち
時じ
諸しよ
国こく
に
さ
か
ん
に
お
こ
な
は
れ
け
る
と
ぞ
。
芸げい
術じゆ
つに
心
が
け
あ
ら
ん
人
は
こ
ゝ
ろ
へ
あ
る
べ
き
こ
と
な
り
。
怪
談
雨
之
燈
第
一
終
怪くわい
談だん
雨あめ
之のと
燈ほしび
初
編
第
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
羅　
玉
香
散
人
著
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
林　
新
狸
山
人
校
　
　
諸しよ
生せい
官くわ
蔵んざ
刃うき
古るこ
狸りを
話わ
　
昔む（か
）し
、
芳よし
野の
之
里さと
に
官
蔵
と
い
ふ
諸
生
あ
り
。
天
む
ま
れ
質つき
病かよ
わ尫
に
し
て
、
及きう
第だい
の
業わざ
も
は
か
〴
〵
し
か
ら
ざ
り
し
が
、
一ある
日ひ
山
ひ
と
つ
あ
な
た
へ
行ゆく
と
て
、
百ひゃく
丈ぢや
うが
坂さか
を
越こ
し
か
ゝ
り
け
る
に
、
坂
の
半なか
ば
に
山やま
桜ざく
らの
春はる
し
り
が
ほ
に
さ
き
乱みだ
れ
て
有あり
け
れ
ば
、
石いし
に
腰こし
う
ち
掛かけ
て
暫しばらく
詠なが
め
入いり
け
る
。
　
お
り
ふ
し
、
こ
な
た
の
谷たに
よ
り
歳とし
の
頃ころ
九
十
有ゆう
余よ
の
老らう
人じん
、
鳩はと
の
杖つへ
に
す
が
り
て
躄よろぼひ
来き
た
り
。
官
蔵
と
同おな
じ
く
花
に
詠なが
め
入
た
る
躰てい
、
な
か
〳
〵
尋よの
常つね
の
人
と
は
見み
へ
ず
。
官
蔵
一もく
揖れい
し
て
、
坂さか
を
登のぼ
ら
ん
と
す
。
老
人
の
曰いはく、「
我われ
も
此この
坂さか
を
越こへ
て
行ゆく
所とこ
ろ
あ
り
。
一いち
樹じゆ
の
影かげ
も
他たし
生やう
の
縁ゑん
と
哉や
覧らん
、
何
と
ぞ
我
を
背せ
お
ゐ
て
、
此この
坂さか
を
越こ
し
給
は
れ
。」
と
い
ふ
。
官
蔵
は
我わが
身み
だ
に
越こし
か
ぬ
る
弱よは
き
男おのこな
れ
ど
も
、
老
人
の
言こと
葉ば
は
い
な
み
が
た
く
、
背せな
を
う
け
て
、「
い
ざ
ゝ
せ
給
へ
。」
と
い
へ
ば
、
老
人
大
に
悦よろこび
、
官
蔵
が
背
に
お
は
れ
け
る
に
、
其
重おも
き
こ
と
大
盤ばん
石じや
くの
如ごとくに
し
て
、
な
か
〳
〵
お
ふ
べ
き
や
う
な
か
り
け
れ
ば
、
老
人
笑わら
ふ
て
、「
さ
ら
ば
軽かろ
く
な
る
べ
し
。」
と
云
け
る
が
、
い
か
な
る
ゆ
へ
に
や
、
忽
た
ち
ま
ちに
小しや
児うに
を
負おひ
た
る
よ
り
も
軽かろ
く
な
る
。
官
蔵
ふ
し
ぎ
の
お
も
ひ
を
な
し
、
既すで
に
坂
を
越こし
け
る
が
、
老
人
大
に
喜よろこび
、「
聊
い
さ
ゝ
か
礼れい
を
申
さ
ん
。」
と
て
、
官
蔵
を
石
い
し
の
上うへ
へ
招まね
き
、
天
を
仰あを
ひ
で
呪じゆ
文もん
を
唱とな
へ
、
石いし
に
向むかつ
て
気き
を
ふ
き
か
け
し
が
、
忽
た
ち
ま
ち
玉たま
の
盃
さ
か
づ
きを
吹ふき
出いだ
し
、
次つぎ
に
又
玉
の
尊
さ
か
だ
るを
ふ
き
出いだ
し
、
又
一
人
の
童どう
子じ
を
吹
出
し
、
酌しやくを
さ
せ
て
官
蔵
に
酒さけ
を
進すゝ
む
。
官
蔵
不
思し
議ぎ
に
お
も
ひ
な
が
ら
一
盃はい
を
傾かたぶ
け
し
が
、
甘かん
露ろ
も
し
か
ぬ
其
味あぢ
は
ひ
異い
香かう
芬ふん
々ゝ
と
し
て
、
五ご
臓ざう
忽たち
まち
つ
よ
き
こ
と
を
覚おぼ
へ
、
勇ゆう
健けん
の
気き
漸やう
やく
に
生しやうず
。
老
人
又
呪じゆ
文もん
を
唱とな
へ
、
大おゝいな
る
鯉こい
を
吹
出
し
、
童
子
に
命めい
じ
て
膾きりみと
せ
し
め
、
官
蔵
に
進すゝ
め
て
又
五
〇
酒
を
強しゐ
け
れ
ど
も
、
既すで
に
大
に
酔ゑい
て
辞じ
退たい
し
け
れ
ば
、
老
人
、「
し
か
ら
ば
と
り
申
さ
ん
。」
と
又
こ
と
〴
〵
く
取とつ
て
呑の
み
、
官
蔵
に
向むかつて
曰いはく、「
孺じゆ
子し
此この
酒さけ
を
飲のみ
で
婦ふ
人じん
に
心こゝろを
迷まよはさ
ず
は
、
寿じゆ
命めう
か
な
ら
ず
長なが
く
し
て
、
名な
を
末まつ
代だい
に
流なが
す
ほ
ど
の
大たい
儒じゆ
と
成なる
べ
し
。
若もし
又また
色いろ
に
迷まよ
ひ
、
香か
に
め
で
ゝ
、
此この
こ
と
を
忘わす
れ
な
ば
、
身み
の
行ゆく
末すへ
は
花はな
の
ご
と
く
ち
り
て
は
朽くち
て
果はて
ぬ
べ
し
。
か
な
ら
ず
荒すさ
む
こ
と
な
か
れ
。」
と
い
ふ
か
と
お
も
へ
ば
、
姿すがたか
た
ち
は
消きへ
失うせ
て
、
只たゞ
あ
や
し
げ
な
る
匂にほ
ひ
の
み
山やま
風かぜ
に
ふ
き
ち
れ
ば
、
官
蔵
奇き
異い
の
お
も
ひ
を
な
し
、
古いにしへ
漢かん
の
張
ち
や
う
良りや
うが
黄
く
わ
う
石せき
公こう
に
逢あい
た
り
し
圯いき
橋やう
の
む
か
し
も
思おも
ひ
出いで
ら
れ
て
、
こ
れ
よ
り
老らう
人じん
の
言こと
葉ば
を
守まも
り
、
終つゐ
に
あ
ら
ゆ
る
書
を
読よ
む
に
、
破は
竹ちく
の
勢
い
き
ほ
い
啻たゞ
な
ら
ず
。
数す
月げつ
の
間あいだに
、
経けい
史し
子し
集しう
四し
部ぶ
の
書しよ
を
諳そらんじ
、
又
容よう
貌ばう
も
奇き
麗れい
に
な
り
、
自し
然ぜん
に
大おゝ
宮みや
人びと
の
風ふう
備そな
はり
け
る
。
　
爰こゝ
に
南
部
の
顕
ち
や
う
者ぢや
に
、
高たか
向むき
の
白しろ
人んど
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
独ひと
り
の
娘
を
具ぐ
し
て
吉
野
に
遊あそ
び
、
春
の
行ゆく
衛へ
を
惜おし
み
て
、
し
ば
ら
く
滞たい
留りう
し
け
る
。
娘
は
蘭
あ
ら
ゝ
ぎと
て
十
六
歳
に
な
り
け
る
が
、
素もとより
風ふう
雅が
の
家いへ
に
育そだ
ち
け
れ
ば
、
和
歌
の
道
に
も
賢かし
こ
く
、
心
や
さ
し
く
し
て
か
ほ
か
た
ち
も
世
に
勝すぐ
れ
し
か
ば
、
殿てん
上じやう
人びと
を
初はじめと
し
、
若わか
と
の
ば
ら
よ
り
心
を
か
け
、
千ち
束つか
の
文ふみ
の
重かさなれ
ど
も
、
蘭
敢あへ
て
手
に
も
触ふ
れ
ず
、
か
ぐ
や
ま
と
の
文
を
よ
み
、
烈れつ
女じよ
の
操みさほ
を
し
た
ふ
故ゆへ
、
弥
い
よ
〳
〵み
や
こ
を
か
た
ぶ
け
ゝ
る
。
蘭
よ
し
の
に
て
よ
め
る
。
　
　
香か
を
と
め
し
芳
野
ゝ
や
ま
の
白しら
雲くも
は
　
　
　
い
く
さ
と
お
ち
の
は
る
を
し
む
ら
ん
此
歌うた
集しう
に
は
見
え
ざ
れ
ど
も
、
今
に
至いたつて
人
の
口こう
碑ひ
に
い
ち
じ
る
し
。
　
あ
る
日
、
蘭
山
よ
り
帰かへ
る
さ
に
、
む
ぐ
ら
し
げ
れ
る
賎しづ
が
屋
に
、
廿はたちば
か
り
の
小
し
や
う
年ねん
の
竹たけ
の
窓まど
を
な
か
ば
お
し
て
書
を
読よみ
て
居い
け
る
が
、
蘭
は
一
目
見
る
よ
り
お
も
は
ず
つ
ま
づ
き
て
、
脛はぎ
を
石
に
て
い
た
め
け
れ
ば
、
し
ば
ら
く
立
よ
り
て
休やす
ら
ひ
け
る
。
蘭
は
足
の
痛いたみも
お
ぼ
へ
ず
、
只
官
蔵
が
容よう
貌ばう
に
み
と
れ
て
恍うつ
惚とり
と
し
て
、
自みづから
失しつ
す
る
が
如
な
る
は
、
伴とも
の
者
は
そ
れ
と
も
し
ら
ず
、
足
の
痛
な
ら
ん
と
、「
是
よ
り
駕か
籠ご
に
て
帰かへ
ら
せ
給
へ
。」
と
勧すゝ
め
て
、
宿
し
ゆ
く
所しよ
へ
伴とも
なひ
帰
り
け
る
。
　
翌よく
日じつ
は
い
た
づ
き
も
な
お
り
し
と
、
又
う
ち
つ
れ
て
か
な
た
こ
な
た
と
う
ち
あ
り
き
、
昨きの
ふ日
の
礼
に
か
こ
付
て
、
官
蔵
が
内
を
尋たづねけ
れ
ど
も
、
折
ふ
し
け
ふ
は
留る
主す
な
り
と
て
、
老
女
の
一
人
在あり
け
れ
ば
、
本ほ
意い
な
げ
に
立
出
て
、
桜さくらの
小
か
げ
に
寄よ
り
こ
ぞ
り
、
暫しば
ら
く
爰こゝ
に
て
箏こと
ひ
か
ん
と
て
、
石
上
に
も
ふ
せ
ん
う
ち
し
き
て
、
想さう
夫ぶ
恋れん
の
曲きよくを
ぞ
弾だん
じ
け
る
。
抑
そ
も
〳
〵
想
夫
恋
へ
お
つ
と
を
お
も
ふ
恋
の
曲きよ
く
に
て
、
い
に
し
へ
杞きり
梁やう
が
妻つま
、
夫おつと
を
慕した
ひ
て
作つく
り
た
る
盤ばん
渉しき
調てう
の
曲
な
る
を
、
こ
れ
は
蘭
心
あ
り
て
弾
ず
る
こ
と
を
し
ら
ず
。
こ
し
も
と
な
ど
は
お
か
し
く
も
お
も
は
ざ
り
け
る
折
ふ
し
、
官
蔵
は
隣
と
な
り
村
よ
り
帰
り
か
け
、
き
け
ば
妙たへ
な
る
爪つま
お
と
に
、
お
ぼ
へ
ず
足
も
立
と
ま
り
、
見
や
れ
ば
向むか
ふ
の
桜
が
下もと
に
、
梨り
花くわ
一
枝し
雨あめ
を
帯おび
た
る
粧よそほひ
に
て
、
物もの
お
も
ひ
げ
な
る
す
が
た
し
て
筑つく
紫し
琴ごと
を
か
き
な
ら
す
は
、
い
と
や
ん
ご
と
な
く
覚
へ
て
、
行ゆき
も
衛ゑ
や
ら
ず
彳たゝずむ
を
、
蘭
は
ふ
と
見
付
、
お
も
は
ず
琴
の
手
も
乱みだ
れ
、
見
か
は
す
顔かほ
に
官
蔵
も
、
昨きの
ふ日
の
五
一
痛いた
み
を
問と
は
ん
も
の
と
桜
が
元
へ
立
よ
れ
ば
、
花
の
ふ
ゞ
き
に
非あら
ず
し
て
、
か
ほ
に
な
が
る
ゝ
紅もみ
ぢ葉
ば
の
、
色いろ
香か
を
包つゝ
む
蘭
が
、
酒
で
も
あ
ぎ
や
と
其
あ
と
は
、
ま
づ
〳
〵
し
ば
し
は
胸むね
ば
か
り
に
、
ひ
と
り
夕ゆふ
日ひ
の
ま
ば
ゆ
く
て
、
顔かほ
を
お
ほ
へ
ば
、
露つゆ
ば
か
り
御
礼れい
の
印しるしと
つ
き
し
が
、
一
献こん
の
酒
を
す
ゝ
む
る
ほ
ど
に
ぞ
、
官
蔵
も
興けう
に
入
、
お
さ
へ
る
か
さ
ね
る
相あい
生おひ
の
松
の
契ちぎり
の
初
と
成
、
互たが
ひに
心
う
き
は
し
の
渡わた
ら
ん
た
よ
り
と
、
官
蔵
戯たは
むれ
に
ま
ぎ
ら
し
て
、
　
　
な
ま
な
か
に
松
風
な
ら
は
琴
の
音ね
に
　
　
　
通かよ
は
ん
も
の
を
花
の
下
か
げ
と
詠ゑい
じ
、「
か
ゝ
る
ひ
な
ふ
り
も
却かへつて
興けう
。」
と
蘭
が
前まへ
に
出
せ
ば
、
か
ほ
そ
む
け
食くわ
へ
る
袖そで
の
ひ
ま
よ
り
も
か
み
と
り
出
し
て
、
斯かく
ば
か
り
、
　
　
松
風
を
君
と
お
も
へ
ば
こ
と
の
ね
の
　
　
　
も
つ
る
ゝ
お
も
ひ
ひ
く
に
ひ
か
れ
ず
と
返かへ
し
の
歌
を
見
る
に
付
、
今
は
あ
や
し
き
老らう
人じん
の
い
ま
し
め
を
も
う
ち
忘わす
れ
、
互たが
ひ
に
か
ひ
ら
う
ど
ふ
け
つ
の
心
と
心
が
い
だ
き
あ
ひ
、
い
は
ぬ
こ
と
ば
か
い
ふ
よ
り
も
、
ふ
か
き
情なさけぞ
こ
も
り
け
る
。
日
も
は
や
西せい
山
に
か
た
ぶ
き
て
け
れ
ば
、
か
ね
に
ち
り
ゆ
く
花
と
ゝ
も
に
、
す
が
た
ば
か
り
は
引
わ
か
れ
、
お
の
〳
〵
宿しゆく
所しよ
へ
帰
り
け
る
。
　
官
蔵
は
ま
ど
の
下
、
見み
残のこ
し
お
き
た
る
女によ
才さい
子し
書しよ
て
う
ゑ
ん
か
う
が
伝でん
を
か
へ
し
、
お
も
ひ
合
せ
し
身み
の
う
へ
に
お
ぼ
へ
ず
、
い
た
く
更
け
る
が
、
忽
ち
ほ
そ
戸
を
叩たゝ
く
声こへ
に
、「
誰た
そ
や
。
夜よ
ふ
け
て
何
事
ぞ
。」
と
戸と
を
お
し
明あく
れ
ば
、
蘭
が
ふ
る
い
わ
な
〳
〵
官
蔵
が
袖そで
に
す
が
り
て
入
け
れ
ば
、「
コ
ハ
何
と
し
て
か
来きた
り
給
ふ
ぞ
。」
と
気きづ
遣かい
す
れ
ば
、
蘭
は
、「
お
ま
へ
を
し
た
ひ
忍しの
び
出
て
、
く
ら
さ
は
暗くら
し
道みち
は
し
ら
ず
、
ま
よ
い
ま
よ
ふ
て
や
ふ
〳
〵
と
こ
ゝ
へ
は
ま
い
り
さ
む
ら
ふ
な
り
。
申
も
今
は
恥はづ
か
し
き
こ
と
な
が
ら
、
わ
ら
は
ゝ
南なん
都と
高たか
向むき
の
白しろ
人んど
が
女むすめに
て
さ
ふ
ら
ふ
が
、
い
と
け
な
き
よ
り
烈れつ
女じよ
の
操みさほを
慕した
ひ
、
い
か
に
も
し
て
天
下か
の
英ゑい
雄ゆう
に
身
を
よ
せ
、
赤あか
染ぞめ
紫
む
ら
さ
き
の
筆
の
跡あと
を
も
し
た
は
ん
と
、
年
月
望のぞ
み
侍さふらひ
し
か
、
き
の
ふ
は
か
ら
ず
そ
な
た
さ
ま
を
見
奉
り
候
に
、
雲
の
上うへ
に
も
ま
た
と
な
き
姿すがたは
さ
ら
に
慕した
は
ね
ど
、
つ
た
ま
く
窓まど
に
ふ
み
を
よ
む
人
の
心
の
お
く
ゆ
か
し
く
け
ふ
の
歌
を
ば
返かへ
せ
し
ぞ
や
。
親おや
の
い
か
り
は
恐こは
け
れ
ど
、
叶かな
ふ
願ねがひ
の
嬉うれ
し
さ
を
か
な
ら
ず
さ
ま
し
て
給
は
る
な
。」
と
い
ふ
を
、
表おもてに
立たち
聞ぎゝ
せ
し
家け
来らい
ど
も
が
声こへ
〳
〵
に
、「
蘭
さ
ま
、
早
く
お
か
へ
り
あ
ぞ
ば
せ
。
さ
き
ほ
ど
か
ら
殊こと
な
い
お
案あん
じ
故
、
里さと
中ぢう
が
さ
わ
ぎ
立
て
、
お
尋
た
づ
ね
申
て
お
り
ま
す
。」
と
い
ふ
に
、
二
人
は
消きへ
入
お
も
ひ
を
な
し
、「
い
か
ゞ
は
せ
ん
。」
と
狼うろ
狽たゆ
る
を
、
あ
ら
け
な
く
も
乗のり
物もの
に
お
し
い
れ
て
、
宿
所
を
さ
し
て
急いそ
ぎ
行
ば
、
官
蔵
は
あ
る
に
も
あ
ら
れ
ず
、「
い
か
な
る
う
き
目
に
や
逢あい
ぬ
ら
ん
。」
と
跡あと
を
し
た
ひ
て
、
白
人
が
宿
所
の
庭には
へ
忍しの
び
入
、
様やう
子す
を
聞きけ
ど
も
さ
だ
か
な
ら
ず
。
　
「
女
の
忍しの
び
泣なき
の
声こへ
聞きこ
ゆ
る
が
ご
と
き
は
、
今
は
縄なわ
に
て
も
か
ゝ
り
し
に
や
。
我われ
ゆ
へ
斯かゝ
る
う
き
目
に
あ
ひ
、
苦くる
し
む
人
の
心こゝ
根ろね
を
お
も
へ
ば
〳
〵
、
其
む
か
し
百
丈
が
坂
に
て
老
人
の
我
身
の
上
の
誡
い
ま
し
めを
忘わす
れ
て
、
今
は
行
末
の
ち
五
二
り
行ゆく
花
と
成
果はつ
る
が
、
さ
て
も
是ぜ
非ひ
な
き
う
き
よ
や
。」
と
腸
は
ら
わ
たを
断たつ
お
も
ひ
を
な
し
、「
何
と
ぞ
し
て
、
か
ほ
な
り
と
も
見
て
別わか
れ
ん
。」
と
、
戸
の
隙すきまよ
り
さ
し
覗のぞ
け
ば
、「
何
や
ら
物
お
と
物ぶつ
忩さう
也
。
家
来
ど
も
せ
ん
ざ
い
に
心
付つけ
よ
。」
と
白
人
が
詞ことばは
、
釘くぎ
を
さ
す
ご
と
く
忍しの
び
出
る
足あし
お
と
に
、
は
た
し
て
盗
ぬ
す
び
との
入いり
込こみ
し
と
上かみ
下しも
立
騒さは
げ
ば
、
虎とら
の
尾お
を
ふ
む
心こゝ
地ち
し
て
、
や
ふ
〳
〵
の
が
れ
立
帰かへ
り
、
寝ね
て
も
ね
ら
れ
ぬ
ま
ど
の
う
ち
、
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
な
き
あ
か
す
。
こ
れ
や
諸しよ
生せい
の
道
な
ら
ぬ
、
恋
の
し
た
道
迷まよ
ひ
道
、
み
ち
あ
る
世
に
も
こ
れ
ば
か
り
は
、
わ
き
道
お
ゝ
き
こ
み
ち
な
り
。
　
扨
も
高
向
の
白
人
は
、
娘むすめが
こ
と
に
興けう
を
さ
ま
し
、
あ
み
乗のり
物もの
に
引ひつ
添そへ
て
、
南なん
都と
を
さ
し
て
立
帰
る
。
い
か
な
れ
ば
故こ
郷けう
を
出いで
し
、
お
り
か
ら
は
花
に
吟ぎん
し
月
に
嘯うそぶき
風ふう
雅が
の
旅たび
と
悦よろこび
し
も
、
楽
た
の
し
み
極きは
まり
悲かなしみ
の
斯かゝ
る
こ
と
ゝ
は
お
も
ひ
き
や
。
蘭
は
只たゞ
、「
涙
な
み
だ
川がは
ふ
ち
と
成
ぬ
る
我わが
恋
の
、
か
く
あ
る
べ
き
と
露つゆ
し
ら
ば
、
よ
し
や
芳よし
野の
ゝ
川
み
づ
に
身
を
捨すて
お
ぶ
ね
と
な
ら
ん
も
の
を
、
生いき
て
甲か
斐ひ
な
き
身
の
上うへ
と
心
で
い
へ
ど
、
恋こふ
る
人
の
何
と
て
け
れ
と
お
ぼ
す
ら
ん
。
親おや
の
教おし
へ
は
背そむ
け
ど
も
、
貞てい
女じよ
両りや
婦うふ
に
ま
み
へ
ず
と
、
枕まくら
か
わ
さ
ぬ
人
な
り
と
て
、
心
と
心
が
む
す
ぼ
ふ
れ
、
い
か
で
か
は
な
れ
、
又
外ほか
の
お
と
こ
に
そ
ふ
は
畜ちく
生しや
う
の
身
の
行おこな
ひ
が
な
る
べ
き
や
。
い
つ
そ
殺ころ
し
て
給
は
ら
ば
、
か
ゝ
る
つ
ら
き
は
有ある
ま
い
。」
と
口く
説どく
も
心
ひ
と
つ
に
て
、
既すで
に
我
家や
へ
立
帰
れ
ば
、
白
人
は
奥おく
方がた
に
し
か
〴
〵
の
よ
し
物
語がた
り
、
蘭
を
一
間
へ
お
し
こ
み
、
い
た
く
せ
つ
か
ん
せ
し
ほ
ど
に
、
次
第
に
病やまひお
も
や
つ
れ
、
巫ぶ
山ざん
の
雲くも
の
た
へ
〴
〵
に
、
芙ふ
蓉よう
の
か
ほ
ば
せ
、
今
は
は
や
枯かれ
野の
に
出
る
夕
月
の
半なかばは
か
け
し
如ごと
く
な
れ
ば
、
白
人
も
驚おどろき
て
、
俄にはかに
医い
薬やく
手
を
尽つく
せ
ど
、
風
を
も
待また
ぬ
冬ふゆ
の
葉は
の
ち
り
な
ん
頃ころ
と
な
り
に
け
る
。
　
あ
ら
ゝ
ぎ
は
、
病
の
ひ
ま
に
か
ゞ
み
と
ふ
で
を
取
寄よせ
て
、「
わ
が
お
も
か
げ
を
か
く
ば
か
り
か
わ
り
は
て
た
る
か
ん
ば
せ
を
、
恋
し
き
人
の
見
し
な
ら
ば
さ
ぞ
や
さ
め
な
ん
。
紫むらさ
き
の
花
す
り
衣
ひ
き
か
へ
て
、
京
か
た
び
ら
を
ま
ど
は
ん
。」
と
お
も
へ
ば
、
筆ふで
も
ま
は
り
か
ね
、
よ
ふ
〳
〵
に
書かき
写うつ
し
、
一
首しゆ
の
歌
を
ぞ
題
し
け
る
。
　
　
と
て
も
そ
の
人
に
ま
み
へ
ぬ
身
な
り
せ
は
　
　
　
仮かり
の
浮うき
世よ
を
い
か
で
過すぐ
さ
ん
既すで
に
歌
を
か
き
お
は
り
、
筆
投なげ
捨すて
て
ね
ふ
る
が
ご
と
く
終つい
に
は
か
な
く
成
に
け
り
。
夫
婦
は
大
に
後こう
悔くわ
いし
、「
斯かく
な
る
ご
と
く
し
る
な
ら
ば
い
か
に
も
謀
は
か
り
ご
との
あ
る
べ
き
に
。」
と
悔くや
め
ど
、
甲か
斐ひ
な
く
涙なみだ
な
が
ら
野の
辺べ
の
お
く
り
を
営いとな
み
て
、「
さ
て
臨りん
終じう
に
画ゑが
き
た
る
其
お
も
か
げ
と
守まも
り
袋ぶくろは
こ
が
れ
し
人
に
お
く
り
な
ば
、
さ
ぞ
未み
来らい
に
て
も
恨うら
む
ま
じ
。」
と
芳
野
ゝ
里
へ
送おく
り
け
る
。
　
さ
て
も
吉
野
ゝ
官
蔵
は
、
我わが
身み
を
忘
れ
蘭
が
さ
ぞ
苦くる
し
み
を
う
け
ぬ
ら
ん
と
、
昼ちう
夜や
心
を
痛いた
ま
し
め
、
是
も
病
と
な
り
け
る
が
、
あ
る
夜よ
の
夢ゆめ
に
蘭
は
、
涙
の
袖そで
よ
り
か
み
そ
り
を
と
り
出
し
、「
と
て
も
添そは
れ
ぬ
な
か
な
れ
ば
、
ア
ノ
世
で
待また
ん
。
さ
る
に
て
も
、
此
黒
髪かみ
を
剃そり
お
と
し
、
成
じ
や
う
仏ぶつ
さ
し
て
下
さ
ん
せ
。
身
ま
か
り
し
と
き
お
や
た
ち
の
、
悲かな
し
き
あ
ま
り
其
ま
ゝ
に
、
か
み
を
は
は
し
【挿絵】巻二（12ウ・13オ）
五
三
て
葬はうむり
し
が
、
今
は
後ごし
生やう
の
さ
は
り
と
成
、
迷まよ
ふ
も
ひ
と
つ
は
わ
が
せ
こ
へ
、
き
る
に
き
ら
れ
ぬ
恋
衣
、
ふ
び
ん
と
お
も
ひ
給
は
れ
か
し
。
ち
か
き
う
ち
に
。」
と
い
ふ
こ
ゑ
し
て
、
あ
か
つ
き
の
風
物
す
ご
く
あ
ん
ど
う
の
影かげ
幢どう
々〳〵
と
光ひか
り
を
分わ
け
し
か
み
そ
り
の
か
た
へ
に
あ
る
は
、「
扨さて
は
魂こん
魄ぱく
我わ
が
家いへ
へ
し
た
ひ
来
り
し
が
、
お
も
へ
ば
〳
〵
起おき
て
み
つ
寝ね
て
み
つ
蚊か
帳や
の
広ひろ
さ
哉
と
な
が
め
し
人
に
引
か
へ
て
、
遠とほ
き
雲くも
井い
を
な
が
め
や
り
、
永
き
よ
を
一
人
な
し
、
心
ば
か
り
に
あ
ふ
恋
の
其
人
さ
へ
も
今
は
は
や
六むつ
の
ち
ま
た
に
赴
お
も
ふ
きき
し
が
、
我
と
て
も
今
更さら
に
独
ひ
と
つ
残のこ
り
て
何
に
か
せ
ん
。
近ちか
き
内
に
と
い
ひ
残
せ
し
、
其
言こと
の
葉は
の
た
が
は
ず
ば
、
諸もろ
と
も
に
自じ
害がい
し
て
果はて
な
ん
も
の
。」
と
幽ゆう
明めい
の
道
に
少
し
も
く
ら
か
ら
ぬ
、
あ
つ
ぱ
れ
ゆ
ゝ
し
き
学もの
究しり
も
、
あ
ど
な
き
こ
と
を
思
ひ
出だ
す
は
、
こ
れ
な
ん
か
ら
国
の
迷めい
魂こん
陣ぢん
に
陥おちいり
し
、
む
か
し
語かたりも
今
こ
ゝ
に
、
お
も
ひ
合
し
て
い
た
は
し
き
。
　
さ
る
程ほど
に
日
を
経へ
て
、
南
都
の
使
つ
か
い
至いた
り
彼かの
一
封ぷう
を
さ
し
出
せ
ば
、
官
蔵
い
よ
〳
〵
む
せ
び
入
、
ひ
ら
け
ば
き
の
ふ
見
し
夢ゆめ
の
す
が
た
容かたちを
写うつ
し
画ゑ
の
、
生いけ
る
が
如ごと
き
は
神
た
ま
し
いを
止とゞめて
、「
我わ
に
逢あふ
と
て
か
一
首しゆ
の
う
た
は
貞てい
烈れつ
の
操みさほを
残のこ
す
水みづ
茎くき
の
あ
と
に
残のこり
て
、
此
や
ふ
に
悲かな
し
き
こ
と
を
見み
る
も
の
か
。」
と
さ
め
〴
〵
と
泣なき
け
る
に
ぞ
、
南
都
の
使つか
ひ
も
あ
は
れ
を
そ
へ
、
袖そで
を
し
ぼ
り
て
帰かへ
り
け
る
。
其その
夜よ
も
既すで
に
更ふけ
わ
た
り
、
賤しづ
が
ふ
せ
や
の
灯とぼ
し
火び
も
、
た
え
〴
〵
細ほそ
き
折おり
か
ら
に
、
病やまひの
か
ほ
を
ふ
り
あ
ぐ
れ
ば
、
ふ
し
ぎ
な
る
哉
枕まく
らの
元
に
あ
ら
ゝ
ぎ
は
か
み
を
さ
ば
き
て
合がつ
掌しや
うし
、
イ
ザ
剃そり
て
た
べ
と
い
ふ
に
お
も
は
ず
飛とび
お
五
四
き
て
い
だ
き
付
ん
と
せ
し
が
、
も
し
や
消きへ
な
ば
後こう
悔くわ
い
せ
ん
と
、
思
ひ
極きはめ
し
が
自じ
害がい
、
よ
し
其
人
の
望のぞみ
に
ま
か
せ
、
と
も
に
手て
を
と
り
し
な
ん
も
の
と
、
後
う
し
ろ
我わ
に
立たつ
は
立たち
な
が
ら
、
玉たま
を
欺あざむく
首くび
筋すじ
に
、
柳やなぎの
い
と
の
み
だ
れ
か
み
、
剃そり
も
ゑ
や
ら
ず
漸
や
ふ
〳
〵
と
お
く
れ
が
み
を
な
で
あ
ぐ
れ
ば
、
あ
や
し
い
か
な
髪かみ
は
こ
と
〴
〵
く
針はり
を
植うへ
た
る
ご
と
く
に
て
、
つ
く
〴
〵
み
れ
ば
お
そ
ろ
し
や
、
人
の
は
だ
へ
に
非あ
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
　
官
蔵
き
つ
と
心
こ
ゝ
ろ
付つき
、
剃かみ
刀そり
さ
か
手て
に
取とり
な
を
し
、
た
ぶ
さ
つ
か
ん
で
咽のんど
の
く
さ
り
を
一
刀かた
な
に
か
き
き
れ
ば
、
大だい
地ち
も
動うご
く
声こへ
を
な
し
、
戸と
を
蹴け
破やぶ
り
て
逃にげ
失うせ
た
り
。
こ
れ
よ
り
官
蔵
人ひと
気き
を
得
、
血のり
を
し
た
ひ
て
追おつ
か
け
し
に
、
初はじめめ
蘭
が
琴こと
ひ
き
た
り
し
桜
が
も
と
に
年とし
ふ
る
狸たぬき
の
咽
を
き
ら
れ
、
穴あな
の
内
へ
入
か
ゝ
り
て
死し
し
た
り
け
る
。
官
蔵
今
は
あ
き
れ
は
て
ゝ
、
却かへつて
丈じや
夫うぶ
の
魂
た
ま
し
いと
成
し
が
、
其
夜
の
夢ゆめ
に
蘭
天てん
人にん
の
姿すがた
と
成
て
、
左
に
観
く
わ
ん
音おん
大だい
士し
の
像ぞう
を
捧さゝ
げ
五ご
色しき
の
雲
の
上うへ
よ
り
官
蔵
を
さ
し
ま
ね
き
、「
我われ
を
忘わす
れ
ず
さ
り
し
日ひ
の
ち
か
ひ
を
必
か
な
ら
ず
ず
守まも
り
給
は
ゞ
、
是
よ
り
女によ
色しよ
く
を
慎つゝ
し
み
て
学がく
問もん
出しゆつ
精せい
し
給
へ
が
し
。
昨きの
ふ日
の
難なん
を
救すく
ひ
し
は
守まも
り
袋ぶくろの
観くわ
世んぜ
音おん
、
即
す
な
は
ち
是これ
な
る
御み
影ゑい
に
て
、
初
め
怪あや
し
き
老
人
に
逢あい
給
し
も
化け
身しん
な
り
。
是
よ
り
お
ん
身
に
つ
き
ま
ど
ひ
、
天あめ
の
道
へ
み
ち
び
き
は
、
妾しやう
が
せ
め
て
の
志
こ
ゝ
ろ
ざ
し
。
む
げ
に
ば
し
な
し
給
は
る
な
。」
と
い
ふ
か
と
お
も
へ
ば
、
夢ゆめ
は
さ
め
て
心
も
自
然
に
清きよ
く
な
り
、
終つゐ
に
天
下
の
名めい
儒じゆ
と
成
、
年とし
よ
り
て
後のち
、
か
ゞ
み
山
に
入
、
神しん
仙せん
と
な
り
し
と
か
や
。
或
あ
る
ひ
との
曰いはく、「
鏡
か
ゞ
み
山やま
の
七
叟そう
の
一
人
は
、
此
官
蔵
な
り
。」
と
。
い
づ
れ
か
是ぜ
な
る
こ
と
を
し
ら
ず
。
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燈
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成
林　
新
狸
散
人
校
　
　
丹たん
波ば
小こ
女ぢよ
郎ろ
殺ころ
す㍼古こ
狸りを
㍽話わ
　
丹たん
波ば
小
女
郎
は
丹
波
の
山さん
中ちう
に
生むま
れ
し
人
な
る
が
、
成せい
高たか
く
し
て
力ちからは
十
人
を
か
ね
、
容かほ
貌かたち
亦
類たぐ
ひ
な
し
。
此
女
生むま
れ
得
て
任おと
こ俠
に
し
て
貧ひん
な
る
者
弱よは
き
者
を
憐あわ
れ
み
、
富とめ
る
も
の
強つよ
き
者
に
は
た
と
へ
死しす
と
も
枉まげ
て
従したがふ
こ
と
な
し
。
人
の
冤むじつを
う
け
、
或あるひは
強つよ
き
者
に
虐
し
ゑ
た
げら
る
ゝ
を
見
て
は
、
己おのれが
身
を
忘わす
れ
て
救すく
ひ
助たす
く
る
性せい
分ぶん
に
て
、
し
か
も
操
み
さ
ほ
堅かた
く
恋こい
慕した
ふ
人
多おゝ
け
れ
ど
も
、
何いづ
れ
も
た
ん
の
う
す
る
様やう
に
断ことはり
し
て
、
又
其
こ
と
を
噂うはさに
せ
ざ
る
ゆ
へ
、
恋こい
せ
し
人
も
弥
い
よ
〳
〵
焦こが
れ
け
る
。
　
或ある
と
き
、
母
の
衣いし
裳やう
を
調
と
ゝ
の
へん
と
て
城じや
下うか
へ
出
て
帰かへ
る
さ
、
あ
つ
さ
に
堪たへ
か
ね
て
、
松
か
げ
に
腰こし
う
ち
か
け
肌はだ
を
脱ぬい
で
涼すゞ
み
け
る
折おり
ふ
し
、
篠さゝ
山
に
勧
く
わ
ん
進じん
相すも
ふ撲
あ
り
と
て
、
上かみ
が
た
の
相すも
ふ撲
ど
も
大おゝ
勢ぜひ
通とほ
り
か
ゝ
り
け
る
が
、
美うつくし
き
女
の
大
は
だ
ぬ
ひ
で
居い
る
を
見
て
、
手て
籠ごめ
に
し
て
慰なぐさま
ん
と
一
人
の
大おゝ
前まへ
髪がみ
つ
か
〳
〵
と
立たち
寄より
て
、
さ
し
込こむ
手て
を
左
の
脇わき
に
引ひつ
ば
さ
め
ば
、
石いし
に
つ
め
ら
れ
た
る
五
五
如ごと
くに
て
、
さ
す
が
の
前まへ
が
み
こ
た
へ
か
ね
て
、「
ヤ
レ
人ひと
殺ごろ
し。」
と
い
ふ
や
否いな
や
、
若わか
手て
の
者
ど
も
一いち
同どふ
に
「
攫つかみみ
殺ころ
せ
。」
と
と
り
か
ゝ
る
を
、
片かた
手て
に
つ
か
ん
で
投なげ
の
け
〳
〵
、
か
の
前
髪
を
宙ちう
に
さ
し
上あ
げ
、「
手て
向むか
ひ
ひ
ろ
ぐ
と
、
此この
小こ
わ
つ
ば
微み
塵ぢん
に
な
さ
ん
。」
と
石いし
の
角かど
へ
さ
し
付つく
れ
ば
、
流さす
が石
の
大おゝ
勢ぜひ
辟へき
易ゑき
し
て
、
進しん
退たい
き
は
ま
つ
て
見
へ
た
る
所ところに
、
当とう
時じ
西にし
が
た
の
関せき
相すも
ふ撲
天あま
の
原はら
伝でん
右
衛
門
と
云
者
此この
所とこ
ろへ
来き
か
ゝ
り
、
こ
の
躰てい
を
見
て
小こ
相すも
ふ撲
ど
も
を
制せい
し
、
小こ
腰ごし
を
か
ゞ
め
、「
是
は
若わか
者もの
ど
も
が
無ぶ
礼れい
を
致いた
し
、
拙せつ
者しや
に
於おひ
て
申
訳わけ
も
な
き
次
第
に
て
候
。
其
前
髪
は
相
撲
の
法はう
を
破
や
ぶ
り
候
者
な
れ
ば
、
某
そ
れ
が
し
へ
被
つ
か
は
遣され
候
へ
。
捻ひね
り
殺ころ
し
可
申
。」
と
い
ふ
。
小
女
郎
前
髪
を
小こ
脇わき
に
引ひつ
は
さ
み
、「
若わか
ひ
時
に
は
あ
ば
る
ゝ
な
ら
ひ
な
れ
ば
、
苦
し
か
ら
ぬ
事こと
に
て
候
。
か
な
ら
ず
此この
子こ
を
痛いた
め
給
は
る
な
。
自みづ
ら
が
お
断
こ
と
は
り
を
聞きゝ
届とゞ
け
て
給
は
ら
ば
、
お
渡わた
し
可
申
。」
と
い
ふ
に
、
伝でん
右
衛
門
大
に
感かん
じ
、「
い
か
や
う
と
も
御おん
詞こと
ばは
背そむ
く
ま
じ
き
間
あ
い
だ
御おん
渡わたし
被
下
よ
。」
と
い
ふ
に
よ
り
、
ち
り
打
は
ら
い
、「
是
よ
り
後のち
、
か
ま
へ
て
あ
ば
れ
給
ふ
な
。」
と
六
尺しや
くゆ
た
か
の
大おゝ
男おと
こを
五
ツ
六
ツ
の
小しや
児うに
の
ご
と
く
帯おび
を
直なを
し
、
皺
を
引ひき
つ
け
伝
右
衛
門
へ
渡わた
し
け
れ
ば
、
伝
右
衛
門
大
に
悦よろこび
、
「
此この
後ゝち
は
互たが
ひ
に
御
親ちか
付づき
に
な
り
可
申
。
若もし
京きや
都うと
へ
御
出いで
あ
ら
ば
、
必かならず
御
尋たづね
下
さ
る
べ
し
。」
と
念ねん
頃
に
挨あい
拶さつ
し
け
れ
ば
、
小こ
相す
撲もふ
ど
も
み
な
〳
〵
恐おそ
れ
入
て
、「
先さき
先せん
刻こく
は
無ぶ
礼れい
の
段だん
真まつ
平ぴら
御ご
免めん
下
さ
る
べ
し
。」
と
誤あやまり
入
て
別わか
れ
け
る
が
、
此この
事こと
世せじ
上やう
の
流る
布ふ
と
成
、
は
ん
が
く
復また
出いで
た
り
と
い
は
ざ
る
人
は
な
か
り
け
る
。
　
爰こゝ
に
中ちう
国ごく
浪らう
人にん
に
、
石いし
部べ
小こ
三
郎
と
い
ふ
者
あ
り
。
此この
人
幼
い
と
け
なき
よ
り
聖せい
人じん
賢けん
士し
の
道みち
を
し
た
ひ
、
蛍ほたるを
集あつ
め
柳
を
あ
み
、
既すで
に
年とし
月つき
を
積つみ
し
程ほど
に
、
経けい
史し
諸しよ
子し
百しや
家くか
小
説せつ
に
至いた
る
ま
で
、
方ほう
寸すん
の
内
に
お
さ
め
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
是これ
を
以
て
、
時とき
の
老らう
儒じゆ
先せん
生せい
の
悪にく
み
を
得
、
上かみ
に
立たつ
も
の
皆みな
目め
を
側そばだて
石いし
部べ
を
み
る
に
至いた
つ
て
、
終つゐ
に
冤むじつの
罪つみ
に
お
と
し
、
国くに
を
追おい
出いだ
し
け
れ
ば
、
所しよ
々〳〵
方はう
々〴〵
に
流る
浪らう
し
、
是
ぞ
と
い
ふ
馴なじ
み染
も
な
け
れ
ば
、
足
を
留とゞ
む
る
所ところも
な
く
、
ま
だ
十
八
歳
の
若わか
も
の
な
れ
ば
、
人
に
諂へつらひ
世よ
を
渡わた
る
当たう
世せい
儒じゆ
者しや
の
手しゆ
段だん
を
も
し
ら
ざ
れ
ば
、
貯
た
く
わ
への
金かね
も
尽つき
果はて
て
、
袖そで
乞ごい
し
て
丹
波
の
国くに
に
入
け
る
が
、
小
女
郎
が
此
度
の
噂うはさを
聞きゝ
て
甘かん
心じん
し
、「
い
か
に
も
し
て
此
人
に
た
よ
り
、
一
ツ
の
住すみ
家か
を
求もと
め
ん
。」
と
、
は
る
〴
〵
と
尋たづ
ね
行ゆき
、
小
女
郎
が
在ざい
所しよ
の
隣
と
な
り
村むら
へ
ゆ
き
か
（
け
カ
）
れ
ば
、
近ちか
き
村むら
へ
夜や
前ぜん
盗
ぬ
す
び
との
入
た
る
と
て
、
目め
あ
か
し
ど
も
大おゝ
勢ぜい
尋たづ
ねに
出いで
け
る
が
、
小
三
郎
に
行ゆき
あ
ひ
、「
あ
や
し
き
さ
ま
の
痩やせ
浪らう
人にん
、
子し
細さい
あ
ら
ん
。」
と
お
つ
と
り
、「
巻まき
く
ゝ
れ
擲たゝ
け
。」
と
ひ
し
め
く
折おり
か
ら
、
小
女
郎
は
此この
村むら
に
親しん
類るい
あ
り
て
見み
舞まい
に
来き
か
ゝ
り
、
此この
躰てい
を
見み
て
、
目めあ
明かし
を
制せい
し
、「
つ
く
〴
〵
み
れ
ば
、
お
ち
ぶ
れ
て
も
優ゆう
美び
の
性せい
質しつ
、
只たゞ
も
の
な
ら
ず
。」
と
か
た
へ
江
招まね
き
、「
い
か
な
る
御おん
方かた
に
て
、
こ
ゝ
へ
は
何
の
用よう
あ
り
て
来きた
り
給
ふ
ぞ
。」
と
問とひ
け
れ
ば
、
小
三
郎
、「
某
そ
れ
が
しは
少
し
望
の
ぞ
み
有
て
、
小
女
郎
と
申
婦ふ
人じん
を
尋たづ
ね
参
ま
い
り
候
也
。」
と
い
ふ
。
小
女
郎
は
い
ぶ
か
し
く
、「
終つゐ
に
見み
な
れ
ぬ
御おん
方かた
の
、
小
女
郎
に
は
何
の
用よう
あ
り
て
御
尋たづね
候
哉
。」
と
問とひ
詰つめ
ら
れ
て
、
小
三
郎
し
か
〴
〵
の
よ
し
有あり
躰てい
に
は
な
し
け
れ
ば
、「
然しか
ら
ば
ま
づ
待まち
給
へ
。」
し
（
と
カ
）、
目め
明あか
し
を
呼よ
び
、
五
六
「
こ
れ
は
自みづか
ら
が
縁ゑん
有ある
御
人
な
り
。
決けつ
し
て
あ
し
き
こ
と
す
る
御
方
に
は
非あら
ず
。
万まん
一いち
有う
残ざん
を
か
け
る
人
あ
ら
ば
、
自みづか
ら
が
方かた
へ
来きた
り
給
へ
。」
と
云いゝ
渡わた
し
、
皆みな
々〳〵
帰かへ
り
け
れ
ば
、
小
女
郎
は
小
三
郎
が
顔かほ
を
つ
く
〴
〵
と
う
ち
守まも
り
、
涙なみ
だを
流なが
し
、「
痛いた
は
し
や
。
天てん
下か
に
秀ひいづる
御
方
も
世よ
に
引ひき
立たつ
る
者
な
け
れ
ば
、
在ざい
所しよ
娘むす
め
の
わ
れ
〳
〵
に
御
頼たの
み
と
は
勿もつ
躰たい
な
い
。
そ
れ
を
お
も
へ
ば
お
も
ふ
程ほど
、
わ
た
し
が
殿との
子ご
は
外ほか
に
は
な
い
。
自みづから
こ
そ
御
尋たづ
ねの
小
女
郎
に
て
候
也
。
わ
た
し
に
お
頼たのみあ
る
か
ら
は
、
お
ま
へ
に
も
頼
か
有
。」
と
、
今
ま
で
小
町
と
い
は
れ
た
る
み
さ
ほ
も
、
た
ち
ま
ち
小
三
郎
が
志
こ
ゝ
ろ
ざ
しに
は
ツ
イ
お
れ
て
、
深ふか
き
ゑ
に
し
と
成
に
け
る
。
さ
れ
ば
小
女
郎
は
小
三
郎
を
伴ともなひ
て
、
八や
つ
子こ
町まち
と
い
ふ
所ところへ
行ゆき
、
裏うら
屋
を
借か
り
て
そ
れ
〴
〵
に
、
世せ
帯たい
の
具そなへを
買か
ひ
集あつ
め
、
四よじ
畳やう
半はん
な
る
う
ら
借
し
や
く
屋
に
、
千ち
と
せ
万よろ
代づよ
か
は
ら
じ
と
、
夫ふう
婦ふ
の
契ちぎりを
な
し
に
け
る
。
　
既
に
日ひ
数かず
も
程ほど
ふ
れ
ば
、
ふ
た
お
や
の
あ
ん
じ
も
如い
何か
な
り
と
、
親しん
類るい
に
逗とう
留りう
せ
し
ふ
り
に
て
、
我わが
家や
へ
帰かへ
り
、
そ
れ
よ
り
両ふた
親おや
へ
ね
が
ひ
て
、
月
に
一
二
度ど
ヅ
ツ
小
三
郎
が
住
家か
へ
ぞ
通
ひ
け
る
。
小
三
郎
は
小
女
郎
が
情なさけに
よ
り
て
、
八
つ
子
の
町
に
僑
き
や
う
居きよ
を
な
し
、
少
は
心
お
ち
付
ど
も
、
長なが
き
袖そで
は
能よ
く
舞ま
ひ
、
多おゝ
き
銭ぜに
は
能
く
買か
ふ
と
、
貧ひん
な
る
も
の
を
ば
孔こう
子し
を
も
東とう
家か
の
丘きう
と
あ
な
ど
る
世よ
の
な
か
、
俗ぞく
に
対たい
し
て
も
辱
は
づ
か
し
めら
る
ゝ
口
惜おし
さ
、
お
り
〳
〵
に
物
が
た
り
け
れ
ば
、
小
女
郎
は
心
を
苦くる
し
め
て
、
何
と
ぞ
し
て
取
立
ん
と
お
も
へ
ど
も
、
素もと
よ
り
貧
な
る
家
な
れ
ば
、
月
々
の
貢みつぎ
さ
へ
親
に
隠かく
し
て
借か
り
集あつむ
る
仕
合
な
れ
ば
、
せ
ん
方かた
も
な
く
只たゞ
心
を
の
み
ぞ
痛いた
め
け
る
。
　
爰
に
同
じ
国
の
山
奥おく
に
、
土つち
右
衛
門
と
い
ふ
者
あ
り
。
舅しうとの
か
た
へ
見み
舞まわ
ん
と
、
網あみ
引ひつ
さ
げ
て
朝あした
よ
り
谷
川
に
漁
す
な
ど
り
せ
し
が
、
此
日
は
い
か
な
る
こ
と
に
や
、
一
尾ひき
の
ざ
こ
を
も
得
ず
。
只
な
ま
づ
三
頭ひき
を
得
て
、
是
な
り
と
も
と
わ
ら
づ
と
に
入
て
引
か
た
げ
、
三
里
ば
か
り
の
山
の
峯みね
を
越こし
け
る
お
り
か
ら
、
し
よ
ろ
〳
〵
み
づ
の
荒あれ
田た
の
中
に
う
さ
き
あ
み
を
張はり
た
る
に
、
雉きじ
の
か
ゝ
り
け
る
を
、
土
右
衛
門
き
つ
と
見
付
、「
是
く
つ
き
や
う
の
み
や
け
ど
な
り
。」
と
、
奪うば
ひ
と
つ
て
行ゆか
ん
と
せ
し
が
、「
イ
ヤ
〳
〵
、
人
の
も
の
を
た
ゞ
と
る
は
、
天
罰ばつ
も
恐
お
そ
ろ
し
。」
と
、
よ
く
此
な
ま
づ
に
替かへ
ん
と
、
わ
ら
づ
と
を
ほ
ど
き
、
な
ま
づ
を
あ
み
に
か
け
お
き
て
行
け
る
が
、
跡あと
へ
あ
み
ぬ
し
来
り
、
こ
れ
を
見
て
仰げう
天
し
、
「
此
村
初
り
て
よ
り
こ
の
か
た
、
此
所
に
な
ま
づ
の
居い
た
る
た
め
し
を
き
か
ず
。
然しか
る
に
今
、
わ
が
張はり
し
あ
み
に
か
ゝ
る
不
思し
議ぎ
は
不け
祥ち
な
り
。」
と
、
山
家が
か
た
気ぎ
の
一
と
筋すじ
に
ふ
る
い
〳
〵
村
の
庄しや
屋うや
へ
走はし
り
付
、
し
か
〴
〵
の
よ
し
物
語
れ
ば
、
庄
屋
も
大
に
驚おどろ
き
て
、
村
中
を
会よせ
て
此
事
を
評へう
諚じや
う
す
れ
ば
、
明あけ
の
日
は
は
や
隣
と
な
り
村
へ
聞きこ
へ
、
終つい
に
四
方
へ
き
こ
へ
わ
た
り
、「
ふ
し
ぎ
〳
〵
。」
と
い
は
ざ
る
も
の
な
し
。
　
こ
ゝ
に
お
ゐ
て
、
山
伏
に
た
の
み
て
易へき
を
筮ぜい
し
、
吉きつ
凶きやう
悔くわい
吝りん
い
か
ん
と
問とふ
に
、
山
伏
の
曰いはく、「
魚うを
に
し
て
山
に
居
る
。
是
を
物
其
天
を
離はな
る
ゝ
と
い
ふ
。
た
と
へ
ば
人
の
田でん
土ど
を
離
れ
て
、
水
に
入
が
如
し
。
な
ま
づ
は
陰いん
物ぶつ
な
れ
ば
、
水
に
属ぞく
す
水すい
物
。
此
所
に
あ
ら
は
る
ゝ
は
、
洪こう
水ずい
の
前ぜん
ぴ
や
う
な
り
。
村
中
水
に
流なが
れ
て
、
魚
の
山
に
在おる
が
如
く
、
人
々
皆みな
亦また
水
に
す
ま
ん
と
の
事
な
ら
ん
。
【挿絵】巻三（６ウ・７オ）
五
七
然しか
りと
い
へ
ど
も
、
祈き
念ねん
は
天
を
感かん
ず
。
今
天
よ
り
あ
ら
は
し
給
ふ
前
表ぴや
うの
な
ま
づ
を
、
か
め
に
入
て
餌
を
供くう
じ
、
大
明
神
と
祝いは
ひ
て
歳さい
時じ
に
祭まつ
り
な
ば
、
其
禍
わ
ざ
は
ひ
を
遁のが
る
べ
し
。」
と
云
。
村
中
是
に
同
じ
て
、
山
伏
の
い
ふ
通
り
に
し
、
か
め
の
上
に
社やしろを
建たて
て
、
な
ま
づ
大
明
神
と
尊そん
崇そう
す
。
　
其
後
さ
ま
〴
〵
の
妖よう
怪くわい
有
て
、
人
心
安
き
時
な
く
、
終つい
に
毎まい
年
一
人
の
娘
む
す
め
を
御ご
供くう
に
備そな
へ
け
れ
ば
、
備
へ
た
る
夜よ
、
其
女
行
方かた
知しれ
ず
な
り
て
、
扨さて
妖
怪
は
こ
れ
に
よ
り
て
出
ざ
り
け
る
。
こ
と
し
、
村
の
富かね
民もち
又
兵
衛
が
娘
に
あ
た
り
け
れ
ば
、
両ふた
親おや
の
悲かな
し
み
一
と
か
た
な
ら
ず
。
何
と
ぞ
身
が
は
り
を
立たて
て
、
娘
が
命いの
ち
を
救すく
は
ん
と
、
所しよ
々〴〵
方はう
々〴〵
へ
頼たの
み
遣つか
は
し
け
る
に
、
丹
波
小
女
郎
が
方かた
へ
も
名な
高だか
き
人
な
れ
ば
と
て
頼
み
け
る
に
ぞ
、
小
女
郎
こ
れ
を
聞きひ
て
不
便びん
に
お
も
ひ
、「
い
か
に
神
と
崇あがむれ
ば
と
て
、
人
を
御
供
に
備
る
と
は
天
道だう
王
法
に
も
背そむ
く
こ
と
を
し
ら
ず
。
巫みこ
山
伏
に
あ
ざ
む
か
れ
、
邪じや
見けん
の
事
を
甘あま
ん
ず
る
こ
そ
に
く
け
れ
。」
と
、
は
る
〴
〵
と
尋たづ
ね
行
、
又
兵
衛
夫
婦
に
逢あふ
て
、「
自みづから
は
小
女
郎
と
申
物
に
て
候
が
、
承
う
け
た
ま
はれ
ば
な
ま
づ
大
明
神
、
人
み
御ご
供
を
つ
ゞ
け
ら
れ
候
よ
し
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
む
ご
き
事
に
て
候
也
。『
神
は
非ひ
礼れい
を
う
け
ず
』
と
こ
そ
承
は
り
候
へ
。
お
や
子
の
中
を
引ひき
分わけ
て
、
莟つぼみの
花
の
肉しゝ
む
ら
を
餌へ
食じき
に
す
る
と
は
、
大おゝ
飯い
山
の
鬼おに
も
涙なみだ
を
な
が
す
べ
き
を
、
い
か
に
神
と
敬うやま
へ
ば
と
て
、
な
ま
づ
づ
れ
の
分ぶん
際ざい
で
ど
ふ
よ
く
に
も
く
ら
わ
ん
と
は
、
鬼
に
も
過すぎ
た
る
大
悪あく
無ぶ
道だう
。
此
小
女
郎
が
堪かん
忍にん
せ
ぬ
、
イ
ザ
大
明
神
へ
案あん
内
あ
れ
。
鬼
に
も
あ
れ
神
に
も
あ
れ
、
国
の
為ため
人
の
為
な
れ
ば
引
裂さい
て
わ
ら
は
が
餌
食
と
な
し
、
永なが
五
八
く
禍
わ
ざ
は
ひの
根ね
を
絶たゝ
ん
。」
と
い
へ
ば
、
又
兵
衛
夫
婦
あ
き
れ
は
て
、「
も
つ
た
い
な
き
事
を
仰おほせら
る
ゝ
も
の
哉かな
。
ま
の
あ
た
り
御
罰ばち
を
蒙かふむり
給
は
ん
こ
と
、
御
い
た
わ
し
ふ
こ
そ
候
へ
。
且かつ
又
村
中
の
者
の
夜
の
日
が
ね
ら
れ
ぬ
大
凶けう
事じ
の
出
来
ら
ん
も
は
か
り
難がた
し
。」
と
身み
振ぶる
ひ
す
れ
ば
、
小
女
郎
迚とて
も
詞ことばに
て
は
諭さと
さ
れ
ず
と
、「
し
か
ら
ば
自みづから
が
御
身み
代がは
り
に
立
申
べ
し
。
万
一
命いの
ちが
終おは
り
な
ば
、
自みづ
か
ら
が
夫
お
つ
と
八
ツ
子
町
の
石
部べ
小
三
郎
と
い
ふ
者
へ
、
命
の
代かは
り
と
思
召
、
年
々
に
心
を
付
て
給
は
れ
。」
と
い
へ
ば
、
夫
婦
は
大
に
悦よろこび
、「
兼かね
て
諸
方はう
へ
申
せ
し
通
り
、
命
の
代かは
り
は
三
百
両
。
今
御
渡わた
し
申
べ
し
。
若もし
偽いつ
は
り
な
ど
申
し
な
ば
、
大
明
神
の
御
怒いか
り
恐おそ
る
べ
き
こ
と
な
り
。」
と
、
用
意い
の
金きん
子す
を
さ
し
出
せ
ば
、「
い
や
と
よ
、
自
ら
が
何
に
か
せ
ん
。
其
心しん
底てい
を
見
る
上うへ
は
、
お
も
ひ
お
く
こ
と
さ
ら
〳
〵
な
し
。
返かへ
ス
〴
〵
も
、
小
三
郎
へ
必かならず
御
渡わた
し
下
さ
れ
よ
。」
と
い
へ
ば
、
又
兵
衛
感かん
涙るい
を
な
が
し
、「
然しか
ら
ば
命
の
有
う
ち
に
、
八
ツ
小
町
へ
送おく
る
べ
し
。」
と
、
急いそ
ぎ
飛ひき
脚やく
を
ぞ
こ
し
ら
へ
け
る
。
　
小
女
郎
は
、「
つ
く
〴
〵
と
思
へ
ば
お
ろ
か
な
る
事
な
が
ら
、
若もし
や
運うん
命めい
尽つき
は
て
ゝ
、
魚
の
餌
食
と
な
る
な
ら
ば
、
い
と
し
い
人
の
い
か
ば
か
り
、
我
を
恨うら
み
て
も
し
や
ま
た
、
病やまいの
初はじ
め
と
な
り
や
せ
ん
。
そ
れ
に
付
て
も
、
目
の
さ
き
に
み
ゆ
る
が
ご
と
き
恋
人
の
、
月
の
末
に
は
か
な
ら
ず
と
い
ふ
て
別わか
れ
し
其
時
に
、
も
し
や
心
が
ほ
か
〳
〵
の
花
へ
う
つ
り
は
し
よ
ま
い
か
と
案あん
じ
過すご
し
て
取とり
か
わ
し
た
手て
を
突つき
退のけ
て
、『
コ
レ
申
お
ま
へ
の
心
が
替かは
り
な
ば
、
わ
ら
は
ゝ
所しよ
存ぞん
が
ご
ざ
ん
す
。』
と
、
ぴ
ん
と
は
ね
た
も
今
は
は
や
、
我わが
身み
の
上うへ
と
な
り
し
ぞ
や
。
し
ん
だ
あ
と
で
も
可か
愛あい
ひ
と
、
思
ふ
て
後ご
世せ
の
と
ふ
ら
ひ
よ
り
、
外
の
女
に
か
ん
な
ら
ず
、
い
と
し
が
ら
れ
て
給
は
る
な
ど
は
、
う
ふ
も
の
ゝ
独ひと
居りゐ
の
寝ね
覚ざめ
〴
〵
に
わ
が
こ
と
を
お
も
ひ
出いだ
し
て
悲かな
し
か
ら
ん
。
い
か
な
れ
ば
う
み
山
隔へだ
て
ゝ
生むま
れ
し
身み
の
、
ど
ふ
し
た
縁ゑん
で
此
様やう
に
比ひ
翼よく
連れん
理り
の
か
た
ら
ひ
を
す
る
か
と
お
も
へ
ば
、
ま
ゝ
な
ら
ぬ
う
き
よ
の
な
か
の
う
き
こ
と
に
、
か
ゝ
る
哀あは
れ
も
さ
き
し
や
う
の
約やく
束そく
な
る
か
。」
と
、
恋こい
ゆ
へ
に
は
さ
す
が
丈ぢや
夫うぶ
の
魂
た
ま
し
いも
、
あ
ど
な
き
こ
と
を
く
よ
〳
〵
と
お
も
ふ
は
女
の
な
ら
ひ
か
や
。
　
斯かく
て
牲
い
け
に
へ
備そな
はり
し
と
、
小
女
郎
に
沐もく
浴よく
さ
せ
、
衣い
服ふく
を
改あらため
、
村
中
の
男なん
女によ
残のこ
ら
ず
群ぐん
集じゆ
し
て
、
神かぐ
楽ら
を
奏そう
じ
、
神み
酒き
を
す
ゝ
め
、
村
繁はん
昌じや
うを
祈いの
り
け
る
。
社やし
ろ
の
傍かたへ
に
は
、
一
丈
四し
方はう
の
棚たな
を
ゆ
ひ
、
小
女
郎
を
か
き
あ
ぐ
れ
ば
、
覚かく
悟ご
し
な
が
ら
今
は
は
や
、
生しや
死うし
の
さ
か
ひ
近ちか
寄より
て
、
灯とう
明めう
の
火ひ
の
煌
く
わ
う
々〳〵
と
、
日
も
暮くれ
は
て
ゝ
か
ん
な
ぎ
も
、
は
ら
へ
の
音おん
声じや
う
す
み
渡わた
り
、
神かぐ
楽ら
の
鈴すゞ
も
お
さ
ま
り
ぬ
。
小
三
郎
は
何なに
気げ
な
く
、
月
の
末
に
は
あ
ひ
み
ん
と
、
相
し
や
う
如じよ
が
伝でん
を
繰くり
返かへ
し
、「
酒さけ
を
う
り
し
卓たく
文ぶん
君くん
も
、
終つい
に
は
か
ゞ
や
く
故こき
郷やう
の
に
し
き
、
我われ
今いま
爰こゝ
に
沈しづ
む
と
も
、
上じや
林うり
子んし
虚きよ
の
も
ん
さ
く
は
、
九こゝ
重のへ
の
都みやこの
春はる
に
か
ん
ば
し
く
、
追おつ
付つけ
駟し
馬ば
の
車くるまを
擁よう
し
、
人
の
耳じ
目もく
を
驚おどろさ
ん
。」
と
、
お
ろ
か
な
る
思し
案あん
を
な
す
は
、
当とう
世せい
学がく
者しや
の
風ふう
流りう
に
て
、
皆みな
山やま
蕷いも
の
か
ば
や
き
な
り
。
　
斯かゝ
る
所
へ
又
兵
衛
が
使つか
ひ
、
三
百
両
を
も
た
げ
行ゆき
、
し
か
〴
〵
の
よ
し
物もの
語がた
れ
ば
、
小
三
郎
仰げう
天てん
し
、「
い
か
に
夫おつとを
お
も
へ
ば
と
て
、
身
を
捨すつ
る
と
は
甚
は
な
は
だ
し
。
と
は
い
へ
、
こ
れ
は
山さん
中ちう
の
民たみ
の
心
の
朴すなほな
る
を
、
巫みこ
修やま
験ぶし
の
欺あざむき
し
五
九
故ゆへ
な
ら
ん
。」
と
は
思
へ
ど
も
心
な
ら
ず
、
使
の
者
を
案
内
に
て
、
日
を
経へ
て
彼かの
村
に
至いた
り
し
が
、
今
宵
は
痛いた
は
し
や
、
人
身
御
供
を
明
神
へ
捧
た
て
ま
つる
と
噂うはさを
聞きい
て
、
直ぢき
に
は
せ
付
み
れ
ば
、
小
女
郎
は
棚たな
の
う
へ
に
白
装しやう
束ぞく
を
ま
ど
ひ
、
巫みこ
か
ん
な
ぎ
が
神
は
さ
め
の
最さい
中ちう
な
り
。
少
し
は
心
も
お
ち
つ
き
て
、
か
た
へ
の
松
影かげ
に
忍しの
び
て
様やう
子す
を
伺うかゞへ
ば
、
夜よ
も
は
や
初しよ
夜や
に
な
り
け
れ
ば
、
人
々
村
へ
立
帰かへ
り
、
社しや
頭とう
闃ひつ
そと
静しづまり
た
り
。
小
女
郎
は
懐
く
わ
い
剣けん
ぬ
き
も
ち
、
社やしろの
か
た
を
き
つ
と
睨
に
ら
み
守まも
り
つ
め
て
居い
た
り
し
が
、
不
思し
議ぎ
や
、
社
頭
鳴めい
動どう
し
、「
め
り
〳
〵
い
ふ
は
神
か
あ
ら
ぬ
か
。
ア
ヽ
怪あや
し
や
。」
と
見
る
う
ち
に
、
一
丈
ば
か
り
の
夜や
叉しや
の
す
が
た
、
忽
た
ち
ま
ち
こ
ゝ
に
あ
ら
わ
れ
出
、
棚たな
を
目
が
け
て
来く
る
所
を
、
小
女
郎
す
か
さ
ず
飛とん
で
下お
り
、
鳥とり
居い
を
引ひき
抜ぬき
、
よ
こ
な
ぐ
り
に
、「
み
ぢ
ん
に
な
れ
。」
と
ふ
り
廻まは
せ
ば
、
忽たちまち
た
ぬ
き
の
姿すがたと
変へん
じ
、
逃にぐ
る
所
を
小
三
郎
、「
得
た
り
や
賢かし
こ
し
。」
と
、
抜
打うち
に
真ま
二
つ
に
切
付
れ
ば
、
小
女
郎
嬉うれ
し
さ
限かぎ
り
な
く
、
又
妖よう
怪くわ
い
か
と
疑うたが
ひ
て
、
状やうす
を
得とく
と
尋たづぬ
れ
ば
、
小
三
郎
始し
終じう
の
こ
と
を
物
語
り
、
そ
れ
よ
り
二
人
社やし
ろを
打うち
砕くだ
き
、
か
め
の
内
を
見
て
あ
れ
ば
、
あ
わ
れ
な
る
哉
な
ま
づ
大
明
神
、
骨ほね
ば
か
り
ぞ
残のこ
り
居い
け
る
。
　
夫
婦
の
も
の
は
う
ち
笑わら
ひ
て
又
兵
衛
が
宅たく
へ
帰かへ
り
、
こ
よ
い
の
状やうす
を
物
語
り
、
三
百
両
を
さ
し
返かへ
せ
ば
、「
正
直
者
の
お
し
か
へ
し
、
私
が
娘
な
ら
ば
狸
た
ぬ
き
の
為ため
に
殺ころ
さ
る
ゝ
は
必ひつ
定ぢや
う。
さ
す
れ
ば
是
亦また
命いの
ちの
代かは
り
、
少
も
御
遠へん
慮りよ
被
下
な
。」
と
い
ふ
に
よ
り
、
夫
婦
し
て
神
道たう
の
あ
ら
ま
し
を
物
語
り
、「
此
後
人
に
欺
あ
ざ
む
か
れ
給
ふ
な
。」
と
教おし
へ
お
き
て
、
そ
れ
よ
り
小
三
郎
は
八
つ
子
町
を
引
は
ら
い
、
小
女
郎
を
同どう
道〴〵
し
て
京
都
へ
出
け
れ
ば
、
天
の
原
伝
右
衛
門
、
身
に
引
受
て
世せ
話わ
し
、
終つい
に
大
儒じゆ
先
生
と
成
て
、
後
に
滄そう
海かい
先せん
生せい
と
云いゝ
し
は
此
小
三
郎
が
事
な
り
と
ぞ
。
怪
談
雨
之
燈
第
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難なに
波は
の
里さと
は
、
高たか
き
屋
の
詠へい
あ
り
し
よ
り
後のち
、
民たみ
富とみ
て
風ふう
俗ぞく
も
優やさ
し
か
り
し
。
慶けい
長
の
頃ころ
と
か
や
、
麩
屋
の
才
右
衛
門
と
い
ふ
者
あ
り
。
難
波
の
里
に
於おい
て
一
二
を
争あらそふ
富ふう
家か
に
て
、
一
子
才
蔵
に
学がく
問もん
遊ゆう
芸げい
出しゆつ
精せい
さ
せ
、
十
一
、
二
よ
り
酢す
屋
の
勘かん
兵
衛
と
い
ふ
歌か
道だう
学
問
達たつ
者しや
な
る
人
の
弟で
子し
と
な
し
、
日
々
其
家いへ
へ
通かよ
ひ
け
る
が
、
才
知ち
人
に
勝すぐ
れ
け
る
程ほど
に
、
十
七
歳さい
に
て
も
は
や
代
講かう
を
勤つと
め
、
内
に
入
て
は
能よく
父ちゝ
母はゝ
に
事つか
へ
し
程
に
、
勘
兵
衛
も
我わ
が
片かた
腕うで
に
も
な
る
べ
き
生おひ
立
と
、
折
に
は
人
に
も
風ふい
聴ちや
う
し
け
る
。
勘
兵
衛
ひ
と
り
の
娘むすめ
あ
り
。
掌しやう
上
の
珠たま
と
寵てう
愛あい
せ
し
が
、
此
娘
ひ
そ
か
に
才
蔵
に
お
も
ひ
を
か
け
、
去さ
り
し
頃
よ
り
何
と
ぞ
し
て
能よき
首しゆ
尾び
あ
ら
ば
あ
ふ
さ
か
の
関せき
、
と
め
ら
れ
ぬ
恋こい
と
成
け
れ
ど
も
、
逢あふ
て
は
そ
れ
と
得へ
も
い
は
ず
、
只たゞ
貌かほ
に
ち
る
紅
葉
ば
の
、
て
る
日
六
〇
も
ふ
る
日
も
来く
る
人
に
、
心
あ
わ
び
の
片かた
お
も
ひ
、
き
せ
る
を
杖つへ
に
物
あ
ん
じ
、
欝うつ
と
り
と
し
て
居い
る
所
へ
、
才
蔵
は
毎いつもの
ご
と
く
玄げん
関くわ
んよ
り
う
ち
通とほ
り
、
「
今
日
は
暖だん
和くわ
の
天
気
、
先
生
に
は
何いづ
方かた
へ
か
御
出
な
さ
れ
候
哉
。
又
御ご
顔がん
色しよく
の
よ
か
ら
ざ
る
は
例れい
の
御
積しや
くで
ご
ざ
る
か
。」
と
問と
は
れ
て
、
お
な
み
は
、「
い
や
〳
〵
、
是
は
ほ
や
の
ゆ
へ
に
、
常ゐつ
住しく
此
様やう
に
な
や
み
ま
す
。」
と
返へん
答たう
す
。
才
蔵
博はく
物ぶつ
な
り
と
い
へ
ど
も
、「
ほ
や
の
」
と
い
ふ
こ
と
終つい
に
知し
ら
ず
。
さ
れ
ば
と
て
根ね
問どひ
も
な
ら
ず
、「
い
か
さ
ま
そ
れ
は
御
難なん
義ぎ
。」
と
、
間ま
に
合
口
上
取
結むす
び
、
扨さて
弟で
子し
中
と
講こう
習しう
し
お
は
り
て
、「
今
日
は
先
生
も
留
主
な
れ
ば
、
銘めい
々〳〵
一
首しゆ
の
詩し
を
作つく
り
、
帰かへ
ら
れ
て
の
慰
な
ぐ
さ
み
に
机つくへ
の
う
へ
に
お
く
べ
し
。」
と
て
、
各
お
の
〳
〵
小こ
首くび
を
傾
か
た
ぶ
け
て
、
五
言ごん
七
言
十
二
體てい
、
或あるい
は
和わ
歌か
を
詠ゑい
じ
け
る
お
り
か
ら
、
お
な
み
へ
赤あか
軸ぢく
の
筆
一
対つい
携
た
づ
さ
へ
出い
で
清せい
書しよ
を
し
給
は
ゞ
、「
ほ
や
の
を
参まい
ら
せ
ん
。」
と
才
蔵
に
与あた
へ
け
れ
ば
、「
コ
レ
ハ
〳
〵
。」
と
お
し
い
た
ゞ
き
は
戴いたゞき
な
が
ら
、「『
ほ
や
の
』
と
は
合が
点てん
ゆ
か
ず
。
ふ
か
く
思し
案あん
を
め
ぐ
ら
す
に
、
赤
軸ぢく
の
筆
を
与
へ
し
は
、
我
に
彤とう
管くわ
ん
を
贈おく
る
と
い
へ
る
詩し
の
、
む
か
し
賢かし
こ
き
人
の
恋こい
の
道みち
と
は
お
も
へ
ど
も
、
再ふたゝ
び
我
に
向
ひ
て
『
ほ
や
の
』
と
い
ひ
し
詞ことば
の
奥おく
の
、
し
れ
ざ
れ
ば
い
か
ゞ
は
せ
ん
。」
と
お
も
ひ
し
が
、「
イ
ヤ
〳
〵
、
こ
れ
は
た
し
か
に
和わ
歌か
の
詞
な
ら
ん
。
帰
り
て
吟ぎん
味み
せ
ん
も
の
。」
と
、
其
日
は
外
々
よ
り
も
は
や
く
退しりぞき
て
、
家
に
お
さ
め
し
『
二
十
一
代
集しう
』
を
取とり
出
し
、
か
た
は
し
よ
り
よ
み
け
る
が
、
其
中
に
証しや
歌うか
あ
り
。
　
　
し
な
の
な
る
ほ
や
野
ゝ
薄
す
ゝ
き
穂ほ
に
出
て
　
　
　
引
か
は
な
び
か
ん
今
ひ
か
ば
ひ
け
こ
の
歌
を
み
る
よ
り
も
、
お
も
は
ず
堅
き
心
も
蕩とろ
け
、「
さ
て
は
我われ
を
恋
し
た
ふ
に
て
あ
り
け
る
か
。
さ
り
な
が
ら
、
我
も
一
人
の
子
、
彼かれ
も
ひ
と
り
の
娘
な
れ
ば
、
と
て
も
そ
は
れ
ぬ
中
な
り
。」
と
お
も
ふ
ほ
ど
、
な
を
ま
す
恋
の
ふ
ち
へ
入
と
も
、
斯かく
ま
で
に
お
も
は
れ
思
ふ
上
か
ら
は
、
い
と
は
ぬ
心
と
成
け
る
に
ぞ
、
思
案
を
さ
だ
め
て
、
文
は
人
目
の
憚
あ
り
と
短たん
冊ざく
に
、
　
　
北
風
や
我
身
は
水
の
上
の
草
と
書かき
認した
ゝ
め
て
、
よ
き
し
ゆ
び
あ
ら
ば
渡わた
さ
ん
と
思
へ
ば
、
自し
然ぜん
と
お
く
れ
が
つ
き
、
ま
た
十
七
の
若わか
翠みど
り
、
か
ほ
に
紅
ち
る
初
恋
の
念ねん
が
届とゞ
き
て
、
縁へん
先さき
へ
う
か
れ
出
た
る
お
波なみ
が
袖そで
へ
、
人
の
見
ぬ
ま
と
入
る
う
ち
、「
娘
〳
〵
。」
と
、
母
親
の
尋
る
こ
へ
に
見
合
し
た
顔かほ
で
、
後
に
と
い
ひ
合
せ
別わか
れ
て
、
我
家や
へ
帰かへ
り
け
る
。
お
な
み
は
う
れ
し
き
恋
人
の
お
く
り
し
文
と
、
袂たもと
よ
り
出
し
み
れ
ば
、「
短
冊
に
上かみ
の
句く
ば
か
り
書
た
る
は
、
い
や
と
い
ふ
の
じ
や
あ
る
ま
い
か
。」
と
、
は
や
ま
は
り
気き
の
心
を
し
づ
め
、「
北
風
と
は
詩し
の
北ほく
風ふう
の
章しやうに
、
『
美
人
我
に
彤
管
を
お
く
る
』
と
い
ふ
こ
と
あ
り
。
こ
の
頃
の
ふ
で
の
こ
と
、
嬉
し
と
お
も
ふ
て
句
の
上
に
お
き
、
文
字
こ
そ
香
ば
し
け
れ
。
わ
が
身み
は
水
の
上
の
草くさ
と
は
、
身
は
う
き
草
と
い
ふ
こ
と
な
ら
ん
。
古こ
歌か
に
、
　
　
わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
う
き
草
の
根ね
を
た
へ
て
　
　
　
さ
そ
ふ
み
づ
あ
ら
ば
い
な
ん
と
ぞ
お
も
ふ
と
い
へ
る
心
を
書かき
給
ひ
し
は
い
か
に
。」
と
、
し
ば
し
か
ん
が
ふ
る
に
、「『
一
六
一
人
娘むす
め
と
一
人
息むす
子こ
、
と
て
も
こ
ゝ
で
は
そ
は
れ
ぬ
。
な
れ
ば
わ
れ
だ
に
が
て
ん
す
る
な
ら
ば
、
つ
れ
て
の
か
ん
。』
と
い
へ
る
こ
と
か
。
此
里
に
て
一
二
を
争
ふ
身
代
を
、
我われ
ゆ
へ
に
ふ
り
捨すて
ん
と
の
志
。
た
と
へ
し
ぬ
と
も
忘わす
れ
は
せ
じ
。
い
づ
く
い
か
な
る
所
へ
な
り
と
も
、
身
の
か
ん
な
ん
は
い
と
は
じ
。」
と
、
お
も
ひ
こ
み
た
る
娘
気
の
、
其
夜よ
は
夢ゆめ
が
う
つ
ゝ
と
も
し
ら
ぬ
ふ
た
お
や
、
あ
か
つ
き
の
か
ね
に
目
ざ
ま
し
、
し
は
ぶ
き
の
ね
ほ
れ
し
耳みゝ
に
お
な
み
が
ね
ご
と
、
お
も
ふ
こ
と
を
あ
り
〳
〵
と
い
ふ
の
を
聞きけ
ば
、
お
そ
ろ
し
や
と
夫
婦
は
興けう
を
さ
ま
し
け
る
。
　
明
れ
ば
夫
婦
談だん
じ
あ
ひ
、「
何
と
も
し
て
此
こ
と
の
あ
ら
は
れ
ぬ
よ
ふ
、
䂓
い
け
ん
を
加くわ
へ
て
止やま
さ
せ
ん
。」
と
、
娘
を
一
間
へ
よ
び
、「
わ
が
身
は
子こ
供ども
心
の
浅あさ
は
か
に
、
麩
屋
才
蔵
と
か
け
お
ち
せ
ん
約やく
束そく
あ
り
と
お
ぼ
へ
た
り
。
さ
あ
れ
ば
、
両りや
家うけ
と
も
滅めつ
亡ばう
せ
ん
こ
と
ま
の
あ
た
り
。
爰こゝ
の
所
を
聞
わ
け
よ
。
汝わがみに
兄けう
弟だい
で
も
あ
る
麩
屋
に
子
た
ち
が
多おほ
け
れ
ば
、
お
も
ひ
合
た
な
か
な
ら
ば
、
何
し
に
心
を
む
げ
に
せ
ん
。
此
方はう
へ
囉もら
ふ
が
あ
の
方
へ
よ
め
ら
す
が
仕し
や
う
も
や
ふ
は
有ある
な
れ
ど
、
い
か
に
せ
ん
、
両
家
と
も
に
皆
あ
と
取
の
娘
と
む
す
こ
、
夫
婦
に
し
て
は
一
方
が
先せん
祖ぞ
へ
立
ぬ
大
不
孝かう
。
汝
一
人
の
心
へ
に
て
、
大
孝
行
と
な
る
こ
と
を
、
常つね
々〴〵
父ちゝ
が
講こう
釈しや
くに
い
ひ
き
か
す
る
は
こ
ゝ
の
事
。」
と
い
は
れ
て
、
は
つ
と
思
ひ
な
が
ら
、「
そ
れ
は
合が
点てん
の
ゆ
か
ぬ
こ
と
、
露つゆ
ち
り
お
ぼ
へ
ぬ
無
躰たい
の
仰おほせ。」
と
お
は
せ
も
果はて
ず
、
大
に
怒いか
り
、「
お
の
れ
ち
ん
ず
る
ほ
ど
い
よ
〳
〵
以
て
捨すて
お
か
れ
ぬ
。
才
蔵
と
通つう
ぜ
し
こ
と
、
ね
ご
と
に
残のこ
ら
ず
ま
づ
か
ふ
〳
〵
い
ふ
た
が
、
そ
れ
で
も
覚おぼ
へ
は
な
い
か
。」
と
、
見み
透すか
す
ご
と
く
き
め
付
ら
れ
、
ふ
る
ふ
心
を
お
し
詰
め
〳
〵
、「
ね
ご
と
に
言い
は
ふ
が
ど
ふ
せ
ふ
が
、
露つゆ
も
お
ぼ
へ
の
な
い
こ
と
を
、
ど
ふ
よ
く
な
る
御ご
詮せん
義ぎ
。」
と
、
泣ない
て
見み
せ
て
も
合が
点てん
せ
ず
。「
然しか
ら
ば
『
互たが
ひ
に
約やく
束そく
の
心
た
が
へ
ず
、
ち
か
き
内うち
に
つ
れ
て
退のい
て
給
は
れ
。』
と
、
才
蔵
あ
て
に
状じやうを
書
け
。
お
の
れ
が
い
は
ね
ば
才
蔵
が
返へん
事じ
で
事
が
あ
ら
は
る
ゝ
。」
と
硯すゞりと
紙かみ
を
さ
し
つ
く
れ
ば
、「
今いま
更さら
何なに
と
言いゝ
わ
け
も
の
つ
ぴ
き
な
ら
ぬ
手て
詰づめ
と
成
、
鹿しか
を
馬むま
と
も
い
は
れ
ぬ
は
ね
ご
と
に
、
恋こふ
る
其
人
の
ふ
で
の
あ
と
ま
で
う
ち
あ
か
し
、
か
ゝ
る
う
き
め
と
い
ふ
こ
と
を
し
ら
せ
て
や
ら
ん
。」
と
お
も
へ
ど
も
、
か
ふ
〳
〵
書
け
と
て
ゝ
お
や
が
お
し
へ
る
こ
と
ば
ゝ
、
一
々
に
兼かね
て
覚おほべの
約やく
束そく
を
い
は
ん
と
お
も
ひ
し
こ
と
ば
か
り
、
目め
を
は
な
さ
ね
ば
せ
ん
か
た
な
く
心
の
う
ち
に
祈きぐ
願わん
を
こ
め
、「
和わ
歌か
三さん
神じん
も
心
あ
ら
ば
は
る
か
に
助たす
け
給
は
れ
。」
と
祈き
念ねん
の
む
ね
に
の
り
う
つ
る
神かみ
か
あ
ら
ぬ
か
、
古ふる
き
よ
の
歌
を
忽たちまち
お
も
ひ
出だ
し
、
目め
出で
度たく
か
し
こ
の
か
の
字
を
ば
わ
ざ
と
の
の
字じ
に
書かき
認した
ゝ
め
、「
何
と
ぞ
こ
れ
を
さ
と
れ
か
し
。」
と
手
ば
や
に
封ふう
じ
て
渡わた
し
け
れ
ば
、
勘
兵
衛
は
下げ
女じよ
を
招まね
き
、
か
よ
ふ
〳
〵
に
は
か
ら
ふ
べ
し
と
謀
は
か
り
ご
とを
捧さゝ
げ
れ
ば
、
下
女
は
才
蔵
が
か
た
へ
走はし
り
行ゆき
、
若わか
旦だん
那な
へ
内ない
用やう
あ
り
と
部へ
屋や
へ
通
り
、「
お
な
み
さ
ま
よ
り
何
事
も
み
な
承
う
け
た
ま
は
り
候
。
か
や
う
な
こ
と
を
我われ
々
に
御
隠かく
し
遊あそ
ば
す
ほ
ど
御
身
の
為ため
に
宜よろ
し
か
ら
ず
。」
と
文ふみ
を
渡わた
せ
ば
、
才
蔵
ひ
ら
き
み
る
に
、「
こ
の
頃ころ
の
約やく
束そく
を
た
が
へ
ず
、
つ
れ
て
の
き
給
は
れ
。」
と
の
文ぶん
躰てい
な
れ
ば
、
返へん
事じ
を
認
し
た
ゝ
め
ん
と
硯
す
ゞ
り
箱ばこ
に
手
を
か
け
し
が
、
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二
か
し
こ
の
か
の
字
を
の
と
書かい
た
は
い
か
に
と
み
る
う
ち
、「
手
の
ふ
る
い
と
い
ひ
毎いつ
も
の
手しゆ
跡せき
に
あ
ら
ざ
る
は
、
親おや
に
別わか
れ
る
悲かな
し
さ
か
、
亦また
は
子し
細さい
の
有
こ
と
か
。」
と
お
も
ひ
出いづ
れ
ば
、「
其
む
か
し
歌か
書しよ
を
読よみ
た
る
其
な
か
に
、
　
　
津つ
の
国くに
の
の
し
く
の
里
に
来き
て
み
れ
ば
　
　
　
ま
つ
は
根ね
ご
と
に
あ
ら
は
れ
に
け
り
と
お
ぼ
へ
た
る
が
、
さ
て
は
ね
ご
と
に
ふ
た
り
が
中
を
い
ふ
て
人
に
も
け
ど
ら
れ
し
が
此
ふ
み
い
か
に
も
怪あや
し
や
。」
と
、
下
女
に
向むかつて
気きし
色よく
を
正たゞ
し
、「
お
な
み
ど
の
に
は
狂きや
気うき
と
み
へ
て
、
存
も
よ
ら
ぬ
約やく
束そく
な
ど
ゝ
文ふみ
を
賜たま
は
る
覚おぼへは
な
し
。
急いそ
ぎ
返かへ
つ
て
人
違ちが
ひ
が
よ
し
そ
れ
に
も
せ
よ
。
異い
見けん
し
て
き
か
れ
ぬ
時とき
は
我われ
に
知し
ら
せ
よ
。『
大
恩おん
あ
る
先せん
生せい
な
れ
ば
、
我われ
よ
り
屹きつ
と
御
異い
見けん
を
申
さ
れ
よ
。』
と
い
ふ
べ
し
。」
と
、
厲はげ
し
き
詞ことばに
下
女
も
あ
き
れ
は
て
ゝ
立
帰かへ
り
、
勘
兵
衛
に
斯かく
と
告つげ
け
れ
ば
、「
扨さて
は
い
よ
〳
〵
娘
が
い
ひ
し
通とほ
り
な
り
。」
と
、
是これ
よ
り
心
を
ゆ
る
し
け
る
。
　
娘
は
そ
れ
よ
り
覚かく
悟ご
を
極きわ
め
、
一
首しゆ
の
歌
を
書かい
て
才
蔵
が
書しよ
物もつ
の
中
へ
入
お
き
し
が
、
開ひら
き
み
る
に
、「『
ふ
る
さ
と
に
今こ
宵よい
か
ぎ
り
の
命いのちと
も
し
ら
で
や
人
の
わ
れ
を
待まつ
ら
ん
』
と
古
歌
を
書かき
し
は
、
扨
は
あ
す
の
よ
死し
な
ん
と
の
し
ら
せ
な
る
か
。
我
と
て
も
何なに
し
に
一
人
生
な
が
ら
へ
ん
。」
と
、
　
　
ま
て
し
ば
し
子
を
お
も
ふ
や
み
に
迷まよ
ふ
ら
ん
　
　
　
は
て
の
山やま
路ぢ
の
道
し
る
べ
せ
ん
と
、
同
じ
く
古こ
歌か
に
て
知し
ら
せ
け
れ
ば
、
娘
は
嬉うれ
し
く
、「
さ
る
に
て
も
死しぬ
る
六
三
所とこ
ろは
隔へだつれ
と
も
、
冥めい
途ど
は
一
つ
し
で
の
み
ち
。
手
を
携たづさへ
て
往ゆか
ん
も
の
。」
と
密ひそ
かに
用よう
意い
を
な
し
け
る
が
、
既すで
に
日ひ
暮くれ
て
人
静しづ
まり
、
父
母
の
熟うま
く
眠ね
ら
る
ゝ
を
、
今
や
〳
〵
と
待まち
居い
た
る
に
、
部へ
屋や
の
外そと
面も
に
足あし
お
と
し
て
、
戸と
を
し
め
あ
け
に
明あく
る
の
は
盗
ぬ
す
び
とな
る
か
と
身
も
振ふる
は
れ
、
父
母
を
お
こ
し
な
ば
死し
ぬ
妨
さ
ま
た
げ、
と
又
ひ
と
つ
迷まよ
ひ
に
ま
よ
ふ
程ほど
も
な
く
、
外そと
よ
り
顔かほ
を
さ
し
出いだ
す
は
、
麩
屋
才
蔵
が
旅たび
出で
立たち
、
早はや
ふ
〳
〵
と
小こ
手て
招まね
き
に
、「
こ
れ
は
夢ゆめ
か
や
嬉うれ
し
や
。」
と
振ふる
ふ
ひ
ざ
ぶ
し
や
ふ
〳
〵
と
忍しの
び
出いづ
れ
ば
、
才
蔵
、「
互たが
ひ
に
死しん
で
は
お
や
〳
〵
へ
、
不
孝かう
に
不
孝
を
重かさぬれ
ば
、
し
ば
し
此この
場ば
を
立
退のか
ん
。」
と
手
に
手
を
と
り
て
行ゆき
け
る
が
、
忽たちまち
一
人
の
老らう
人じん
あ
り
。「
二
人
の
者
し
ば
ら
く
待ま
て
。
行ゆく
先さき
〳
〵
は
み
な
他た
人にん
あ
つ
た
ら
命いのちを
失うしなは
ん
も
は
か
り
が
た
し
。
我
が
家いへ
に
か
く
ま
い
く
れ
ん
。」
と
い
ふ
に
、
二
人
は
伏ふし
お
が
み
、「
然しか
ら
ば
宜よろ
し
ふ
御
頼たのみ
申
上
る
。」
と
、
跡あと
に
付
し
ば
ら
く
行ゆく
と
お
ぼ
へ
し
が
、
金きん
殿でん
楼ろう
閣かく
玉たま
を
布し
く
庭には
の
か
ゞ
り
は
蓬ほう
萊らい
の
山
を
象かたどる
奇き
麗れい
の
宅たく
、
二
人
を
二
つ
の
高たか
ど
の
に
分わけ
て
か
く
ま
ふ
主あるじの
心こゝろ、
心
あ
ら
ん
と
別わか
る
れ
ば
、
女
中
あ
ま
た
が
か
し
づ
き
て
、
山さん
海かい
の
珍ちん
味み
を
集あつ
め
、
日
々
夜や
々
の
管
く
わ
ん
弦げん
に
う
さ
を
も
し
ば
し
は
忘わす
れ
け
る
。
　
才
蔵
は
、「
今こ
宵よひ
こ
そ
別わか
れ
〳
〵
に
死しぬ
と
て
も
、
冥めい
途ど
の
旅たび
は
手
を
引
て
、
ひ
と
つ
蓮はちすに
永なが
き
よ
を
楽たのしん
で
暮くら
さ
ん
と
お
も
へ
ど
、
ま
い
ち
ど
顔かほ
を
見み
て
死し
ん
だ
ら
お
も
ひ
は
あ
る
ま
い
。」
と
忍しの
び
出いで
て
、
酢す
屋や
の
軒のき
窺うか
ゞ
ふ
さ
き
に
立たち
姿すが
たは
、
た
し
か
に
そ
れ
と
さ
し
覗のぞ
け
ば
、
娘
お
波
は
忍しの
び
声ごへ
、「
今
更
死しん
で
は
大
恩おん
の
お
や
〳
〵
へ
不
孝かう
に
ふ
か
う
を
重かさぬる
道だう
理り
、
此
わ
け
い
ふ
て
諸もろ
と
も
に
立たち
の
か
ん
。」
と
爰こゝ
迄
は
忍しの
び
て
出
た
と
聞きく
う
れ
し
さ
、「
し
か
ら
ば
早はや
く
。」
と
手
を
引ひい
て
、
行ゆく
さ
き
〳
〵
も
く
ら
や
み
に
、
灯てう
ち
ん
と
ぼ
し
て
二
人
と
も
先まづ
待ま
て
と
い
ふ
に
驚おどろき
、
逃にげ
ん
と
す
る
を
二
人
と
も
驚おどろく
こ
と
な
か
れ
、
汝おみ
等たち
が
こ
と
皆みな
し
つ
た
り
我わ
が
家いへ
に
養やしなひ
お
か
ん
と
引ひつ
立たて
ら
れ
、
こ
は
〴
〵
な
が
ら
行ゆく
程ほど
に
、
是
も
同おな
じ
く
金きん
銀〴〵
の
楼ろう
榭しや
台たい
観くわん
崢さう
嶸かう
と
建たて
並なら
べ
た
る
其
中なか
に
、
夫ふう
婦ふ
と
も
ま
づ
当たう
分ぶん
は
別わか
れ
て
居い
よ
と
別べつ
に
お
き
、
詩しい
歌か
管くわん
弦げん
を
以
て
女
中
あ
ま
た
に
と
り
ま
か
れ
、
既すで
に
数す
日にち
を
経へ
た
り
け
る
。
　
去さる
程ほど
に
、
難
波
に
は
、
麩
屋
才
蔵
勘
兵
衛
が
娘
を
つ
れ
て
欠かけ
落おち
し
た
り
と
、
諸しよ
寺じ
諸しよ
山さん
へ
祈きぐ
願わん
を
こ
め
、
四し
方はう
へ
尋たづぬる
人
を
出いだ
し
、
お
や
〳
〵
の
あ
ん
じ
は
い
ふ
ば
か
り
な
し
。
両りや
家うけ
と
も
に
代だい
々〳〵
玉たま
造つく
りと
い
ふ
所
の
稲いな
荷り
を
信しん
仰かう
せ
し
は
、
此
度
も
ふ
か
く
祈き
請せい
を
こ
め
け
る
に
、
或ある
夜よ
の
夢ゆめ
に
稲
荷
大
明
神
両
家
の
親おや
に
告つげ
て
宣のたまは
く
、「
い
た
く
心
を
傷いた
ま
し
む
る
こ
と
な
か
れ
。
我わが
子こ
を
見み
た
く
ば
こ
れ
み
よ
。」
と
、
両りやうの
御おん
手て
の
掌
た
な
ご
ゝ
ろに
、
才
蔵
と
お
波
と
を
さ
ゝ
げ
給
ふ
と
見
へ
け
れ
ば
、
翌よく
朝ちやう
急いそ
ぎ
両
家
と
も
に
稲
荷
の
社やしろへ
参まい
り
け
る
。
さ
れ
ば
ふ
た
り
の
者
は
、
日にち
々〳〵
管くわん
弦げん
を
聞きゝ
て
楽たの
し
む
と
い
へ
ど
も
、
才
蔵
は
お
な
み
を
恋こ
ひ
、
お
な
み
は
才
蔵
を
恋こい
わ
び
て
、
女
中
に
斯かく
と
た
の
み
け
れ
ば
、
「
し
か
ら
ば
明めう
朝ちや
う
あ
は
せ
申
さ
ん
。」
と
い
ひ
け
る
に
ぞ
、
ふ
た
り
の
も
の
は
夜よ
の
明あく
る
を
お
よ
ぎ
付つく
ほ
ど
待まち
こ
が
れ
た
る
。「
恋こい
人びと
は
こ
ゝ
に
。」
と
開ひら
く
襖ふす
ま
の
内うち
、「
才
蔵
さ
ま
か
。」「
お
な
み
か
。」
と
い
ふ
声こへ
を
聞きゝ
付つけ
て
、
両
家
の
親おや
は
拝はい
殿でん
の
下した
を
見
る
に
、
二
人
堅けん
固ご
で
縁ゑん
の
下した
に
、「
こ
れ
は
爰こゝ
に
は
ど
ふ
六
四
し
て
居い
た
。
女
中
方かた
と
み
へ
け
る
は
夢ゆめ
に
て
あ
り
し
か
。
其その
上うへ
に
、
我わ
が
親おや
々〳〵
に
お
ふ
こ
と
の
恥はづかし
さ
よ
。」
と
い
ふ
を
聞きい
て
、
両
家
の
悦よろこび
斜なゝめな
ら
ず
、
急いそ
ぎ
乗のり
物もの
か
き
寄よせ
て
、「
か
ゝ
る
奇き
瑞ずい
の
有ある
う
へ
は
、
娘むすめを
麩
屋
の
娵よめ
と
な
し
、
出しゆつ
生しや
う
の
子こ
は
男
女
に
か
ゝ
わ
ら
ず
、
麩
屋
の
つ
ぎ
木
と
な
す
べ
し
。」
と
、
直すぐ
に
こ
れ
よ
り
よ
め
入
し
、
三
々
九
度ど
を
行おこなひ
け
る
。
其
後のち
男なん
子し
二
人
出しゆつ
生しやう
し
、
長ちや
子うし
は
酢
屋
の
養やう
子し
と
な
し
、
末すへ
は
ん
じ
や
う
に
さ
か
へ
け
る
と
ぞ
。
怪
談
雨
之
燈
第
四
終
怪くわい
談だん
雨あめ
之のと
燈ほしび
初
編
第
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
羅　
玉
香
山
人
著
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
林　
新
狸
子
校
　
　
磯いそ
嶋しま
忠
三
郎
為ため
に㍼幽ゆう
霊れい
の㍽
懇
た
の
ま
れ
報ほう
ず
る㍾仇あだ
話をわ
　
磯
嶋
忠
三
郎
は
、
周す
防はう
の
国こく
司し
太だざ
宰いの
大たい
貳に
義よし
隆たか
の
臣しん
下か
磯
嶋
半
左
衛
門
と
い
へ
る
人
の
次じ
男なん
な
り
。
此
人
、
戦せん
国ごく
に
生うま
れ
て
も
文ぶん
雅が
の
道みち
に
志
こ
ゝ
ろ
ざし
、
吾わが
国くに
風ぶう
の
三み
十そ
一ひと
文も
字じ
は
殊こと
に
好この
め
る
所ところな
り
。
こ
と
し
十
六
歳さい
に
成
け
る
が
、
一いつ
家か
中ちう
に
類たぐいな
き
美び
男なん
子し
に
て
、
城
じ
や
う
外ぐわ
いへ
出いづ
れ
ば
、
町ちや
家うか
の
女
が
影かげ
隠かく
る
ゝ
ま
で
見み
送おく
る
と
て
、
友とも
達だち
の
悪あく
口こう
に
、「
彼かれ
を
大たい
将しや
うに
し
て
女によ
軍ぐん
を
起おこ
さ
ば
、
日
本
国こく
を
従したがへ
ん
。」
と
嘲あざけり
謗そし
る
程ほど
、
忠
三
郎
い
よ
〳
〵
謙
へ
り
く
だ
りり
、
礼れい
義ぎ
堅けん
固ご
に
勤つとめけ
る
が
、
情なさけの
道みち
は
心
の
外ほか
と
哉
覧
。
　
同おな
じ
家か
中ちう
に
早はや
川かは
与
三
右
衛
門
と
い
ふ
人
あ
り
。
独ひと
り
の
娘
を
持もち
け
る
が
、
美び
人じん
の
誉ほま
れ
世よ
に
高たか
く
、
殊こと
に
華から
和やま
と
の
文ふみ
に
達つう
じ
、
国こく
司し
大
貳
の
耳みゝ
へ
も
入いり
け
る
程ほど
の
才さい
女ぢよ
な
り
。
此
娘
、
ふ
と
忠
三
郎
を
見
初そ
め
、
深ふか
く
思おも
ひ
を
か
け
し
が
、
さ
す
が
に
そ
れ
と
得
も
い
は
ず
、
過すぎ
行ゆく
月つき
日ひ
に
ま
す
恋こい
の
つ
な
と
も
な
れ
と
、
一
首しゆ
の
歌うた
を
詠よみ
て
、
父
与
三
右
衛
門
に
頼たの
み
、
忠
三
郎
が
添てん
削さく
を
ぞ
願ねが
ひ
け
る
。
与
惣
右
衛
門
何
の
気き
も
つ
か
ず
、
素もと
よ
り
娘むすめ
は
文ぶん
雅が
を
好この
み
、
身み
の
行おこ
なひ
一いつ
家か
中ちう
の
手て
本ほん
と
も
な
る
も
の
な
れ
ば
、
か
く
あ
ら
ん
と
は
思おも
ひ
き
や
、
忠
三
郎
に
頼たの
み
け
れ
ば
、「
畏
か
し
こ
まり
候
。」
と
て
短たん
冊ざく
を
展のぶ
れ
ば
、
　
　
手たま
枕くら
へ
夜よ
ご
と
に
か
よ
ふ
梅むめ
が
香か
の
　
　
　
た
ゝ
ぬ
う
き
名
ぞ
あ
わ
れ
な
り
け
る
忠
三
郎
威い
儀ぎ
を
正たゞ
し
、「
さ
て
〳
〵
驚おど
ろき
入
た
る
御
秀しう
吟ぎん
、
な
か
〳
〵
我われ
々〳〵
し
き
の
批ひ
判はん
す
べ
き
に
非あら
ず
。
去さり
な
が
ら
此
後のち
と
て
も
、
御ご
秀しう
歌ぎん
は
拝はい
見けん
を
願
ね
が
い
上あげ
ま
す
。」
と
短たん
冊ざく
を
写うつ
し
と
り
て
、
与
三
右
衛
門
へ
返かへ
し
け
る
。
忠
三
郎
つ
く
〴
〵
と
此
歌うた
の
意い
を
味あぢは
ふ
に
、
其
心
ば
へ
よ
り
し
て
、
誠まこと
に
関
く
わ
ん
雎しよ
の
風ふう
を
存ぞん
じ
、
目
に
見
る
ご
と
き
神しん
韻ゐん
に
、
思おも
は
ず
う
つ
る
男おと
の
な
ら
ひ
、「
折おり
も
あ
ら
ば
。」
と
、
此この
日ひ
よ
り
あ
こ
が
れ
け
る
も
理ことはり
な
り
。
　
其
後
、
馬
の
稽けい
古こ
よ
り
帰かへ
る
さ
、
柳
の
馬ば
場ゞ
に
て
与
三
右
衛
門
が
娘
の
お
ふ
で
、
社しや
参さん
の
道
す
が
ら
に
、
柳
の
い
と
に
短たん
冊ざく
を
か
く
る
所
へ
通とほ
り
か
ゝ
り
、
伴とも
の
女
中
が
「
あ
れ
磯いそ
嶋しま
。」
と
い
ふ
に
、
お
ふ
で
は
う
れ
し
さ
の
又
恥はづ
か
し
六
五
き
初はつ
恋こい
路ぢ
、
忠
三
郎
も
そ
れ
と
見
て
、
互たがいに
挨あい
拶さつ
も
お
は
り
、「
扨さて
先
月
は
御
よ
み
歌
拝はい
見けん
致いた
し
候
が
、
驚おどろき
入
た
る
神しん
韻いん
色しよく
沢たく
。
以い
後ご
は
此この
方はう
よ
り
御
添てん
削さく
を
願ねがひ
ま
す
。」
と
い
は
れ
て
、
か
ほ
に
紅
く
れ
な
い
の
た
も
と
よ
り
、
一
封ふう
取とり
出いだ
─　
─
「
是
は
ち
か
き
こ
ろ
の
よ
み
う
た
、
憚
は
ゞ
か
りな
が
ら
直ぢき
に
お
願
ひ
申
ま
す
。」
と
差さし
出
せ
ば
、
忠
三
郎
も
懐
く
わ
い
中
よ
り
一
封
を
取
出
し
、「
拙せつ
者しや
が
草さう
稿かう
も
御
覧らん
被
下
よ
。」
と
、
互
ひ
に
心
を
と
り
か
わ
せ
し
は
、
後
の
あ
わ
れ
を
引
出
す
縁へん
の
お
だ
ま
き
な
り
け
ら
し
。
　
是
よ
り
互
に
き
し
や
う
を
通つう
じ
、
天
に
あ
ら
ば
比ひ
翼よく
の
鳥
、
海
に
入
な
ば
比ひ
目もく
の
魚
と
、
ふ
か
き
ち
か
ひ
を
な
し
け
れ
ど
も
、
忍しの
び
あ
ふ
よ
は
な
か
り
け
る
。
与
三
右
衛
門
が
家け
来らい
軍ぐん
平へい
は
東
あ
づ
ま
育そだ
ち
の
者
な
る
が
、
深ふか
く
お
ふ
で
を
恋
こ
が
れ
、
文ふみ
の
数かず
〳
〵
に
お
く
り
け
れ
ど
も
、
お
ふ
で
は
「
手て
に
も
虎とら
の
尾を
を
ふ
む
心こゝ
地ち
す
る
む
く
つ
け
お
と
こ
、
そ
れ
と
父
へ
申
な
ば
、
彼かれ
が
命いのちに
か
ゝ
わ
ら
ん
。」
と
じ
つ
と
忍こら
へ
て
く
ら
せ
し
が
、
け
ふ
は
い
か
な
る
悪あく
日
ぞ
や
、
お
ふ
で
が
袖そで
か
ら
手てう
水づ
場ば
へ
お
ち
た
る
ふ
み
に
気き
も
付つか
ず
、
入
を
待まち
か
ね
軍
平
は
、
掃そう
除ぢ
の
場
よ
り
見み
付つけ
し
が
、
た
し
か
に
ふ
み
を
拾ひろ
ひ
上
見
れ
ば
、
磯
嶋
忠
三
郎
と
ふ
か
き
中
な
る
文
体てい
に
、
く
わ
つ
と
せ
き
立
つ
心
を
し
づ
め
、「
お
の
れ
、
お
も
て
は
賢けん
女ぢよ
と
見
て
、
内ない
証しや
う
で
こ
つ
そ
り
と
斯かゝ
る
大
事じ
を
し
て
居い
る
こ
そ
、
付つけ
込こみ
所
。」
と
、
う
ら
の
庭には
へ
お
ふ
で
が
出
た
を
幸
ひ
に
、
日
も
は
や
暮くれ
て
幸
ひ
と
、
袖
を
と
ら
へ
て
、「
コ
レ
申
、
雨あめ
の
ふ
る
ほ
ど
上
る
状
に
、
ど
ふ
し
て
返
事
は
な
さ
れ
ぬ
ぞ
。
否いや
な
ら
い
や
と
お
つ
し
や
れ
。」
と
い
ふ
に
、
お
ふ
で
は
「
コ
レ
軍
平
、
お
と
こ
の
習なら
ひ
と
い
ひ
な
が
ら
、
道みち
を
守まも
る
自みづから
に
ア
ン
マ
リ
無む
理り
じ
や
な
い
か
い
の
。
若もし
爺とゝ
様さま
が
聞きい
て
な
ら
、
你そなたは
首くび
が
有
ま
い
が
、
儂わし
が
方
か
ら
手
を
合
す
ふ
つ
つ
り
思
き
つ
て
た
も
。
な
ん
の
你
を
嫌きらいは
せ
ぬ
。
ど
ん
な
美うつくし
い
人
か
ら
で
も
、
親おや
の
ゆ
る
さ
ぬ
い
た
づ
ら
は
な
ら
ぬ
が
、
学がく
問もん
す
る
も
の
ゝ
道
じ
や
わ
い
の
。」
と
い
は
せ
も
は
て
ず
、「
ソ
リ
ヤ
大
な
う
そ
。
今
の
学
者しや
の
い
ふ
こ
と
は
、
半
分
は
や
ま
じ
や
と
聞
た
が
、
果はた
し
て
そ
ん
な
こ
と
お
つ
し
や
る
磯
嶋
忠
三
郎
殿
と
は
い
た
づ
ら
を
な
さ
れ
ま
せ
と
、
ア
ノ
旦
那
か
ら
お
許
し
て
ご
ざ
り
ま
す
か
。」
と
星ほし
を
さ
ゝ
れ
て
、
さ
し
も
の
お
ふ
で
ひ
る
む
所
を
、「
コ
レ
申
、
そ
れ
が
隠かく
し
て
ほ
し
い
な
ら
、
ど
ふ
ぞ
叶
へ
て
下
さ
り
ま
せ
。」
と
む
り
に
か
ゝ
つ
て
お
し
倒たほ
す
を
、「
コ
レ
ハ
無
理
な
。」
と
握にぎ
り
拳こぶし、
眉み
間けん
を
し
た
ゝ
か
叩たゝ
か
れ
て
、「
お
の
れ
惣そう
嫁か
め
、
捨すて
お
か
れ
ぬ
。」
と
が
ん
ぜ
き
お
と
し
に
石
の
上
、
お
ふ
で
が
命いのちは
絶たへ
は
て
た
り
。
　
軍
平
は
そ
れ
よ
り
さ
あ
ら
ぬ
体てい
に
お
も
て
へ
出
、
門
の
戸
〆しめ
る
ふ
り
を
し
て
、
終つい
に
は
る
か
に
落おち
延のび
け
る
。
娘
が
い
ぬ
と
尋たづぬる
う
ち
、
築つき
山
の
石
の
上
に
頭
み
ぢ
ん
に
う
ち
砕くだ
か
れ
、
あ
へ
な
き
死し
骸がい
を
認
た
づ
ね
出いだ
し
、「
何
者
の
し
は
ざ
ぞ
。」
と
家
来
を
呼よべ
ど
も
居
ら
ざ
れ
ば
、
合がつ
点てん
ゆ
か
ず
と
い
ふ
内
に
、
磯
嶋
が
文ふみ
の
お
ち
た
る
を
見
て
又
び
つ
く
り
。「
扨さて
は
。」
と
簞たん
笥す
を
吟ぎん
味み
す
る
に
、
軍
平
が
文
十
四
五
通
ふ
う
じ
も
き
ら
ず
入
た
る
に
ぞ
、「
是
は
か
な
ら
ず
、
軍
平
が
恋
の
意い
趣しゆ
に
て
殺ころ
せ
し
な
ら
ん
。」
と
お
や
の
悲かな
し
み
一
ト
か
た
な
ら
ず
、
一
門もん
不のこ
残らず
寄よ
り
集あつまり
、
急いそ
ぎ
国こく
主しゆ
へ
訴うつたへ
け
る
。
六
六
　
磯
嶋
忠
三
郎
は
斯かく
と
も
し
ら
ず
、
灯
と
ほ
し
びの
も
と
に
書
を
繙ひもとき
、
見
ぬ
よ
の
人
の
ふ
る
こ
と
を
吟
味
し
て
居
た
り
け
る
が
、
夜
も
は
や
四
ツ
と
お
ぼ
ゆ
る
頃
、
戸
を
開
く
内
へ
入
は
与
三
右
衛
門
が
娘
の
お
ふ
で
、「
こ
よ
い
は
丁
ど
よ
ひ
し
ゆ
び
で
、
内
を
忍しの
ん
で
塀へい
を
越こ
し
、
や
ふ
〳
〵
と
参
じ
た
。」
と
嬉うれ
し
げ
に
よ
り
そ
へ
ば
、
忠
三
郎
も
あ
き
れ
な
が
ら
、「
大
胆たん
な
こ
と
せ
ぬ
も
の
。」
と
い
ふ
も
、
嬉
し
き
恋
中
の
お
ふ
で
は
、
猶
も
疑うたがふ
て
、「
起き
証しう
は
互
ひ
に
取
か
わ
せ
ど
、
も
し
自
ら
が
さ
い
な
ん
で
外
の
人
か
ら
恋
し
か
け
、
叶
は
ぬ
時とき
の
や
ら
は
ら
だ
ち
、
首
を
取とつ
て
立
退のい
ひ
た
ら
ば
、
你おまへは
何
と
か
あ
そ
ば
す
。」
と
い
ふ
を
う
ち
消け
し
、「
さ
や
う
な
不
祥きつ
な
る
こ
と
は
い
は
ぬ
も
の
。」
と
い
へ
ば
、「
い
や
〳
〵
、
か
く
い
ふ
こ
と
ま
で
も
御
心しん
底てい
を
き
ゝ
届とゞ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
。
お
い
や
な
れ
ば
、
自
ら
も
い
や
な
り
。」
と
い
ふ
に
ぞ
、
忠
三
郎
、「
ソ
レ
ハ
知しれ
た
る
こ
と
な
り
。
我われ
も
武ぶ
士し
の
家いへ
に
生むま
れ
、
義ぎ
を
専
も
つ
ぱ
らと
す
る
こ
と
は
、
生
る
ゝ
と
腸
は
ら
わ
たに
し
み
込こん
で
あ
る
こ
と
な
れ
ば
、
気き
づ
か
ひ
あ
る
な
。
万
一
左さ
様やう
こ
と
が
有
な
ら
ば
、
何いづ
く所
ま
で
も
追おつ
か
け
て
、
敵かたきを
と
ら
い
で
お
く
べ
き
か
。
御
身
に
犬いぬ
死じに
は
さ
せ
ま
じ
き
ほ
ど
に
、
心
易やす
く
お
も
ひ
給
へ
。」
と
い
ふ
に
、
お
ふ
で
は
た
も
と
よ
り
軍
平
が
文ふみ
取
出
し
、「
家け
来らい
軍
平
が
度たび
々〳〵
の
恋れん
慕ぼ
、
殊こと
に
短たん
慮りよ
な
る
生
れ
つ
き
、
若もし
や
二
人
が
中
の
こ
と
露つゆ
ほ
ど
で
も
知
た
な
ら
、
ど
ん
な
こ
と
が
有
ふ
も
し
れ
ぬ
。
彼かれ
は
関
く
わ
ん
東とう
生
れ
の
渡わた
り
も
の
な
れ
ば
、
そ
ん
な
時
に
は
か
な
ら
ず
江
戸
へ
落
ゆ
か
ん
が
、
そ
れ
で
も
你
は
追
か
け
て
、
敵
を
取
て
給
は
る
か
。」
と
文
を
渡
せ
ば
、
忠
三
郎
笑わら
ふ
て
、「
女
ほ
ど
何
ど
な
き
こ
と
を
お
も
ふ
者
は
な
し
。
ソ
リ
ヤ
知し
れ
て
有
こ
と
。」
ゝ
聞
て
、
お
ふ
で
は
落らく
涙るい
し
、「
忝
き
御
詞こと
ば。
万
一
左
や
う
の
こ
と
あ
ら
ば
、
妾わたしが
魂
た
ま
し
い
你
の
身
に
付
そ
ふ
て
離はな
れ
は
せ
ぬ
。
丈じや
夫うぶ
に
お
も
ふ
て
給
は
れ
。」
と
か
つ
ぱ
と
ふ
し
た
は
音
ば
か
り
、
形かたちは
消きへ
て
失う
せ
に
け
り
。
　
忠
三
郎
仰げう
天
し
、「
甚
は
な
は
だ
怪あや
し
き
事
な
り
。」
と
お
つ
と
り
刀かたなで
走はし
り
出
、
与
三
右
衛
門
が
屋や
敷しき
の
辺あたりへ
行
て
、
内
の
様やう
子す
を
窺うかゞへ
ば
、「
軍
平
が
お
ふ
で
を
殺ころ
し
て
立
退
た
り
。」
と
一
門もん
中ぢう
が
寄より
集あつ
まり
、「
届とゞ
け
よ
。
人
よ
。」
と
立
騒さは
げ
ば
、「
扨
は
我
を
頼たのみに
し
て
、
か
た
き
を
と
つ
て
囉もら
ひ
た
さ
、
幽ゆう
霊れい
と
な
り
入
込こみ
し
が
、
可か
愛あい
の
も
の
や
。」
と
ど
ふ
ど
伏ふ
し
、
前ぜん
後ご
も
し
ら
ず
な
げ
き
し
が
、「
よ
し
是
か
ら
は
、
軍
平
を
尋
た
づ
ね
出
し
、
敵かたき
を
う
つ
て
と
ぶ
ら
ひ
せ
ん
。」
と
、
お
ふ
で
が
お
し
へ
に
従したがひ
て
、
覚
悟ご
を
極きは
め
、
与
三
右
衛
門
と
両ふた
親おや
へ
書
お
き
し
、
直すぐ
に
其
夜
城じや
下うか
を
出
、
関
東
さ
し
て
お
つ
か
け
ゝ
る
。
大たい
主しゆ
大
貳に
、
此
旨むね
を
聞きゝ
給
ひ
、
急いそ
ぎ
隣りん
国ごく
へ
人
を
出いだ
し
、
軍
平
が
有あり
家か
を
尋たづねら
れ
け
る
。
　
去さる
程ほど
に
、
磯
嶋
忠
三
郎
は
関
く
わ
ん
東とう
さ
し
て
趣
お
も
ふ
きし
が
、
路ろ
用よう
も
多おほ
く
も
た
ざ
れ
ば
、
浅あさ
草くさ
辺へん
に
う
ら
屋
を
か
り
、
敵かたき
を
見み
出だ
す
便たより
に
と
、
虚こ
無も
僧そう
の
姿すがた
と
な
り
、
半はん
年とし
ば
か
り
尋たづねけ
れ
ど
も
、
在あり
所しよ
さ
だ
か
に
知し
れ
ざ
れ
ば
、
お
ふ
で
に
何なに
と
い
ゝ
わ
け
も
、
な
か
ぬ
夜よ
と
て
は
な
か
り
け
る
。
　
爰こゝ
に
、
吉よし
原はら
の
傾けい
城せい
に
金きん
山ざん
と
い
ふ
者
あ
り
。
一ある
日ひ
、
忠
三
郎
心こゝろ
易やす
き
人
々
に
誘さそ
は
れ
て
、
こ
の
里さと
へ
あ
そ
び
け
る
が
、
尾お
羽ば
う
ち
か
ら
せ
ど
人
は
武ぶ
士し
、
殊こと
に
天てん
質しつ
き
り
や
う
あ
る
才さい
子し
歌か
人じん
を
方はう
寸すん
に
兼かね
た
る
人
と
友とも
だ
ち
も
座ざ
な
み
六
七
よ
く
こ
そ
待あしらひ
け
る
。
此
日
、
忠
三
郎
は
い
さ
ゝ
か
い
た
づ
き
あ
り
と
て
、
只たゞ
酒さけ
の
み
飲のみ
て
娼ゆう
婦こん
を
ば
招まね
か
ざ
り
け
る
に
ぞ
、
外
々
は
み
な
花
の
ご
と
き
美び
人じん
を
お
の
〳
〵
手た
折おり
あ
ひ
、
忠
三
郎
に
和
歌
な
ど
た
の
み
て
一いち
段だん
興けう
を
催もよほし
ぬ
時
に
、
金
山
奥おく
座ざ
敷しき
よ
り
来き
か
ゝ
り
、「
歌うた
よ
む
客きやく
は
珍めづ
ら
し
。」
と
襖ふすま
の
影かげ
に
彳たゝ
ずめ
ば
、
白しら
葉は
と
い
へ
る
妓げいこの
舞まい
扇あふ
ぎに
、
忠
三
郎
一
首
の
歌
を
書かき
け
る
。
　
　
も
の
ゝ
ふ
の
ま
だ
捨
や
ら
ぬ
梓
あ
づ
さ
弓ゆみ
　
　
　
何
と
し
ら
は
の
つ
が
ふ
べ
き
や
は
人
々
こ
れ
を
吟ぎん
じ
け
る
を
、「
み
れ
ば
見
る
ほ
ど
愛あい
ら
し
き
、
十
七
八
の
美びし
少やう
年ねん
の
相あい
か
た
も
な
く
、
し
よ
ん
ぼ
り
と
歌うた
の
み
詠よ
む
は
い
と
お
し
や
。
又
よ
み
歌
に
、
し
ら
は
を
上
ふ
る
こ
と
ば
の
あ
る
は
ね
た
ま
し
や
。」
と
、
り
ん
き
の
お
こ
る
は
つ
と
め
の
み
也
。
襖ふすまを
お
し
あ
け
、「
其
扇あふ
ぎち
よ
つ
と
見
せ
て
給
は
れ
。」
と
、
取とる
よ
り
は
や
く
忠
三
郎
が
背せなかを
三
つ
四
つ
か
さ
ね
う
ち
、
突つき
こ
ろ
さ
れ
て
あ
か
ら
む
か
ほ
、「
コ
ハ
何
事
。」
と
し
ら
は
が
り
ん
き
、
忠
三
郎
も
興けう
を
催もよほし
、「
き
み
達たち
に
叩たゝ
か
れ
て
一
分
は
す
ま
ね
ど
も
、
し
ら
は
が
扇
で
叩
か
れ
た
れ
ば
、
い
た
む
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な
い
。」
と
い
ふ
に
、
金
山
猶なを
か
ん
し
や
く
、
忠
三
郎
を
引
立
て
、
ふ
す
ま
の
内
へ
お
し
や
り
突つき
や
り
、
襖
を
立
き
り
、「
そ
な
た
さ
ま
に
は
何
と
し
て
、
お
子
た
ち
を
ば
呼よび
給
は
ぬ
。」
と
、
お
の
れ
が
恋
の
か
け
は
し
を
、
忠
三
郎
は
お
ふ
で
が
事
を
い
は
れ
も
せ
ず
、「
さ
れ
ば
と
よ
。
某
そ
れ
が
しは
少
し
望のぞみあ
り
て
遠へん
国
よ
り
参まい
り
し
者
。
様やう
子す
有
て
情
じ
や
う
欲よく
は
絶たつ
て
お
り
ま
す
。」
と
い
へ
ば
、「
さ
る
に
て
も
、
い
か
な
る
ゆ
へ
に
て
さ
や
う
に
は
な
さ
れ
候
哉
。
う
け
給
は
り
候
て
は
、
い
や
し
き
つ
と
め
の
身
な
れ
ど
も
、
お
ち
か
ら
そ
へ
る
心
も
あ
ら
ん
。」
と
し
ん
せ
つ
な
る
詞
に
、
忠
三
郎
、「
忝
し
。」
と
一
礼れい
し
、「
一
通
り
物
語がた
ら
ん
。
某
は
国
元
に
て
か
た
ら
い
し
女
あ
り
し
が
、
我
ゆ
へ
に
非ひじ
常やう
の
死し
を
な
し
、
ま
だ
半
年
も
た
ゝ
ぬ
う
ち
な
れ
ば
、
外
の
女
中
に
通つう
じ
て
は
、
其
魂こん
魄はく
へ
義ぎ
理り
立
ず
。
い
と
し
か
は
ゆ
き
な
か
な
り
し
を
、
今
は
ひ
と
り
の
身
と
な
り
し
心
を
推すい
量りや
うし
て
た
べ
。」
と
落らく
涙るい
す
れ
ば
、
と
も
泣なき
に
な
く
も
恋
路ぢ
の
か
け
み
ち
な
り
。
金
山
忠
三
郎
が
住
家か
を
聞
て
、
こ
ま
〴
〵
と
書
付
て
別わか
れ
け
る
が
、
忠
三
郎
は
早はや
く
帰
り
、
金
山
が
や
さ
し
き
志
に
か
ん
じ
入
て
臥ふし
け
る
が
、
と
ほ
し
火
の
影かげ
よ
り
は
た
へ
を
霜しも
に
ふ
る
が
ご
と
き
一
道
の
寒かん
風ふう
吹
お
こ
り
、
あ
や
し
と
見
る
間
に
、
お
ふ
で
が
姿
す
が
た
霊れい
々〳〵
然ぜん
と
あ
ら
は
れ
出
、「
遠とほ
き
他た
国
へ
か
た
き
を
し
た
ひ
来
て
、
よ
き
手
が
ゝ
り
も
な
き
に
、
又
傾けい
城せい
の
情なさけを
ふ
せ
ぎ
給
ふ
か
や
。
け
ふ
の
女
に
と
り
入
給
は
ゞ
、
か
な
ら
ず
か
た
き
の
あ
り
家か
も
し
れ
ん
。
か
な
ら
ず
か
れ
が
志
を
む
げ
に
ば
し（マ
マ
）し
給
ふ
な
。」
と
、
い
ふ
声こへ
残のこ
り
て
か
き
け
す
ご
と
く
な
り
に
け
れ
ば
、
忠
三
郎
か
ん
る
い
し
、
お
ふ
で
が
教おしへ
に
随したが
ひ
て
金
山
へ
状じやう
を
遣つか
は
し
、「
心しん
底てい
の
程ほど
忝
か
た
じ
け
なし
。
今
よ
り
は
力ちからと
成
て
給
は
れ
。」
と
細こま
〳
〵
と
申
遣
は
し
け
れ
ば
、
金
山
も
う
ち
悦よろこび
、
そ
れ
よ
り
は
折おり
々〳〵
部へ
屋
へ
通
ひ
け
る
。
　
或ある
時とき
、
忠
三
郎
国くに
元もと
の
や
う
す
不のこ
残らず
物もの
が
た
り
、「
何
と
ぞ
か
よ
ふ
の
人にん
相さう
を
見
か
け
な
ば
、
必かならず
知し
ら
し
て
給
は
れ
。」
と
い
へ
ば
、
金
山
横よこ
手で
を
う
ち
、
「
そ
れ
は
ど
ふ
や
ら
見
た
る
人
相
な
り
。
遠
か
ら
ぬ
う
ち
御
知
ら
せ
申
上
ん
。」
【挿絵】巻五（12ウ・13オ）
六
八
と
い
ひ
け
る
が
、
程ほど
な
く
や
り
て
に
相あい
図づ
の
状じやうを
も
た
せ
て
来きた
り
け
れ
ば
、
忠
三
郎
大
に
悦
び
、
急いそ
ぎ
金
山
が
部へ
屋
へ
行ゆき
様やう
子す
を
と
へ
ば
、
金
山
、
忠
三
郎
が
手
を
ひ
い
て
、
そ
つ
と
二
階かい
の
客きやくの
顔かほ
、
一
目
見
る
よ
り
忠
三
郎
か
け
入
ら
ん
と
す
る
を
引ひき
留とゞ
め
て
、
部へ
屋
へ
伴ともなひ
行ゆき
、「
弥
い
よ
〳
〵
敵かた
きに
極きはまら
ば
、
こ
ゝ
で
討うち
給
ひ
て
は
廓くるわの
難なん
儀ぎ
な
れ
ば
、
か
へ
る
道
に
て
討うち
給
へ
。」
と
い
ふ
に
、
磯
嶋
、
「
げ
に
尤
。」
と
、
其その
夜よ
は
金
山
が
部へ
屋や
に
宿しゆくし
、
翌よく
朝ちやう
軍
平
が
帰かへ
る
途と
中ちう
に
立たち
ふ
さ
が
り
、「
い
か
に
軍
平
、
磯
嶋
忠
三
郎
を
覚おぼ
へ
つ
ら
ん
。
お
ふ
で
が
か
た
き
、
尋じん
常じや
う
に
勝しや
負うぶ
せ
よ
。」
と
詰つめ
か
く
れ
ば
、
軍
平
か
ら
〳
〵
と
う
ち
笑わら
ひ
、「
二
才
め
、
能よく
も
か
た
き
う
ち
と
は
で
か
し
た
り
。
コ
ヽ
ハ
途と
中ちう
人ひと
目め
多おほ
け
れ
ば
、
今こ
宵よい
普ふ
賢げん
寺じ
の
門もん
内ない
に
て
立たち
会あふ
て
く
れ
ん
。
首くび
を
洗あら
ふ
て
出で
会あい
お
れ
。」
と
云
。
磯
嶋
猶なを
も
疑うたがひ
て
、「
是ぜ
非ひ
に
勝しや
負うぶ
。」
と
詰つめ
か
く
れ
ば
、「
お
の
れ
位くらいの
小こ
世せ
忰がれ
に
恐おそ
れ
て
、
数す
百
人
の
指し
南なん
が
な
ら
ふ
か
。
左さ
様やう
な
北きた
嶋じま
軍
平
と
お
も
ふ
か
や
。
身み
が
内うち
へ
来き
て
今こ
宵よい
を
待ま
て
。」
と
い
ふ
。「
然しか
ら
ば
弥
い
よ
〳
〵
四
つ
時とき
に
出で
会あふ
ふ
べ
し
。」
と
詞ことばを
つ
が
ひ
、
忠
三
郎
は
立
帰
て
用よう
意い
を
な
し
、
日ひ
の
暮くれ
る
を
待まち
兼かね
し
が
、「
お
も
へ
ば
金
山
が
情なさけの
程ほど
、
一
ト
か
た
な
ら
ぬ
心しん
底てい
も
、
も
し
返かへ
り
う
ち
に
あ
ひ
な
ば
、
さ
ぞ
や
悲
し
く
お
も
ふ
ら
ん
。
又
あ
ふ
こ
と
も
は
か
ら
れ
ず
。」
と
、
又
吉よし
原はら
へ
行ゆき
、
金
山
が
顔かほ
を
つ
く
〴
〵
う
ち
な
が
め
、「
今こ
宵よい
の
勝しや
負うぶ
心
元もと
な
し
。
又
逢あふ
こ
と
も
図はか
ら
れ
ね
ば
、
御おん
身み
も
随ずい
分ぶん
堅けん
固ご
に
て
、
若
し
返かへ
り
打うち
に
あ
ふ
た
る
と
き
は
、
是
ま
で
の
契ちぎりを
お
も
ひ
、
忌き
日にち
〳
〵
に
お
も
ひ
出いだ
し
、
一
遍へん
の
廻ゑ
向かう
し
て
給
は
れ
が
（
マ
マ
）し
。
浅あさ
か
ら
ぬ
御おん
身み
が
六
九
情なさ
け、
未み
来らい
永ゑい
々
忘わすれれ
は
せ
ぬ
。」
と
う
ち
し
ほ
る
れ
ば
、
金
山
こ
ら
へ
か
ね
て
大
に
笑わら
ひ
、「
い
か
さ
ま
侍さむ
ら
ひ
か
た
気ぎ
に
て
左さ
や
う
に
お
ぼ
す
も
断
こ
と
は
り
な
が
ら
、
是
ま
で
か
な
ら
ず
替かわ
る
ま
い
と
書かい
た
起きし
証やう
は
百
本ほん
や
ら
千
本
や
ら
、
か
ぎ
り
も
知しら
ぬ
客きやくご
と
に
一
々
回ゑ
向かう
す
る
な
ら
ば
、
勤つとめす
る
日ひ
は
よ
も
あ
る
ま
じ
。
は
や
く
御
帰かへ
り
遊
ば
せ
。
自みづから
は
用よう
事じ
有あり
。」
と
襖ふすまを
あ
ら
く
引ひき
立たて
て
、
二
階かい
座ざ
敷しき
へ
行ゆき
け
れ
ば
、
忠
三
郎
く
わ
つ
と
せ
き
立たち
、「
お
の
れ
畜ちく
生しやう
一
ト
う
ち
。」
と
立たち
上あが
り
し
が
、「
待まて
し
ば
し
。
今こ
宵よい
の
大だい
事じ
を
ふ
ま
へ
な
が
ら
、
短たん
慮りよ
し
て
は
仕し
損そん
ぜ
ん
。
と
は
い
へ
憎にく
き
畜ちく
生しや
う
め
、
よ
し
〳
〵
軍
平
を
討うつ
て
後のち
、
生いけ
て
は
お
か
じ
。」
と
に
が
り
き
つ
て
立
帰かへ
り
、
既すで
に
約やく
束そく
の
刻こく
限げん
な
れ
ば
、
普ふ
賢げん
寺じ
へ
入いり
置こみ
し
に
、
軍
平
既すで
に
待まち
か
け
た
り
。「
い
ざ
小
わ
つ
ぱ
め
、
お
ふ
で
と
倶とも
に
成
じ
や
う
仏ぶつ
せ
よ
。」
と
切きつ
て
か
ゝ
れ
ば
、「
合がつ
点てん
。」
と
抜ぬき
合あわ
せ
て
切きり
結むす
ぶ
。
剣けん
術じゆつ
修しゆ
練れん
の
軍
平
が
ふ
み
込こみ
〳
〵
、
巻まく
り
立たつ
る
刀かたなは
い
な
づ
ま
。
磯
嶋
が
既すで
に
危あや
ふ
く
見み
へ
し
所
に
、
軍
平
が
後うしろよ
り
小こし
性やう
だ
ち
の
侍
さ
ふ
ら
い、
ふ
か
あ
み
笠がさ
に
か
ほ
隠かく
し
、
刀かたな
を
抜ぬい
て
軍
平
が
左
の
か
た
さ
き
す
つ
ぱ
と
き
る
。「
ハ
ツ
。」
と
後うし
ろへ
ふ
り
か
へ
る
を
付つけ
込こむ
磯
嶋
、
軍
平
を
大
げ
さ
に
き
り
付
た
り
。
　
と
ゞ
め
を
さ
し
て
刀かたなを
お
さ
め
、
小
ご
し
を
屈かゞ
め
、「
ど
な
た
か
は
危あやうき
所
を
御
助すけ
太だ
刀ち
、
か
た
き
を
う
た
せ
給
は
る
こ
と
忝
か
た
じ
け
なし
。」
と
一
礼れい
す
れ
ば
、
彼かの
侍
さ
ふ
ら
いあ
み
笠がさ
と
れ
ば
、
金
山
が
男
出で
立たち
に
又
び
つ
く
り
。「
こ
れ
は
〳
〵
。」
と
ば
か
り
に
て
あ
き
れ
果はつ
れ
ば
、
金
山
、「
今こん
晩ばん
部へ
屋
へ
見
へ
し
時
、
う
ち
し
ほ
れ
た
る
御
心
、『
そ
れ
で
は
敵かたきは
う
た
れ
ぬ
。』
と
あ
い
そ
つ
き
い
ふ
た
時
、
妾わた
しが
心
の
苦くる
し
さ
は
血ち
を
吐はく
や
ふ
に
あ
り
し
ぞ
や
。
は
げ
み
は
付
た
れ
ど
も
心こゝろ
元もと
な
く
、
且かつ
又また
ふ
か
く
ち
か
ひ
し
身
が
じ
つ
と
し
て
居い
ら
れ
ふ
か
。
二
階かい
の
客きやくを
た
ぶ
ら
か
し
、
大
小
あ
み
笠がさ
ぬ
す
み
出いだ
し
、
跡
を
慕した
ふ
て
参
り
し
。」
と
聞きい
て
、
磯
嶋
か
ん
じ
入
、「
其
心
と
は
露つゆ
し
ら
ず
、『
お
の
れ
畜ちく
生しやう
一
ト
う
ち
。』
と
い
ふ
た
詞ことば
が
は
づ
か
し
い
。」
と
互たがい
に
わ
つ
と
泣なき
け
る
が
、「
ま
づ
〳
〵
、
客きやくの
し
ら
ぬ
う
ち
に
早はや
く
帰かへりて
首しゆ
尾び
よ
く
せ
よ
。」
と
金
山
を
返
し
、
夫それ
よ
り
足あし
利かゞ
将しやう
軍ぐん
へ
願
ひ
出いで
、
大
内
義よし
隆たか
へ
も
訴
う
つ
た
へけ
れ
ば
、
義
隆
喜よろ
こび
斜
な
ゝ
め
な
ら
ず
、
磯
嶋
を
召めし
か
へ
し
、
新あらた
に
五
千
貫ぐわ
ん
を
ぞ
領れう
じ
け
る
。
周す
防はう
へ
引
と
る
時じ
分ぶん
に
、
金
山
を
ば
義
隆
よ
り
請うけ
出いだ
し
て
、
磯
嶋
が
妻さい
女じよ
に
申
付
ら
れ
し
と
ぞ
、
目
出
度
に
申
伝つた
へて
む
か
し
が
た
り
と
は
な
り
ぬ
。
怪
談
雨
之
燈
第
五
終
刊
記
（
裏
見
返
し
）
　
　
　
寛
政
九
巳
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
心
斎
橋
筋
博
労
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原
屋　
重
兵
衛
　
　
　
大
坂
書
林　
堺
筋
高
麗
橋
南
江
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩　
屋　
権　
平
 
　
　
　
（
以
上
）
